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　小こ春はる原ばら日和ひより（♀・十五歳・もうすぐ女子高生）は地味である。

　それはもう想そう像ぞうを絶ぜつする空前絶後な地味っぷり。

　何せ基本的にはその存そん在ざいを気付かれない。

　学校に行けば出席点てん呼こで気付かれず欠席扱あつかいにされるし、遠足に参さん加かすれば忘わすれられてパーキングエリアに置き去りにされる。挨あい拶さつをしても返されないなんてことは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。街中を歩いていると犬にすら気付かれずにマーキングの対たい象しようにされ、店とかの自動ドアは反はん応のうせずに銀行の金庫扉とびらのように動かない。さらには集合写真やプリクラなどを撮とるとなぜか日和の周りだけ白黒に写るという、超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうセピア色機能を搭とう載さいした筋すじ金がね入いりの地味っこマスター（？）だ。

　まさに現代が生み出した地味とセピアの奇き跡せきの結けつ晶しようと言えよう。

　そんな日和が姫ひめ乃の宮みやに進学したいなんて爆ばく弾だん発言をしたのがおよそ半年前。

　それまで見たことのないような真しん剣けんな目をして、〝おとなのじょせい〟にしてくれなどと言い出した。

　そりゃあ最初は何のアメリカンジョークかと思ったよ。

　だってそうだろ？　何せ私立姫乃宮女学院とくればマルチーズのメスだって知っているお嬢様たちの聖域サンクチユアリ。生徒の九割九分が何らかの会長社長令嬢やら貴き族ぞく王族やらで、おまけにそのほとんどが様々な分野の一線で活かつ躍やくする才女であり、ただそこにいるだけで自ずから脚きやつ光こうを浴びるようなスター属ぞく性せいときている。ただそこにいるだけでスポットライトが白黒に変へん換かんされるセピア色属性な地味っこ（築ちく七十年の貧びん乏ぼうアパート居きよ住じゆう）とはおよそヒップホップダンサーと演えん歌か歌手くらいに対極をなす存在だと言わざるを得ない。

　もちろん反対したさ。

　いかに挑ちよう戦せんすること自体は自由とはいえ、わざわざ人生においてムダな挫ざ折せつを味わうこともない。千せん尋じんの谷たにに落とされた仔こライオンの九〇パーセントは這はい上あがってこられないとも言うしな。

　とはいえ日和の決意は固かった。

　思いとどまるよう説得する俺に……真っ直ぐに目を見ながら懸けん命めいに訴うつたえかけてきた。お祖ば母あちゃんからもらった大事な数珠じゆず（枯かれ草くさ色いろ、地味）を質草にしてまで。

　何をするにも受動的だった日和が初めて見せた積極的な態たい度ど。

　その不ふ退たい転てんな決意を前にして……俺たちは結果として日和を応おう援えんすることになった。

　そして始まった『小春原日和育成計画』。

　セピア色極まりない地味っこを何とかお嬢様の領りよう域いきに近づけるために、俺たちは皆みな一いつ致ち団結して協力した。

　音ね色いろさんの音楽指し導どうや桃もも子このマナー指導、厳いつく島しまのおっさんの写真。俺もスケジュール管かん理りや面めん接せつ対たい策さくというカタチでできることはした。

　そして何よりも日和ひより自身の直ひた向むきな努力の甲か斐いもあり。

　とうとうその身を覆おおっていた強大にして絶ぜつ大だいなセピア色機き能のうを限げん定てい的てき局地的にだが解かい除じよすることに成功して。

　──この度何とか無事に姫ひめ乃の宮みやに合格することを達成したのである。
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「──そろそろ時間だぞー、日和ひより」

「あ、は、はい、ちょっと待ってください……」

　呼よびかける俺の声に顔を上げた日和があせあせと答える。

「え、えと、ちゃ、ちゃんと制服も着ましたしハンカチも持ちました。か、髪かみのしばり方も万全で……」

「カバンの中身はどうだ？　生徒手帳とかは？」

「だ、だいじょぶです。全部昨日のうちに用意をして──あ、で、でもかばん自体がありません！　ど、どこに行っちゃって……っ」

「日和、背せ中なかだ、背中！　もう背せ負おってる！」

「あ、そ、そうでした！　忘わすれないように昨日は背負ったまま寝ねたんでした……！」







　──現在は朝七時半の桜さくら乃の日ひ和より荘そうの台所。

　こんな朝っぱらから何をコントみたいなことをやっているのかと言うと見て分かる通り──いや見て分からんか、とにかく色々と用入りでこれからおよそ二時間後に行われる姫ひめ乃の宮みや女学院の入学式へと向かうべく、その準じゆん備びをしているのだった。

　お嬢様への道の最初の第一歩への最終確かく認にん。

　とはいえ基本的にうっかり度数一三〇パーセントで身も心も薄はつ幸こう属ぞく性せいな日和さんなため、なかなか進まないんだよな、これが。

「こ、この髪かみ留どめはこっちに入れて……あ、あうっ」

「ど、どうした、日和!?」

「お、お父さんのお土産みやげのファラオの仮か面めんが頭の上に落ちてきて……」

「あり得ない角度ですっぽりハマってやがる……」

「あ、あれ？　と、とれません……な、何だか顔にぴったりと吸すい付つくようで……」

「……呪のろわれてるのか！」

　そんなやり取り（ファラオの仮面を頭にハメたまま）をしながら牛乳の脂し肪ぼうを固めて作った食品のごとくばたばたと動き回っていると、

「ぴよちゃんたち、準備はできたの～？」

　と、こっちの空気を読まないやたらとのんびりで、人生を心から楽しんでるんだろうなーという声が聞こえてきた。

　頭の上に花畑を一つ二つ浮うかべてそうな声。

　らんらんら～ん♪　と鼻歌を歌いながらやって来たロングヘアーの女の人は……このダメ人間の巣そう窟くつ『桜さくら乃の日ひ和より荘そう』に居きよ住じゆうするダメ人間どもの一人であり、受験歴六年のベテラン音大浪人生（今年は音大と間ま違ちがえて音高を受験した）な美み崎さき音ね色いろさんである。

「ねえねえ、準じゆん備びは終わったの～？　ぴよちゃんの準備が終わったら音色さんの朝ご飯の準備も急いでほしいんだけどな～」

「見ての通り今日は時間がないんでサンドイッチでも作って食べててください。食パンと中身の具は用意しておきましたから」

「え～、音色さん、パンの耳を切り取るなんて高等技術できない～……。お腹なか空いた～……めそめそ……」

　相変わらずダメ人間だ……

　年度が変わってもまったく変わらない生活能のう力りよくの皆かい無むさっぷりにため息を吐ついていると、

「──ふん、朝っぱらからアホがやかましいわね」

「あ、も、桃もも子こおねーちゃん……」

　続いて偉えらそうにやって来たこいつは霧きり嶺みね桃子。

　見た目はモデルやアイドルかと見間違えるほどの美形で、まるでよくできた日本人形みたいな外見。だがこいつにはそれらのプラスな要よう素そを全て打ち消すマイナス極まりない欠点があって──

「たかがパン一つにグダグダグダグダ、クツワムシみたいに鬱うつ陶とうしいわよ。……ああ、ピヨのことじゃないわ。そこのアホビッチに言ってるの。ピヨは『伊×真』の伊だ達てみたいに、マフラーの付いた軍馬に乗った気分でどっしり構かまえていればいいのよ」

「……」

　……これだ。

　基本的に口が悪くて、致ち命めい的てきに性格が最悪なんだよ。おまけに筋すじ金がね入りのニートで、さらにＸＹ染せん色しよく体たい同士を掛け合わせることが三度の飯よりも大好きというアレな嗜し好こうの持ち主ときてる。まったく、天はもう少し与あたえる素そ養ようとその持ち主とのバランスを考えるべきだな。

　そして。

「お早う、晴はれ崎さき殿どの、日和ひより殿。今日もいい天気で実に素す晴ばらしい」

　最後に寝ね起おきのカバのごとくのっそりと出て来たおっさんは厳いつく島しま又また三さぶ郎ろうさん。

　御おん年とし四十五歳の桜乃日和荘最年長。

　雰ふん囲い気きと年齢だけは一家の大黒柱的な風格だが、この人もこの人でまあ今までの例に漏もれず立りつ派ぱなダメ人間（無職・ハローワークに行かない）であり……

「どこまでも澄すみ渡わたり抜ぬけるような青空は実に入学式日和であって──おお、日和殿のその姿すがたは！　いいねいいねー、やっぱり女子高生の制服姿は生命の泉いずみだよー！　ルルドの泉だよー！　おじちゃんにその瑞みず々みずしく香こうばしい青い果実の滴したたりを少しだけ分けてくれるかなー？」

「……びくっ（日和ひより）」

　お気に入りの被ひ写しや体たい（主に制服だったりメイド服だったり体操服だったり）を前にした時だけ性格が変へん態たいに豹ひよう変へんするダメカメラマン（デジタル音おん痴ち）である。

　いやだからそのどこぞのスーパーカメラマンみたいなローアングルで日和に接せつ近きんするのはやめてくださいって。

「…………」

　──この三人が、この時間に起きてくる桜さくら乃の日ひ和より荘そうの主な住人。

　一見すると（いや二、三度見ても）人としてかなりダメな部類だが──実のところこのダメ人間どもには他人にはない希け有うな特技がある。

　それぞれ楽器の達人、マナー・礼れい儀ぎ作法の専門家、熟じゆく達たつしたカメラマン、というプロフェッショナルな面を持ってるんだよ。

　その技ぎ能のうを駆く使しして、二ヶ月前の日和の姫ひめ乃の宮みや受験の際さいにはかなりがんばってくれた。

　まさにこの三人にしては粉ふん骨こつ砕さい身しんな協力。

　もちろん日和本人の努力が一番であることは言うまでもないことだが、この三人の協力もあったからこそ日和は奇き跡せきの姫乃宮合格を成なし遂とげることができたと言っても過か言ごんではないわけで──

「ねえ、だからゆ～く～ん、音ね色いろさんたちの朝ご飯はどこに用意してあるの～？　もうさっきからお腹なかぺこぺこで死んじゃいそう～……」

「もちろん献こん立だては和食なんでしょうね？　違ちがったら動かなくなるまで蹴けり倒たおすわよ、このアグーブタ野郎」

「女子高生……制服……はあはあはあ……」

「…………」

　……前言撤てつ回かい。

　……過言もいいところだ。やっぱどうしようもない、このダメ人間ども。

　持っている能のう力りよくだけは一目置くべきだが、人としては確かく実じつに赤点を付けられるくらいにダメすぎる。
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「──そ、それでは、行ってきます」

「は～い、がんばってね～、ぴよちゃ～ん」

「いざ何かあったらそこのブタを犠ぎ牲せいにしてピヨは自分の身を守りなさい。私が許ゆるすから」

「健やかなる入学を祈っておる、日ひ和より殿どの」

「あ、は、はいっ」

　ぴょこんと地味に敬けい礼れいのポーズをする制服姿すがたの日和。

　その反はん応のうに音ね色いろさんたちが優やさしく微笑ほほえんで、

「だいじょうぶだいじょうぶ～♪　緊きん張ちようしないで普ふ通つうにやればぴよちゃんならうまくいくから～。──あ、そうだ、ゆ～く～ん、今日は九時から見たいドラマがあって早めにお風ふ呂ろを使いたいから、お掃そう除じはいつもより三時間早くしといてね～」

「がんばりなさい、ピヨ。何だったらのんびり羽を伸のばしてきてもいいから。──あんたは用が済すんだらとっとと帰ってきなさいよ。夕食の時間が遅おそくなったら動かなくなるまで蹴けり飛とばすからね」

「日和殿、気合いを入れて行きなされ。きっと日和殿の努力を結果は報むくいてくれている……。──ああ、佑ゆう介すけ殿、ちなみに昨日の夜から私のお気に入りの花はな柄がらタイツがフレームアウトしているのだが、どこに置いてあるのかな？」

「…………」

　心温まる三つの声せい援えん（俺に対するものは明らかに違ちがう気がするが）を受け、俺たちは桜さくら乃の日ひ和より荘そうを出た。

　姫ひめ乃の宮みやまでは電車と徒歩とでおよそ五十分ほどの道のりである。

　二人並ならんで、色々と話しながら道のりを進んでいく。

「いよいよ入学式だな、日和」

「あ、は、はい」

「ここまでよく来たよな。ホント、日和はがんばったと思う」

「そ、そんな……これも全部おにーちゃんたちのおかげで……」

「んなことないって。何より日和が努力したからだ」

　それがあるから今日のこの日があるんだと俺は思ってる。

　そう伝えると日和は小さく顔を横に向けて、

「…………だったら、それはおにーちゃんの、おかげ、です。ゆ、ゆーおにーちゃんが、傍そばで見守ってくれていたから、わたしは……」

「……ん？」

「──あ、な、なんでも、ないですっ」

　慌あわてたようにぶんぶんと首を振ふる。

「??」

　何が言いたかったんだろうな。

　まあ本人が何でもないって言ってるんなら深く突つっ込こむところでもないんだが。

　とにかくこの場で俺が言えることは。

「がんばろうな──日和ひより。ファイトだ！」

「は、はいですっ！」

　地味ながらも大きくうなずき返してくる日和。

　そしておよそ一ヶ月ぶりにやって来た姫ひめ乃の宮みやだったが──







「……」

「……」

　私立姫乃宮女学院は、前に来た時と変わらずにアナザーワールドだった。

　目の前に広がるヴェルサイユ宮きゆう殿でんのような門。

　その向こうに続く北海道の釧くし路ろ湿しつ原げん並なみに広大な敷しき地ち。

　全体的に巨きよ大だいにして壮そう大だい。まさに山手線ゲームをすれば九割九分の確かく率りつでお嬢様に当たるセレブ満まん載さいな状じよう況きようで、生まれてこの方庶しよ民みん一ひと筋すじ十六年な俺たちには場ば違ちがいどころか時空違いもいいところである。

「あー、大だい丈じよう夫ぶか、日和？」

　何度目かとはいえさすがにこの雰ふん囲い気きじゃあ吞のまれて当然だろう。

　声をかけると日和は気弱なチワワのようにぷるぷると身体を震ふるわせて、

「あ、は、はいです。す、すこし緊きん張ちようしてますけど、桃もも子こおねーちゃんから新入生の緊張をほぐす特別なおまじないを聞いていたから……」

「おまじない？」

「こういう時には手のひらに『ジノ（♂・全ぜん裸ら）×ル●（♂・全裸に靴くつ下した）』と書いてそれをねぶるようにのみこむといいんだって……」

「それは全然違う！」

　何を教えてやがるんだ、あのアホニート！

　てか二人とも制服を脱ぬいで全裸になってたら新入生うんぬんの意味がないだろ！

「え、え……？」

「いいからそれは忘わすれる。緊張してるんなら普ふ通つうに深しん呼こ吸きゆうとかが有ゆう効こうだ」

「は、はい」

　こくこくとうなずきながら地味にす～は～す～は～とラジオ体操のような動きで息を吸すったり吐はいたりする日和さん。

　素す直なおなのはいいことだが与あたえられる情じよう報ほうは選別せんとな……

　とまあ、そんなやり取りを交わしながら敷地内へと入っていき。

　式の行われる第一迎げい賓ひんホール『ワルトシュタイン』へと歩いていく。

　この上なく緊張気味な足取り。

　どこかふらふらしていて、その小さな身体からはＡ・Ｊアブソリユート・じみフィールドが展てん開かいされている。

「…………」

　──それにしても相変わらず周りは女子ばっかりだな……

　出て来たのはそんな感想。

　右を見ても左を見ても視し界かいに入ってくるのは清せい楚そでたおやかな淑しゆく女じよたちだけである。

　もちろん付つき添そいの保ほ護ご者しやにロマンスグレイな紳しん士しはいるが、いかにも一いつ般ぱん庶しよ民みんな十代男子は俺以外にはこれっぽっちも見当たらない。

　まるで一匹で軽自動車が買える高級犬の群むれの中に一山いくらの雑種が迷まよい込こんだ気分である。

「ねえ、聞かれました？　先日モナコで南みなみ九く條じよう様主しゆ催さいのパーティーがあったのですって」

「あら、それは素す敵てきですわね」

「うふふ、私は参さん加かしましたわよ。サザンテラス城から見る景色が壮そう観かんでした」

「来週はインド洋でクルーザーパーティーがあるそうですわよ？」

　さらには聞こえてくる会話もエレガントをそのまま画に描かいたようなもので。

　むう、共通となる話題がほんの欠かけ片らもなさそうだな……

　ていうかここにいるのはほとんどが内部進学生なんだったっけか。

　基本は幼よう稚ち舎しやからそのまま上にスライドするエスカレーター式で、高等部からの外部進学生は日和ひよりを含ふくめて七十人中たったの三人しかいない。

　言わばアルティメットなアウェイ状じよう態たい。

「……」

　うーむ、この友達を作るのが赤子の手をひねるよりも苦手で、これまで心を通わせた朋ほう友ゆうといえば桐きり乃のちゃん（金魚）しかいなかった日和さんにとって、これはなかなかに厳きびしい状じよう況きようなんじゃないか……？

　周りが知り合い同士で固まっている既き成せい状態だと、俺だって新しくその輪に入っていくのは難なん儀ぎすると思う。

　それがナチュラルでアビリティ（友達ゼロ）な日和さんときていると……

「…………」

　どう考えても難なん易い度ど高いよなあ……

　ほとんど絶ぜつ望ぼう的てきというか。

「……」

　日和もやっぱりそれを肌はだで感じているのか、ドナドナを三日後に控ひかえた仔こ牛うしみたいな面おも持もちで俺の左手の小指をきゅっと握にぎっている。

　せめて不安を少しでも和やわらげてやるべくその手を握り返しやろうとして、




「あ、日和ひよりちゃんだ。お～い♪」




「え……？」

　と、そんな不安をハレー彗すい星せいの彼方かなたに吹き飛ばすような声が響ひびき渡わたった。

　おろおろしている地味っこに呼よびかける声。

「……（びくうっ!?）」

　隣となりの日和が街中で「おい！」と呼び止められた指名手て配はい犯はんのようにビクウッ!!　と身体を震ふるわせる。

　や、それは友達がいなかった状じよう態たいがこれまで常じよう態たいだったためだれかに名前を呼ばれることに慣なれてないのは分かるが、だからってそこまで挙きよ動どう不ふ審しんな反はん応のうをしなくてもいいんじゃないか？

　ロックオンされたプレーリードッグのようにあせあせきょろきょろと辺りを見回している日和を見てそんなことを思っていると、

「よかったよかった、やっと会えたね～。探さがしてたんだよ～♪　あ、おにいさんもお久しぶり。こんにちは、おにいさん♪」

「唯ゆい香か……」

　そんな明るい声とともに近づいて来たのは見たことのある顔だった。

　名前は鹿ろく王おう院いん唯香。

　肩かたくらいまでの髪かみをちょこんとリボンでまとめた小こ柄がらでかわいらしい女の子で、学校説明会の時にタッキー（軍鶏しやも・暫ざん定ていブラックペッパー味）が縁えんで知り合った生きつ粋すいの姫ひめ乃の宮みや育ちのお嬢様である。

　さらには超が付くほどのアットホームなキャラであり、Ａ・Ｊアブソリユート・じみフィールドとセピア色機き能のうという二大地味機き構こうが実じつ装そうされた日和をまともに認にん識しきできる数少ない逸いつ材ざい（？）なんだよな。

「あ、お、おはようございます……」

　にこにこと笑う唯香に日和がおずおずと遠えん慮りよがちにそう声を発する。

　唯香とはこれまで何度かコンタクトしているとはいえやはり少し緊きん張ちよう気ぎ味みなのか、身体半分を俺の後ろに隠かくしてのご挨あい拶さつ。

　だがやがて意を決したかのように小さくうなずくと、

「……（もじもじ）」

　身体を三分の二だけ乗りだしながらそっと人差し指を差し出した。

　いや、恥はずかしがり屋のＥＴじゃないんだから！

　てか相変わらずセンスが地味だな、おい。

　しかし唯香は特に気にした様子もなく、

「あはは、それ知ってる。映画に出て来る宇宙人がやる友情の証あかしなんだよね？　だったら私もやる～、はい♪」

　笑顔で人差し指をつんつんと突つつき返かえしてくる。

　うう、この子はいい子だな……

「び、びびっときます……♪」

「あはは、私も～♪」

　つんつん♪　つんつん♪

　まあ朝っぱらからお嬢様学校のど真ん中で人差し指同士を合わせて楽しそうにきゃっきゃっとしている女子高生たちっていうのも画としてはどうかと思うんだが……
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　しばしそんな地球外生命体的なコミュニケーションが続き、

「それじゃ日和ひよりちゃん、そろそろいこっか」

「え……？」

「もうすぐ入学式はじまっちゃうし、ホールまでいっしょに行こうよ♪」

「いっしょ、に……」

　その言葉に日和はシロクマがアザラシ鉄でつ砲ぽうを食らったかのように目をぱちぱちさせていた。

　おそらくは人生で初めてのお誘さそいの言葉。

　だがすぐにハッ！　としたように、

「あ、は、はいです！」

　両手をぎゆっと握にぎりしめながらこくこく！　とうなずき返した。

　ふむ、お誘さそいがよっぽど嬉うれしかったんだろうな。

　唯ゆい香かとの同道にうきうきと（地味に）はしゃいでいる日和ひよりさんの姿すがたに目を細めていると、

「ほら、おにいさんも行きましょうよ～」

「え？」

「え、じゃないよ～。日和ちゃんだけ行かせる気なの～？　保ほ護ご者しやもちゃんと同どう伴はんしないと。ほら早く～♪」

「お……」

　にこにこと楽しそうに微笑ほほえみながら唯香は屈くつ託たくなく手を繫つないでくる。

　きゅっと握られた柔やわらかくて小さな手のひら。

　ぬ、イノセントな……

　まったくもってためらいというか警けい戒かいのないその無む邪じや気きなアクションに多少戸と惑まどいを覚えながらも（いや俺もいちおう男子で、相手は日和と同じ歳とはいえかわいらしい女子だからさ……）、握り返す。

「あはは、三人で仲良し一直線だねっ♪」

　嬉しそうな声。

　ちなみにその唯香の反対の腕うでの先には当然のごとく最初に連結した日和がいるわけで、図にしてみると日和、唯香、俺、の背せの低い順つなぎなカタチになる。なんかちょっとした三兄妹みたいだな。

　そんなことを何となく思っていると、

「ね、ねえ、あそこでお話しされているのは、『光こう彩さいの白しろ金がね紫し苑おん姫ひめ』──鹿ろく王おう院いん唯香さんではありませんか……？」

　と、周りからそんなざわめきが聞こえてきた。

「や、やっぱりそうです。あの四大名家の一つである鹿王院家のご息そく女じよの……」

「生徒会の一員でもなければなかなか話しかけることもできないのに、あのように気軽に笑い合っているなんて……」

「それにしてもいっしょにお話しされているあの方たちはどなたなのでしょうか？」

「見たことのないお顔ですが……」

　こちらの様子を窺うかがうようなささやき。

　むう、もしかしてはと思っていたがこのアットホームお嬢様は、お嬢様たちの中でも他のお嬢様たちがお嬢様の中でもレベル違ちがいのお嬢様と認みとめるほどの高ランク（？）なお嬢様なんだな。気さくでフレンドリーなためすっかり頭から飛んでたが、考えてみれば生徒会にも在ざい籍せきしていたわけだし。

　そんな超お嬢様の横で、

「え、えへへ……♪」

　日和ひより（由ゆい緒しよ正しき一いつ般ぱん庶しよ民みん）が一人嬉うれしそうに地味な笑みを浮うかべていた。







　　　２




「──それではこれより、第八十二回姫ひめ乃の宮みや女学院高等部入学式──『プリンセス・セレモニー』を執とり行おこないます」

　そんな声がだだっ広いホール中に響ひびき渡わたり、

　ホール内の各所に配置された吹すい奏そう楽がく団だんのハデな演えん奏そうとともに入学式が始まった。

「まずはこれから我らが姫乃宮の一人となるみなさんにお祝いの言葉を贈おくりたいと思います。ようこそ、姫乃宮女学院高等部へ。私たちは貴女あなたたちを歓迎いたします。みなさんも栄はえある姫乃宮の一員として、『現代の姫』としての大いなる誇ほこりと自覚を持って、この三年間さらなる研けん鑽さんをしていってください。そしてさらに──」

　高価そうな壇だんの上から祝しゆく辞じの声が聞こえてくる。

　今壇上に立っているのは受験の三次試験で会った理事長さんだった。

　メガネをかけた優やさしそうな風ふう貌ぼうの女の人。

　その理事長さんを中心として、周りには何名かの教師らしき女の人たちが控ひかえている。

「……」

　そしてそれらに並ならんで……『至し高こうの黄おう金ごん薔ば薇ら姫ひめ』こと鷹たか匠じよう光ひか琉るの姿すがたもあった。

　壇上に鎮ちん座ざしている中では唯ゆい一いつの生徒。

　むう、さすがにこの姫乃宮千人のお嬢様たちの頂点に君くん臨りんする至し高こうの黄金お嬢様だけあって、特別扱あつかいなんだな。

「あ、鷹匠せんぱいが、いらっしゃいます……」

「ん、そうだな」

　日和も気付いたのか、隣となりからちょんちょんと地味に袖そでを引ひっ張ばりながらそう言ってくる。

「が、学生さんはおひとりなのに、堂どう々どうとしてらっしゃいます……すごい、です……」

「……」

　尊そん敬けいと憧あこがれの入り交じった声。

　まああの黄金お嬢様とは色々とあったわけだが、最後の最後にはいちおう認みとめてもらえたわけだし、日和としても含ふくむところはない、のか？

　日和の顔を見ながらそんなことを考えていて、

「──続いては我が校の一般教きよう養よう部ぶ門もん担当、高度情じよう報ほう処しよ理り部門担当、宮きゆう廷てい作法部門担当、芸術部門担当、スポーツ部門担当、それぞれの最高責任者による祝辞です。まずは一般教養部門担当、統とう括かつ部門長の石いし原はら先生から……」

　いつの間にか理事長による祝しゆく辞じは終わっていたようで、今度はそんな声が聞こえてきた。

　いやなんかよく分からんが、そんな種々の部門が存そん在ざいしていて、さらにはその部門ごとの担当なんてのもいるのか？　んなもん聞いたこともないというか……

「ええとね、姫ひめ乃の宮みやには小さいものまで含ふくめておよそ五十ほどの専門課か程ていが存在しているんですよ～」

「そうなのか？」

　と、今度は反対側の隣となりから唯ゆい香かがそうささやいてきた。

「うん。『幼少期からの姫としての専門的教育の徹てつ底てい』で、それも姫乃宮の特色の一つになってるみたいなんだ～」

「へえ……」

　そういえば入学案内にそんなことが書いてあったような気もするが。

　しかし現代の普ふ通つう高校の教育要よう綱こうをガン無む視ししたテーマだな。「〝現代の姫〟にはそのような世せ俗ぞくにまみれたものは不要ですわ」とか言われればそれまでだが、さすがは超お嬢様学校の姫乃宮だ。

　とまあ、そんな感想を抱いだきながら入学式の序じよ盤ばんは進んでいった。

　ＯＧからの電でん報ぼうやら保ほ護ご者しや代表の挨あい拶さつやら。

　プログラムの最初の方だけあって祝辞系がメインのようである。

　そして、

「──続いて新入生代表による宣せん誓せいを行います。新入生主席代表、鹿ろく王おう院いん唯香さん、お願いします」

「はいっ♪」

「え？」

　隣から上がった元気いっぱいの声。

　驚おどろいて横を見てみると、そこには笑顔とともに手を上げる唯香の姿すがたがあった。

　え、「はいっ♪」って、このフレンドリーお嬢様が新入生代表なの？

　目をシロクロとさせる俺たちにぱちりとウインクをして、そのまま唯香は姿し勢せい正しく壇だん上じようへと上がっていくと、

「──宣誓、私たち新一年生は伝でん統とうある姫乃宮の一員として、『現代の姫』を目指す淑しゆく女じよの卵として、この姫乃宮で三年間学業と修しゆう養ようとに努めることを誓ちかいます。またいついかなる時でも『現代の姫』としての自覚をもって行動し──」

　理事長さんやら教師やら他の生徒たちが居い並ならぶ前で、臆おくすることなく堂どう々どうと新入生としての心こころ構がまえを読み上げていく。

「す、すごいです、唯香ちゃん……」

「ああ……」

　確たしかに立りつ派ぱだった。

　日和ひよりとおない歳だってのに物もの怖おじすることなく凜りんとしていて……お嬢様としてかなりの高レベルなのはさっきまでの周りの反はん応のうで分かったつもりだったが、まさか新入生代表の宣せん誓せいまでやるとはね。

「…………」

　ホントにすごいんだな、あのアットホームお嬢様……

　普ふ段だん何気なく使っている家電製品が実は日本が誇ほこる最新技術の結晶であることを再さい確かく認にんさせられた気分というか。

　やがて壇だん上じようでの宣誓を無事に終えて、唯ゆい香かが戻もどってきた。

　スカートの裾すそを行ぎよう儀ぎ良く手で押おさえながらぽすんと俺たちの隣となりに座すわると、

「あはは、ただいまっ♪」

「お、おかえりなさい、唯香ちゃん……」

「すごかったな、ごくろうさん」

　俺たちの労ねぎらいの言葉に、

「そんなことないよ～。そこまで長くないし、言う内容はあらかじめ用意できててそれを読むだけだったから♪」

　無む邪じや気きな笑みを浮うかべながらそう答える。

　さらりとそう言えてさらにこれっぽっちも嫌いや味みじゃないってのは、さすがだな。

「とはいってもひと仕事だったことには変わりないだろ。とにかくお疲つかれ」

「お、おつかれさまです」

「ん、ありがと♪　でもお疲れしちゃうのはまだ早いかな。ここから先が長いってゆうか、むしろここからが本番だよ、おにいさん？」

「そうだな……」

　唯香の言葉にうなずき返す。

　何せこの入学式、開会宣せん言げんから生徒退たい場じようまで全五時間にも及およぶらしい。

　何だってそんな超ちよう長なが丁ちよう場ばなのかは甚はなはだ疑問だが、まあこれまでの姫ひめ乃の宮みやのムダな大おう仰ぎようさから考えればさもありなんという感じだ。心してかからんと色々と大変だからな。

「日和は大だい丈じよう夫ぶか？　ずっと座すわってると腰こしが痛いたくなったりだとか、足の関かん節せつがきしんだりだとかすることがよくあるからな」

「あ、え、えと、それはだいじょうぶです……。毎日鮫さめ肝ぎも肝かん油ゆポセ●ドンとグルコ●ミンでコンドロイチンとヒアルロン酸さんをとってますから……」

「てゆうかそれはおにいさんだけじゃない？　さっきも座る時に普ふ通つうに『よっこらせ……』とか言ってたし、ちょっとじじくさいよ……？」

「ぬう……」

　散々だった。

　ちょっと足あし腰こしの心配をしただけだってのに……

　というかそもそも日和ひよりが挙あげてたサプリメントも、お爺じいちゃんお婆ばあちゃん御ご用よう達たしの深夜通つう販はんの定番なんですがね。







　そんなこんなで俺の自覚のなかった加か齢れいポイントなどを指し摘てきされたりしつつ（くそう……）、入学式は流れていった。

　間に三十分の休きゆう憩けいなども挟はさみつつの進行。

　その間に特にアクシデントなどが起こることもなく、後半戦に突とつ入にゆうしていく。

「──それではこれより後半プログラムを開始いたします。ホール外に出ている生徒、保ほ護ご者しやの皆みな様は速すみやかに席に着いてください」

　そんな司会の声とともに始まった後半プログラム。

　内容的には武術家たちの演えん武ぶやら吹すい奏そう楽がく団だんによる演えん奏そうやらだった。

　全体としてはエンターテインメント系（？）のものが多く、前半よりはカジュアルというか少しだけ肩かたの力が抜ぬけた感じである。

　それらはどれもこれも普ふ通つうの学校では見られないほどの大がかりなものではあったが。

「…………」

　──ふむ、まあこんなもんか。

　そのスケール自体は壮そう大だいでビッグだったとはいえ、いかに姫ひめ乃の宮みやがスーパーウルトラワンダフルが付くほどのお嬢様学校だからって入学式にやること自体は他の学校とそう変わるもんじゃない。

　フォーマルで形式にのっとった形事としての式。

　そう規き格かくから大きく外れたことはやらんのだろう。

　その予よ測そう通り、その後もいかにも入学式といったプログラムが続いていった。

　校歌斉せい唱しようや生徒名点てん呼こ等々。

　普通に小学校中学校などで経けい験けんした内容。

　そして。

「──それでは次が最後のプログラムとなります」

　それから一時間半ほどして、そんな司会の声がホール内に響ひびき渡わたった。

　──やれやれ、ようやく終わりか。

　手元にある時計を見ながら大きく息を吐はく。

　ここに至いたるまで約四時間とちょっと。予定の五時間よりは少し早く終わりそうだが、それでも普ふ通つうの入学式と比べれば長いことには変わりない。肩かたも腰こしも足も油の切れたネコ型ロボットのごとくギシギシしている。……やっぱり歳か……？

「……」

　と、ともあれ次でプログラム終了らしいし、これでひとまず今日の俺のミッションもファイナルだ。

　あとは退たい場じようやらを適てき当とうにこなして日和ひよりといっしょに桜さくら乃の日ひ和より荘そうまで戻もどれれば……

　──と、思ってたんだが。

　それが栃とち木ぎ県名産のとちおとめみたいに甘かったってことを……すぐに気付かされることになるんだよ。

「──それでは最後に、在ざい校こう生せいを代表して、生徒会『姫ひめ薔ば薇ら会かい』の統とう括かつ会長であり第三学年主席でもある鷹たか匠じよう光ひか琉るさんから、新入生に向けた挨あい拶さつをしていただきます。鷹匠さん」

「──はい」

　司会の声に答えて鷹匠光琉がすっと優ゆう雅がに立ち上がる。

　ぬう、締しめの挨拶をこの人がやるのか。理事長やら他に教師やらもいるってのに破は格かくの扱あつかいというか。

　にしても相変わらずものすごい存そん在ざい感かんだね。

　超ちよう絶ぜつ的てきにして圧あつ倒とう的てき。

　客席にいてもその身体から溢あふれる黄金色のオーラがびんびんと迫せまってくるのが感じられる。

　あれで俺と歳が一つしか変わらんってのが信じられんというか。隣となりにいる常じよう時じセピア色の日和と比べるとまさに違ちがう次元の生き物な感じだ。

「…………」

　鷹匠光琉は壇だん上じように立つと一度さらりと髪かみを後ろにはらった。

　手て慣なれた優雅な動作。

　そして何かを試すように生徒たち全体を見み渡わたすと、

「──みなさん、ようこそ姫ひめ乃の宮みや女学院高等部へ。……ですが貴女あなたたちはまだ正式に我らが姫乃宮の一員として認みとめられたわけではありません」

「え？」

　その発言に一いつ瞬しゆんホール内がざわめく。

　正式に認められたわけでないって……どういうことだ？

　ホール内が不ふ穏おんな空気に包まれる中、

「貴女たちが我らが姫乃宮の一員となってもらうために、今からやってもらうことがあります。それは──」

　そこで一度言葉を切って、




「──これから貴女あなたたちには〝お嬢様〟をしてもらいます」




「え？」

　おもむろにそんなよく分からん発言をした。

「今から一時間以内に、貴女たち新入生は信しん頼らいに足る友人を各々九人見つけなさい。見つけてそれらで十人のグループを作り、私に報ほう告こくすること。見つけ方の手しゆ段だんは問いません。どんな方法でも構かまわないので必ず友人九人を集めること。ちなみにこれを達成できなければ、入学は許可されませんので」

「……」

　今……あの黄金お嬢様何て言った？

　一いつ瞬しゆん耳を疑った。

　俺の耳がノイズキャンセリングイヤホンみたいになってるんでなければ、なんかとんでもない内容が聞こえた気がしたんだが……

「言葉の通りです。これを達成できなければ、貴女たちが我が姫乃宮の一員として認められることはないでしょう」

「…………」

　ノイズキャンセリングじゃなかった。

　というかちょっと待て！

　何言ってんだ、この黄金お嬢様!?　これを達成できなければ入学できない？　入学式のこの期ごに及およんでまだ何か試そうってのか!?

「二度は説明しません。今の貴女たちがやるべきことはただ一つ……友人を十人集めて私の前で報告することです。──以上」

　とりつく島もない反はん応のう。

　そもそも〝お嬢様〟をやることと友達を十人集めることに何の関係があるのかがさっぱり分からん。

　そしてそれは百歩譲ゆずって置いておくとしても……その達成条件に問題がありすぎる。

　友達同士で十人のグループを作る。

　パッと聞いただけでは簡かん単たんそうに思えるが数が少ないというか極少な外部進学生に圧あつ倒とう的てきに不利というか、特に何度も言うが友達という言葉に彦ひこ星ぼしと織おり姫ひめよりも縁えん遠どおい日和ひよりさんにとってはほとんど最悪に近いと言っていい相性の試験である。

　まさか狙ねらってこんなことを言ってるんじゃないだろうな？

　あの黄金お嬢様は受験の時からやたらと日和に突つっかかってきていた。いやしかしいくら何でもそこまでは考えすぎか。だがだとしてもこれが外部進学生にとって悪い意味で偏へん重ちようした試験であることには変わりがないわけで……

　……などと思っていると。

「……ん？」

　……ざわ……ざわ……

　なんか、周りがやたらとざわついていることに気付いた。

　不安と心配とを含ふくんだざわめき。

「ど、どういうことですの!?　真の入学試験だなんて……」

「こ、こんなの聞いたことがありません……しかも、十人でグループを作れだなんて……」

「あ、貴女あなた、だれか心当たりはありますか……？」

「い、いえ、私の派では三人がいいところで……と、とにかく人を集めませんと！」

「ちょ、ちょっと！　抜ぬけ駆がけするつもりですの!?」

　そんな会話が聞こえてくる。

　むう、どういうことだ……？

　内部進学生にとっては友達を十人集めるなんて簡かん単たんなことなんじゃないのか？　仮かりにも三年以上は同じ学校に通ってた同士なわけだし。しかし聞こえてくるやり取りはどうもそうじゃないような感じだが……

「あのね、姫乃宮うちでは横のつながりがあんまり強くないの」

「え？」

　と、唯ゆい香かが隣となりからそう言ってきた。

「幼よう稚ち舎しやからずっといっしょって言っても、色々と家のしがらみとか派は閥ばつとかがあって、気軽に仲良くなれないんだよ。クラスメイトの間でもたくさん気を遣つかわないといけないこともあるっていうか。そのせいか一学年は七十人くらいなんだけど、今まで一回も話したことのない子もいるくらいだし……」

　……それは何とまあ。

　それはまたお嬢様学校の特有の閉へい鎖さ性せいというか。しかしだとするとこの条件は内部進学生にとってもそれなりに厳きびしいものだってことか。少なくともその意味での不公平はないようだが……

　だけど。

　ちらりと横を見る。

「……（お、おろおろ）」

「……」

　そこにはこの上なく不安そうな顔で周りを見み渡わたす日和ひよりの姿すがた。

　だけどこの地味で薄はつ幸こうなセピア色ガールにとってはどう考えても大きなデメリットファクターである。

「ねえ、そこの貴女方！　私たちといっしょに組みませんこと？」

「貴女あなた、南みなみ九く條じようお嬢様派ですわよね？　でしたら私たちの派と組んでも摩ま擦さつはないはず……！」

「だれか、私と組む方はいませんか！」

「その方は私が最初に目を付けていたのですよ！　横から出てこないでくださる!?」

　さらに周りではすでに内部進学生のお嬢様たちが我先にと人集めに動き始めている。

　こうなったらとにかくやるしかない！

　突つっ込こみたいところは山やま盛もりだが、今はそれよりもまず現げん状じようを何とか打開することを考えんと！

「日和ひより、行こう！」

「…………」

「？　日和？」

「あ、あ、あの、あの……」

　その場でもにょもにょとする日和さん。

　──ああそうか。出て来た友達って言葉にひるんでるのか。これまで何度も何度も言った通り、日和さんは〝友達〟に色々な意味で弱いからなあ。

　だがここは何とかふんばってもらうより他に道はない。

　戸と惑まどう表情を浮かべる日和を促うながそうとして、

「──ん、日和ちゃん、おにいさん、だいじょうぶだよ。ここは私にまかせておいて♪」

「え？」

「お友達を十人集めるんだよね？　楽勝……とはいえないけど、でも十人なら何とかなる人数だよ。日和ちゃんもいっしょにグループを組もうよ♪」

　ぱちりとウインクをしながら隣となりの唯ゆい香かがそんなことを言ってきた。

「おお！」

　そうか、その手があったか。

　さすがはフレンドリーなアットホームお嬢様。人じん脈みやくもその人間性に比ひ例れいして豊富であるらしい。心強いことこの上ない。

　これならひとまずこの場はひと安心……と思いきや、

「あ、ありがとうございます、唯香ちゃん……。……で、でも、わたし……」

「ん？」




「わ、わたし……自分のちからで九人のお友達を集めてみます……っ！」




　そんなことを言い出した日和さん。

　なに言っちゃってるのこの子!?

　せっかくの唯香の申し出を断ことわるなんて、休きゆう憩けい中ちゆうに何か地味神からのヘンな電波でも受信したのか!?

「ちょ、日和ひより、何を考えて──」

　何を考えてるか分からない地味っこを止めようとして、

「……だ、だめ……なんです……」

「え……？」

「だ、だめです……さ、最初から自分でなにもしようとしないで唯ゆい香かちゃんに頼たよるようじゃ……きっとこの先、一人じゃなにもやっていけません……。謁えつ見けんの時に……鷹たか匠じようさんに言われた通りになってしまい、ます……」

「あ……」

　その言葉にハッとなる。

　入学試験の時に投げかけられた黄金お嬢様の言葉。

　日和のような一庶しよ民みんが一人で姫ひめ乃の宮みやでやっていくのには多大な努力と覚かく悟ごとを要するというその内容。

　確たしかにそれは的まとを射いているだろう。

　ここでだれかに頼るクセがついてしまうと後々色々とキツイかもしれない。

　しかしそれをこんな切せつ羽ぱ詰つまった場面で日和が自分から言い出すとは……ちゃんとあの黄金お嬢様に言われたことを覚えていて、教きよう訓くんとして心に留とめていたんだな。

「だ、だから……むちゃなのは分かってます。うまくいくかどうか分からないというのも……。で、でも……ここは自分で何とかしないと……」

「日和……」

　きゅっと両手を胸むねの前で握にぎりながら決意を秘ひめた目で真っ直ぐに俺を見てくる。

　その背せ中なかからは、いつか見た黄金色のオーラが微かすかに立たち昇のぼっているようにも見えて……

　──こうなったらもうテコでも動かないだろう、この地味っこ。こう見えて飛ひ驒だ高たか山やま産さんのゲンコツセンベイみたいに頑がん固こだし。

「──分かった」

「え……？」

「日和の決意は分かった。そういうことだったら、協力する」

「あ……」

　ぱあっと表情を輝かがやかせる日和。

　唯香もにっこりと笑って、

「そっか、分かった。そういうことだったら日和ちゃんとは別の子を探さがすね。ん、でも日和ちゃんは信しん頼らいできる友人なのに、残念だな～」

「ご、ごめんなさい、です……せっかく誘さそってくれたのに……」

「ううん、気にしないで。でもちゃんと合格するって約束だよ。日和ちゃんとはいっしょの教室に通うんだって決めたんだからね♪」

　そう言って唯ゆい香かは手を振ふりながらホールのお嬢様たちの中へと消えていった。

　後に残ったのは日和ひよりと俺の庶しよ民みんコンビ。

　こうなったらとことんやってやるさ。

　どんなことがあっても最後まで日和を応おう援えんすると決めたわけだし。

　それにこういう真っ直ぐな心根のところは、日和のいいところでもあるんだしな。







　　　３




　というわけでお友達探しをすることになった。

「で、どうするつもりなんだ？　何か策さくでもあるのか？」

「あ──はい、がんばりますっ！」

「え？」

　他には……？

「で、ですからその……ふんばりますっ！」

　いやそれ同じ意味だから！

　てか前にもこんなやり取りをしたような気がするぞ、おい。

　お嬢様の卵になっても根本的なところでは変わっていない地味っこの気合い第一主義っぷりに心の中で突つっ込こみまくっていると、

「あ、で、でも、こうしてみようかな、と思うことはあります……っ」

「お……」

「え、えと、ま、まずはおなじ外部進学生の人をさがしてみようと思います。きっと心細い思いをしていると思うから……」

　それはもっともだな。

　内部進学生にとっても色々と困こん難なんな試験だが、外部進学生はそもそも知り合いがおらずぼっちになっている可か能のう性せいが高いし、探さがすならそっちからだろう。

　しかし少しだけ驚おどろいたというか。

　日和さん、前だったら最初から最後までおろおろわたわたしてるだけだっただろうに、成長したんだな……

　雛ひな鳥どりの成長を見る親鳥のような気分にそこはかとなくなる俺に、

「あ、あの、おにーちゃん……」

「ん？」

「……が、外部進学生の人って、どうすれば見付かるんでしょうか……？」

「…………」

　……やっぱ日和ひよりは日和か。

　肝かん心じんなところは元の卵の殻から付つきのカリ●ロのままである。

「……。……とりあえず一人でうろうろしてるやつを探せばいいんじゃないのか？　知り合いが一人もいなさそうなら外部進学生の可か能のう性せいが高いだろうし、そうじゃなくても一人きりでいるようならいっしょにグループを組んでくれるかもしれないしな」

「あ、そ、そっか」

　ぽふん、と手を叩たたく日和。

「それじゃあ探すぞ。時間もあんまりないしな」

「は、はいっ」

　ということで、二人で手分けして一人でいる外部進学生（推すい定てい）を探し始めたわけだが。

「……いたな」

「え、えと、はい……」

「……」

「……」

　思いの外に簡かん単たんに見付かった。

　ホールの後ろの方のテーブル席。

　そこで何やら小さな旗のようなものをちょこんと掲かかげながら立っている……一人の女子の姿すがたがあった。

　お手製らしいシルクのハンカチ（高こう価かそうだ……）でできたフラッグで、そこにはイラスト付きの簡かん単たんな自己紹しよう介かいとグループ募ぼ集しゆうをほのめかす内容が書かれている。

　手しゆ段だんとしてそれはまあありだろう。

　ハンカチに手書きで手製ってところがどこか庶しよ民みん的てきというか若じやつ干かん某あい●りなノリを感じさせるが、それもまあ味の一つと思われる。

　ただな。

　そこに書かれてる内容が問題なんだよ。

　お嬢様らしく毛筆で丁てい寧ねいに書かれたキレイな文字。

　そこには──




『私とおホモダチになってください』




「……」

　……いやちょっと待て。

　お前はいったい何を求めてここにいるんだ？

　色々な意味でフリーダムすぎるというかそもそも女子なのにおホモダチってな。何ていうか、何もかもが突つっ込こみどころすぎるだろ、おい！

　まったくもって理り解かい不ふ能のうである。

　だがそのホモダチの旗に向かって日和ひよりさんはとてとてと近づいていくと、

「あ、あの……」

「？」

「あ、あの、あの、わ、わた、わたわた……」

「…………」

「わ、わわ、わたりろうかは●り隊……」

　アイドルデビューしたいのか、日和さんは！

　なんかもう……どっちもどっちというか、残念さ的に方向性は違ちがえどレベル的に劣おとるとも勝らないよ！

　心からそう突っ込みたい気分だ。

　あまりに斜ななめ方向に飛んだ日和の呼よびかけ（？）に、おホモダチなお嬢様はしばし目をしぱしぱとさせていたが、

「ええと～……その、特には走りたいとは思わないのですが～」

　至し極ごくもっともな返事だ。

　とてもおホモダチがうんたらとか常じよう軌きを逸いつした標ひよう語ご（？）を掲かかげているやつのもんとは思えない。

　だがそれに対して日和は、

「は、はい……。あ、あの、で、でも、おともだち募ぼ集しゆう中ちゆう……なん、ですよね……？」

　おずおずと顔を上げながらそんなことを口にした。

　え？　日和さん、あのおホモダチからちゃんとお友達募集中の意図を読み取ったの……？

　普ふ通つうに考えてそれはかなり難なん易い度どの高い所行だと思うんだが……

　すると、

「え、えと……そこの日本語の下に並ならんで書かれているの……ヒエログリフ、ですよね？　それで『我、莫ばく逆ぎやくなる友を求む』と書かれていて……」

「あら～、お分かりになられるのですか～？」

「は、はい。その、お父さんがエジプトの考古学者で、ヒエログリフはよく見ていたので……」

　そんなやり取りをする。

　ヒエログリフ……って、確たしかアレだよな。古代エジプトでロゼッタストーンだか何だかに彫ほり込こまれてるやつで……

　その言葉におホモダチお嬢様はぱあっと表情を輝かがやかせて、

「わあ～、嬉うれしいです～。そう言ってくださる方のために書いたんです。姫ひめ乃の宮みやはワールドワイドな方がたくさんいらっしゃると聞いていたので、色々な言語でお誘さそいした方が分かりやすいと思いまして～♪」

　確たしかによく見てみると『私とおホモダチになってください』の下によく分からない模も様ようのようなもん（文字に見えなくもない）が書かれている。

　いわゆる複数言語表記ってやつだろうが……だけどこういう場合まずは真っ先に英語とかフランス語とかもうちょっとメジャーな言葉で表現しようとするもんじゃないのか？　何だって最初にそんなよく分からんマイナー象しよう形けい文字がくるんだ？　というかその前に最大の問題であるおホモダチを何とかするべきだと思うんだが……

　心の中で突っ込みまくる俺の横で、

「ヒエログリフ、すてきですよね～♪　とっても魅み力りよく的てきで～」

「は、はい……っ。あのコブラの文様が特にかわいくて……♪」

「分かります～。エジプトハゲワシもいい感じといいますか～」

「……（こ、こくこく！）」

　華はなの女子高生二人がヒエログリフのクールさについて熱く語り合っていた。

　いやこれはこれで……いい、の、か……？

　しばしその何ともいえない光景を脇わきから眺ながめていて、

「……ん？」

　と、あることに気付いた。

　このおホモダチ＆ヒエログリフお嬢様、どっかで見たことがないか？

　この妙みようなノリと独特の間ま延のびした喋しやべり方かたに覚えがあるというか……

　すると向こうも同じことを思ったのか、

「あら～、あの、もしかして、どこかでお会いしたことがありませんか～？」

「え……？」

「やっぱりそうです～。あの、入学試験の二次試験でお隣となりにいらした……。その節せつはとてもお世話になりました～」

　そう言いながら深々と頭を下げてきた。

　そうか、あの時の……

　日和ひよりが和食のテーブルマナーについてアドバイスをした隣の席のお嬢様か。

　どうりで見覚えがあるわけだ。

　しかしたまたま隣り合っただけとはいえ、少しでも知っている相手が合格してたってのは嬉うれしいことだね。

　思いも寄らない偶ぐう然ぜんに少しだけ喜ばしい気分になっていると、

「わあ～♪　こんなところで再さい会かいできるなんて、これも何かの縁えんですね～。よければお友達になっていただけませんか～？」

「あ、ほ、ほんとうですか……？」

「はい～、ふつつか者ですが、仲良くしていただければと思います～」

「は、はいっ、ぜひ……！」

　そんなことを言いながら手を取り合う日和ひよりさんとおホモダチお嬢様。

　というわけで、なんかよく分からん内に一人目をゲットしたのだった。






残り八人　











「え、ヨーロッパからの帰国子女？」

「はい～。お父様のお仕事の関係で、生まれた時からずっとあちらに住んでいたんです～。そのせいか日本語にまだ慣なれておらず、お話ししたり聞いたりするのは平気なのですが、読み書きはまだまだ至いたらない部分が多くて～」

　黒くろ髪かみロングなおホモダチお嬢様──高たか千ち穂ほ日ひ向なたはおっとりと笑いながらそう言ってきた。

「……」

　ナルホド、それゆえにあの『おホモダチ』か。

　たぶん本人としては『おトモダチ』と書きたかったところを『ト』と『ホ』を間ま違ちがえてこうなった……いやだけど間違えるにしてもピンポイントすぎるだろ、おい！

「ええと～？　こちらでは仲の良いフレンドのことをおホモダチというのではないのですか～？　我が家の執しつ事じが愛読していた雑誌ではそうだったのですが～」

「しかも確かく信しん犯はん（誤ご用よう）かい！」

　おまけにお前の家の執事は何だってそんなもんを読んでるんだよ……明らかに薔●族とかそういう類だろ、それ！

　なんかどっと疲つかれた気分になった。何だこれ……

「もういい……とにかく、次を探さがそう……」

　これ以上この件（おホモダチ）にこだわっていると身が保もたん。

　気を取り直してそう日和たちに声をかける。

　確たしか入学案内とともにもらった資料によれば、外部進学生は全部で三人で、日和とこの日向の他にもう一人いるはずだった。

「あ、はいっ」

「がんばっていきましょう～♪」

　日和と日向が揃そろってそう声を上げて。

　友だち集めを再さい開かいする。

　ホールを歩き回りながら三人でめぼしいお嬢様（ひとりぼっち）を探していると、

「ええと、あの方とかは違ちがうでしょうか～？」

「お」

　日ひ向なたがホールの角を指さしながらそう言ってきた。

　その白くてほっそりとした指の先には周りからぽつんと離はなれた一人の女子。

　確たしかに当たりっぽいな。だれかとグループを組んでいる様子はなく、ひとりぼっちで壁かべに向かってぶつぶつと何かをつぶやいている。

　……壁、に……？

　や、明らかに目の前のウォールとトークしてらっしゃいますね？

　……壁に何らかの人格が宿ってるだとか壁の前にあの人にしか見えない何かがいるとか……そういう類のやつなんでしょうか？

　……なんかこの時点ですでにロクな予感がせんのだが。

　だがこちらの連れは何といっても基本的にそういった面では物もの怖おじしない日和さんと天てん然ねんな日向さん。

　二人は並ならんで壁の前のお嬢様へと近づくと、

「あ、あの、あの……わ、わた、わた……わわわ、わたる世間は鬼おにばかり……」

「私とおホモダチになってくださいませんか～？」

　声を揃そろえてそんなことをのたまいやがった。

　だからそうじゃないだろ！

　なんか二人になったところで単純に苦労が二倍になっただけのような気がするんだが。つーかファンタジスタすぎるよ、この二人……

　当然と言っちゃあ何だが壁とお話ししていたお嬢様は険けわしい顔になって、

「それは……私わたくしに言っているの？」

「は、はいっ……」

「その通りです～」

　素すで返した。

　いやもう少し何かやりようがあるだろ……

「そう、何とも無む謀ぼうな試みね……。でもこの大おお勢ぜいの有う象ぞう無む象ぞうの中からわざわざ私を探さがし当あてたその見けん識しきは見事ですわ。──そうね、どうしてもと言うのなら私の一団に加えて差し上げても構かまわないわよ」

　お、とはいえ意外なことになかなか好こう感かん触しよくだな。

　なんかもう少し踏ふみ込こんでプッシュすればいけそうだ。

　だがそこで天然日向さんが、

「そういえば何か喋しやべっていらっしゃったようですが、壁とお話しされていたのですか～？」

　ばっ、そういうことはストレートに訊きいちゃだめだろ！

　こういうちょっと変わったタイプは意外にデリケートなんだから！

　案あんの定じよう、壁かべお嬢様は顔を真っ赤にして。

「ち、違ちがうわよ！　あ、あなたたちのような凡ぼん人じんには分からないかもしれないけれど、私の持つ第三の眼め──天空眼ホルス・アイがそこにあった堕天使リユシフエルの思念を発見して、それで……そ、それらと戦っていたのよ！」

「…………」

　……第三の、眼……？

「か、感かん謝しやなさい。今貴女あなたたちがこうして安あん穏のんに暮くらしていられるのは、神と人ひ間ととの狭はざ間まの存そん在ざいである私がラグナロクを防ふせいでいるからなのよ！　未来を紡つむぐ私の祈りがなければ地上には今いま頃ごろ最後の審しん判ぱんであるエターナルジャッジメントが降ふり注そそいで……うんたらかんたら……」

「…………」

　……ああ。

　……ナルホド、そういう方向性のやつか。

　中学の時とかにいたなあ、こういうやつ。世界の危き機きを救すくうための何とか機関だかに自分は選ばれているだとか、突とつ然ぜん授業中に腕うでを押おさえだして「うっ……鎮しずまれ……っ……俺の腕よ……怒りを鎮めろ……！」だとか、火を見ると自分の中のもう一つの人格（魔ま族ぞく）が出て来るだとか。

　他ではともかく、お嬢様学校で見るとなんか新しん鮮せんだ。

　目の前のお嬢様を眺ながめながらそんなことを考えていると、

「え、えと……そ、それはほんと、なんですか……？」

「……え？」

　日和ひよりがちょこんと首をかたむけながらお嬢様を見上げていた。

「す、すみません……そ、そんなことになっているなんてぜんぜん知らなくて……。あ、あの、そういうことでしたら……わ、わたしもなにか協力したいです……っ」

　ぎゅっと両手を握にぎりながらずいっと一歩地味に前に出る。

　その目は気を遣つかって話を合わせているとかじゃなくて、真しん剣けんに目の前のお嬢様の話を信じているものだ。

「あ、え、ええ……分かればいいのですわ。だから私は別にだれも他に話す人がいなくて手て持もち無ぶ沙さ汰ただから隅すみっこで、みんな煉れん獄ごくに墜おちてしまえばいいなどと思いながらバルスを唱となえていたわけじゃなくて……」

「は、はい、とっても大変だったと思います……。い、いたみいります……」

「ぐ……」

　きらきらとした日和の曇くもりない眼まな差ざしを前にして、〝第三の眼〟お嬢様は何ともいえない表情をしていた。
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　本気でそう思ってるのが日和ひよりさんの人ひと柄がらというかすごいところなんだよな。

　それはこのお嬢様にも伝わったのか、

「しょ、しょうがないですわね。そこまで言うのならあなたたちも守ってあげるわ」

「え、ほ、ほんとですか……？」

「え、ええ。あなたたちも私の口くち利ききで、ニブルヘイム機関の姫ひめ乃の宮みや支部の一員にしてあげましょう。光栄に思いなさい」

　少し戸と惑まどったように両りよう腕うでを組みながらそう言い放つ。

　……そういえばこの手のタイプは日和さんのスイートスポット（？）なんだよな。ウチの性悪ニートも基本的に近づく者全てに牙きばを剝むく極悪メリケンサックみたいなバイオレンスビッチだが、日和にだけは甘々だし。

「は、はいっ、よろしくお願いしますっ」

「これでおホモダチがまた一人ふえました～♪」

　日和（目をきらきら）と日ひ向なた（なんかあんまり分かってない）がそんな具合に声を上げて、

　こうして二人目がグループに加わったのだった。






残り七人　











　　　４




　そんな感じにお友達探さがしは進んでいった。

　一人目に〝おホモダチ＆ヒエログリフ〟お嬢様高たか千ち穂ほ日ひ向なたを、二人目に〝第三の眼め〟お嬢様こと久く我が山やま皐さ月つきをゲット。

　現げん状じようは日和ひよりを合わせて三人のグループである。

　そしてそれらは間ま違ちがいなく日和の努力で作り上げたものであって……

「……」

　むう、何だかんだで日和も成長してるな……

　まだまだぎこちないとはいえ、地味っこなりに一いつ生しよう懸けん命めいにがんばっている姿すがたにそう思う。こんなアクティブな光景は半年前からは考えられなかったもんだ。

　今も日向、皐月たちと協力して、周りのお嬢様たちに声をかけている。

「え、ええと、わ、わた、わた、わ、綿わた菓が子しって、おいしですよね……」

「よろしければいっしょにおホモダチになりましょう～」

「世界を救すくうためにこの私の〝従属聖将の一人スレイブ〟になりなさい」

「…………」

　……ま、まあそのカラーが見事にバラバラとはいえ、協力するのはいいことだ、たぶん。

　とはいえここまでは比ひ較かく的てき順調に進んでいるように見えた。

　開始およそ十分にして二人をお友達に。

　このままのペースでいけば十人グループを集めるのも何とかなるんじゃないかと思えたんだが……

　しかしそう簡かん単たんにはいかないのが世間の荒あら波なみ（東●映画のオープニングみたいな）ってやつである。

　三人目以い降こうが……アカアシクワガタのごとくなかなか見つからない。

「……」

　理由としてはいくつかあろうが、大きなものとしてすでに周りからは何組かが合格条件を達成して戦線から離り脱だつしているということが挙あげられた。

　要は日和たちがおホモダチになったり世界の救きゆう世せい主しゆ一団になったりしている間に、早くも十人グループを作ったお嬢様たちが何組かいるのである。

　いわば早期の勝かち抜ぬけ組ぐみだが、その結果として、講こう堂どうの中に残っている生徒の絶ぜつ対たい数すうが少なくなってきていた。

「…………」

　うーむ、どうしたもんか。

　いくら日和ひよりたちががんばってみても、集めるべきお友達がいなければどうにもならない。

　日和たちも困こまった様子で「ど、どうしたらいいのでしょうか……？」「難むずかしいですね～」「それが世界の選せん択たくだというの……っ！」などと顔を見合わせている。

　と、その時だった。




「──あの、そこの方たち」




「え？」

　後ろから声をかけられた。

　艶つややかで耳通りのよい透すき通とおった声。

　振ふり返かえってみると、そこにいたのは細身で上品な感じの正せい統とう派はお嬢様だった。

　優やさしげで親しみやすい雰ふん囲い気きで、後ろに五人ほどの他のお嬢様たちを引き連れて日和たちに向かって微笑ほほえみかけている。ん？　見たところ明らかに内部進学生だが、何の用だ？

　お嬢様はにっこりと優しく会え釈しやくをすると、

「もしよろしければ私たちのグループと合流いたしませんか？」

「？」

　優雅に小首を傾かたむけながらそう言ってきた。

「見たところそちらのグループは三人ですよね？　私たちは現在七人集まっています。だとすれば、私たち二組で協力すれば十人集まるのではないかと思いまして」

「……」

　ナルホド、そういう方法もあるか。

　三＋七＝十。残り人数が少ないのならその残った者同士で協力すればいい。正論っちゃあ正論だ。

「え、えと……」

　日和が戸と惑まどったようにこっちを見てくる。

「ああ、いいんじゃないか？」

　特に問題はないだろう。というか数が少ないこっちからすれば渡わたりに最さい新しん鋭えいクルーザーである。

　そう返すと日和はこくこくとうなずいて、

「は、はいっ」

　確かく認にんを取るように日ひ向なたたちの方を向く。

「私もよろしいかと思います～」

「まあ、異い論ろんはないわ。選ばれし光の使し徒とが増ふえるのはいいことですもの」

　日ひ向なたたちも賛成のようである。

　それを受けて日和ひよりはお嬢様の方へと向き直って、

「あ、あの、でしたら、その、いっしょに……」

「協力してくださるのですか？」

「は、はいっ。で、できれば……」

「ありがとうございます。──ああ、申もうし遅おくれました、私は美み咲さき──雀すずめヶが原はら美咲といいます。よければこれを機にお友達になれればと思います。よろしくお願いいたしますね」

「あ、は、はいっ。え、ええと、わた、わ、わたしは、小こ春はる原ばら日和で……」

　お友達という言葉に動どう揺ようしたのか慌あわてたようにわたわたと頭を下げる。

「……小春原、日和？」

　だがそこで、お嬢様の言葉がピタリと止まった。「小春原日和……貴女あなた、小春原日和というのですか……？」

「は、はい……」

「……。……失礼ですが、貴女、もしかして奨しよう学がく金きん編へん入にゆう生せいの方では……？」

「え？　あ、は、はい、そう、ですけれど……」

　その日和の返答に、

「……………そう」

　雀ヶ原お嬢様は小さくうなずくとスッと目を細めて。

「…………申もうし訳わけありません。前言を翻ひるがえすようで恐きよう縮しゆくですが、貴女たちとは協力できません」

「え……？」

　それまでとはうって変わった冷たい口調でそんなことを言ってきた。

「え、あ、あの、そ、それはどういう……」

「言葉通りです。先ほどの申し出は撤てつ回かいさせていただきたいと思います。なかったことにしてください」

　にべもない突つき放はなすような態たい度ど。

　ほんの三分前の友好的な様子とは大おお違ちがいである。

「ちょっと待ってくれ、そっちから提てい案あんしておいてそれはいくら何でもないんじゃないか？」

　何があったのか知らんが勝手すぎるだろう。

　思わず横からそう口を出したところ。

「──ん、貴方あなた」

「？」

「よく見れば貴方……いや、貴き様さまはあの時にいたあの下げ衆す……」

「え？」

　今なんかこの秘ひ密みつの花園に似につかわしくない物ぶつ騒そうな言葉が聞こえなかった？

　だが俺の幻げん聴ちようではなかったようで、雀すずめヶが原はらお嬢様はさらにきつい表情になるとこっちをキッと睨にらみつけて、

「やっぱりそう……。入学試験の最終面めん接せつで光ひか琉るお嬢様に反はん抗こうして〝あんた〟呼よばわりをしたゲス野郎……。いいえ、それだけじゃない。さらには面接後に光琉お嬢様と五分二十二秒も口をきいた挙あげ句くにあろうことか光琉お嬢様に名前で呼ばれた……」

　ゴキブリでも見るような目で見み据すえながらそう低い声で言ってくる。

　最終面接って、あの謁えつ見けんだよな？　何だってまたそんな昔の話を……

　ああ、そうか。もしかしたらこのお嬢様、あの時の俺たちと鷹たか匠じよう光琉とのやり取りをどっかで伝え聞きでもしたとかか？　話ってもんは人の口を経けい由ゆする内に内容が少しずつ変わっていって最終的には元々の内容とはまったく違ちがったもんになるってこともあるから、それで俺たちのことを鷹匠光琉の敵てきか何かと勘かん違ちがいしているのかもしれん。

　それならちゃんと事情を説明すれば分かって──

「あー、それはきっと誤ご解かいだ。だれから聞いたのかは分からないが、俺たちは──」

「人からなど聞いていません。この目で直接見ていたに決まっているでしょう！　私は光琉お嬢様に関する情じよう報ほうなら二十四時間おはようからおやすみまで、吸すっている酸さん素その一ミリリットルたりとも逃のがしません。あの時だって三キロ離はなれたビルの屋上から特注の望遠鏡『☆HIKARU☆』で注ちゆう視ししていたのだから、誤解なんてあるわけがない！」

　──くれねえよ！

　何言ってんだこの人！

　それがさも当然のごとくさらりと言う台詞せりふじゃないだろ、それ！

　期待していた方向と一八〇度真ま逆ぎやくの反はん応のうに心の底から疲つかれた気分になっていると、

「光琉お嬢様は高こう貴きで美しくて唯ゆい一いつ無む二にで……。さらにはあのように素す晴ばらしい天使のような存そん在ざいなのにもかかわらず下の者にもお優やさしくて……今朝も午前九時十二分三十八秒には登校途と中ちゆうに転てん倒とうした新一年生に手を貸して差し上げておられました。それだけではないですわ。昨日の午後三時二十五分十七秒には──」

「……」

「──ああ、そう。もっと光琉お嬢様の素す晴ばらしさを語るのならばあのエピソードは外せませんわね。そう、あれは三ヶ月前の午後六時二十一分十六秒、仕込んだ盗とう聴ちよう器きの一つである『♪PIKARIN095♪』からは雨に濡ぬれる野良ネコを抱だき上あげる光琉お嬢様のご様子がはっきりと聞こえてきました。何てお優しい光琉お嬢様……。そのままお屋や敷しきに連れ帰り温かく迎え入れられて、そしてそれだけではなく──（あまりに長かったので中略）──というわけなのです」

「…………」

「──お分かりになりましたか？　光琉お嬢様がいかに女神のごとき存在で、そしてそれに刃は向むかった貴方あなたがいかに卑いやしくてダメな人間かということを」

「いやさっぱり……」

　眼がん前ぜんのこの一見まともそうなお嬢様がいかにアレかってことだけはよく分かったんだが。

　それを聞いたお嬢様は深くため息を吐ついて。

「……これだけ言っても分からないのなら仕方がありません。文字通り駄だ犬けんの耳に論ろん語ごでしたわね。とにかく、そういうわけです。光ひかる琉お嬢様に楯たて突つこうとする輩やからとは協力することなど考えられませんし、同じ空気を吸すっていたくもありません。二度と私に向かって話しかけないでもらえますか！」

「え、あ、あの……」

　日和ひよりが目をぱちぱちとさせながら声をかけようとするものの。

「いえ、それだけでは済すまない……。貴女あなたたちのような浅せん薄ぱくな輩は、この姫ひめ乃の宮みやの一員となる資し格かくなどありませんわ！　きっと光琉お嬢様もそう思ってらっしゃるはず……！」

「あ」

　そう吐はき捨すてるように言い放つと、雀すずめヶが原はらお嬢様は乱らん暴ぼうにカカトを鳴らして足早に立ち去って行った。

「……」

　いや、姫乃宮にはこんなお嬢様もいるんだな……







「あー、なんかスマン……。俺のせいで……」

　立ち去ったお嬢様の背せ中なかをぽかんとした表情で見送っていた日和たちに向かって頭を下げる。

「そ、そんなことないです。おにーちゃんは悪くありません……っ！」

「はい～、今のはどう見ても向こうに非があるかと～」

「ふん、あれはきっと堕天使リユシフエルの血族ね」

　日ひ向なたや皐さ月つきたちもそう言ってきてくれる。

　それはありがたいことではあるが……

「日和、大だい丈じよう夫ぶか……？」

「え……？」

「その、さっきの……気にしてるんじゃないか？」

　さっきは何となくスルーされたが、実じつ際さいのところあの変へん態たいお嬢様は日和に対しても拒きよ否ひ反はん応のうを示してたんだよな。……そのすぐ後に来た俺に対するディスりっぷりがアグレッシブすぎて霞かすんでくれたってのもあるんだが。

　とはいえ日和さんはそういったリアクションに敏びん感かんだ。

　他の二人や俺に気を遣つかって表には出してないが、たぶんそのことには気付いていて内心ではへこんでいるに違ちがいない。

　その見込み通り。

「…………」

　ちんまりと地味に下を向きながら、叱しかられた仔こ犬いぬみたいにきゅっと俺の服の袖そでを握にぎってきた。

　泣いてまではいないようだが、少しだけ涙なみだ目めになっている。

　……うーむ、人から気付かれないことは多々あれど、ああやって敵てき意いをむき出しにされることはあんまりないからなあ、この地味っこ。

　だから俺は──

「──気にするなって」

「あ……」

「日和ひよりは悪くない。あれは別に日和が特別に何かをしたとかじゃなくて、ああいうスタンスのやつなんだろ」

　日和の頭をポンポンと撫なでながらそう伝える。

　あの雀すずめヶが原はらお嬢様にとって根本的に鷹たか匠じよう光ひか琉るに少しでも刃は向むかうやつら＝敵てきなんだろう。理り屈くつとか筋すじ合あいとかじゃなしに。

「だから日和が落ち込むことなんてない。御み影かげ石いしにでもけつまずいたと思えばいいさ」

「お、おにーちゃん……」

　その言葉に日和は瞳ひとみを潤うるませながら握る手の力を強くして、「あ、ありがとう、ございます……お、おにーちゃんに……ゆーおにーちゃんに、そう言ってもらえると……」

「日和……」

「…………（ぎゅっ）」

　さらに甘える仔犬のように少しだけ身を寄せてくる。

　しばしそのままのニアクローズ状じよう態たいでいて。

「……元気、でました……」

「お」

「……お、おにーちゃんのおかげで、ふ、ふるぱわ～です。そ、その、じゅ、充じゆう電でんできました……」

　胸むねのところでくるくると指を回しながら恥はずかしそうにそんなことを言ってくる。

　その笑顔は地味ながらもいつもの日和さんのもので……しかもそこはかとなく黄金色のオーラが少しだけその身体をぼんやりと覆おおっているようにも見えた。

「ええと～、逢おう瀬せは終わりましたか～？」

「いつまで二人だけで桃もも色いろの固有結けつ界かいを展てん開かいしているのかと思いましたわ」

「え？」

「あっ……」

　日ひ向なたたちの言葉に慌あわてたようにぴょこんと日和が離はなれる。

　うーむ、そういうんじゃないんだが。

　まあ今はそれはともあれ。

「あー、それじゃあ気を取り直してお友達集めを再さい開かいだ。もう時間もないしな」

「あ、は、はい、そ、そうですね……」

「だけどどうするといいますの？　もう残っている人数はあまり多くないようだけれど」

「ざっと見た限かぎり三分の一くらいにまで減へっています～」

　皐さ月つきたちがそう言ってくる。

　確たしかに状じよう況きようはあまりいいとは言えんかもしれない。

　だけどヒントは摑つかんだ。

　さっきの雀すずめヶが原はらお嬢様がやっていたこと。

　残った人数が少ないのなら──他のグループと合流して十人集めればいい。

　単純といえば単純だが、それが一番確かく実じつな手しゆ段だんだ。

「とにかくここは辛しん抱ぼうどころだ。他にも人数が足りなくて困こまってるお嬢様たちがいるはずだから、それらを狙ねらってがんばれるだけがんばろう！」

「は、はいっ！」

「了りよう解かいいたしました～」

「分かりましたわ」

　というわけでうなずき合って。

　三人で一いつ致ち団結してとにかく十人集まっていないグループに声をかけていく。

「あ、あの……よ、よろしければ、わたしたちといっしょに……」

「ええと～、私たちとダチンコになりませんか～？」

「あなたたちも我がニブルヘイム機関の同どう胞ほうに加えてあげますわ」

　それぞれの真しん剣けんな誘さそいかけ。

　他のお嬢様たちも色々なしがらみやらで人数が集まらなくて困っていたこともあったんだろう。

　日和たちの一いつ生しよう懸けん命めいな誘いに応おうじて、少しずつだがお友達が集まっていった。

「あ、ありがとうございます……っ。よ、よろしくお願いします……」

「こちらで三人のグループとごいっしょできました～」

「く……ど、どうして私の誘いにはだれも乗ってきませんの……」

「おお！」

　そんな感じに途と中ちゆうからはウナギ上りの勢いきおいで集まっていき。

　そして残り時間五分にして。

　とうとうあと一人で十人が集まるというところまでこぎつけた。






残り一人　











「いい感じだな、おい！」

「は、はいっ」

「絶ぜつ好こう調ちようですね～」

「ま、まあ結果としてお仲間が増ふえたのならいいですわ」

　かけた俺の言葉に日和ひよりたちがうなずく。

　残りはあと一人。

　幸か不幸か、この時間になるともうほとんどのお嬢様たちが十人集めて条件達成をしていて、残る者たちは必然的に協力をせざるを得ない状じよう況きようにある。

　今も周りではまだ十人グループに満たないお嬢様たちが、派は閥ばつやしがらみなどの壁かべを排はいして声をかけ合い、話し合っている。

　それはこれまでに決して見られなかったであろう光景であって……

「……」

　──ふむ、あの黄金お嬢様の狙ねらいはこれだったのかもしれんな。

　ふと思った。

　考えてみれば確たしか今回の姫ひめ乃の宮みや一年生の総数は七十人（入学案内記き載さい）。

　そしてあの黄金お嬢様が提てい示じした合格達成条件は十人の友達を集めること。十×七＝七十。普ふ通つうに計算してみれば、全ての者が無事に合格できる寸法なのである。……意地や派閥などの余よ計けいな考えを捨てれば。

『あのね、姫乃宮うちでは横のつながりがあんまり強くないの』

　唯ゆい香かの言葉。

　姫乃宮に根ざした閉へい鎖さ性せい。

　この試験はそのしがらみを取とり払はらうために鷹たか匠じよう光ひか琉るによって考えられたものだとすれば──

「…………」

　ともあれ今はその真しん偽ぎを考えてる時じゃない。

　とにかく最後の一人を探さがし出だして条件をクリアせんと。

　と、日向が、

「あら、見てください、あそこに一人でいるロンリーなお方が～」

「おお」

　見れば確かにその視し線せんの先にはぽつんと立たち尽つくすお嬢様。

　この時間になってまだだれもお友達にできていないのか、泣きそうな顔できょろきょろと辺りを見回している。むう、内部進学生でも全然人を集められないぼっちなのがいるんだな。

「あ、あの……い、行ってきます。あ、あの方をお誘さそいできれば……」

「ああ、がんばれ！」

「は、はいっ」

　うなずいた日和ひよりたちがとてとてと駆かけ寄よっていき。

　そのまま三人で誘さそいをかける。声をかけられた気弱そうなお嬢様もその勢いきおいに少し押おされているようだが、誘い自体には乗り気な様子だ。

　おお、これはとうとう最後の一人をゲットか──と期待したんだが。

　だがそこで──




「──お待ちになって！」




「！」

　割り込むように一つの声が飛んできた。

　少し前にも聞いたこの声は……

　声の元に視し線せんを送るとそこにいたのは、

「そこの貴女あなた……よろしければ私たちといっしょにいらっしゃいませんか？」

「え……」

　こちらをキッと睨にらみつけながらそこに立っていたのは……さっきの雀すずめヶが原はらお嬢様だった。

　つい三十分前と同じ敵てき意い溢あふれるたたずまい。

　だがさっきとは違ちがいその後ろにはすでに九人のお嬢様たちの姿すがたがある。

「これは……」

　つまりはもう合格条件を達成しているってことだ。なのに何だって……

　すると雀ヶ原お嬢様は涼すずしい顔で、

「何かおかしいですか？　合格のための条件はあくまで十人集めるということ。十一人以上を集めてはいけないという制せい限げんはなかったはずです」

「それは……」

　確たしかにその通りだ。

　だが普ふ通つうは十人と言われれば十人だけを集めるもので、それ以上の人数を何とかしようなど思わんだろう。

「光ひか琉るお嬢様にも確かく認にんいたしましたが、無言でおられました。それは許きよ可かされたということでしょう」

　それは言ってみればムダな労力だし、何より下手をすれば潰つぶし合あいになる可か能のう性せいすらある。まったくもって無む益えきだ。

　しかしこのお嬢様は、

「認みとめません……光琉お嬢様に──姫ひめ乃の宮みやの輝かがやける黄金の薔ば薇らに刃は向むかう貴女たちのような名もない雑草などは、この姫ひめ乃の宮みやの一員としてっ……！」

「…………」

　ビッと人差し指を突つきつけながらそんなことを言ってくる。

　く、何もこの期ごに及およんでそこまで目の敵かたきにしなくてもいいだろうに……っ！

　だが雀すずめヶが原はらお嬢様は目の前の気弱そうなお嬢様を見ると、

「貴女あなたもよくお考えなさい。そこにいる者たちは鷹たか匠じよう光ひか琉るお嬢様に逆さからった痴しれ者もの……。この姫乃宮で光琉様に反はん目もくするということがどういうことかは貴女だって分かるはず……何も好きこのんでそのような愚おろか者ものの集団に加わることはないでしょう。こちらにいらっしゃい」

「あ……え……」

　迷まようような素そ振ぶり。

　やはり鷹匠光琉の名前はここでは大きいんだろう。

　そしてその言葉にすでに日和ひよりたちのグループに入っていた他の六人の内部進学お嬢様たちも、

「え、この子……光琉様に逆らったの…？」

「ま、まずくないですか？　鷹匠光琉様といえば『至し高こうの黄おう金ごん薔ば薇ら姫ひめ』にして『姫ひめ薔ば薇ら会かい』の統とう括かつ生徒会長……」

「光ひかり輝かがやくダイヤモンドのように厳げん格かくな方だという話も聞きます……」

「わ、私たちまで目を付けられるようなことになったら……」

　目配せをしながら口々にそんなことを言い合っている。

　く……マズイな。

　このままだと最後の一人をゲットするどころか、すでにお友達に加えたお嬢様たちを確かく保ほすることすらも危あやうくなるかもしれん。さすがに日ひ向なたと皐さ月つきの二人はまったくもって動じていないようだが……

「日和……」

　心配になって隣となりの地味っこを見る。

「…………」

　日和は下を見ながらじっと口をつぐんでいた。

　張はり詰つめたような沈ちん黙もく。

　だがやがて何かを覚かく悟ごしたように顔を上げると、

「おにーちゃん……そ、そこで、その、み、見守っていて、ください……です……」

「え？」

　ぎゅっと俺の左手を握にぎると、




「あ、あの……っ……き、聞いてください……っ。わ、わたしは……み、みなさんと……えと、お、お友達に、なりたいです……っ！」




　それまで聞いたことがないほどの強い声で、周りのお嬢様たちにそう告げた。

「そ、その、わたしはまだまだ、い、いたらない、未み熟じゆく者ものです。姫ひめ乃の宮みやにふさわしくない、ざっそう……かもしれないです……。……で、でも、できる限かぎりのことはがんばっていきたいと思っています。こ、これまでの道のりで、手に入れた縁えんだけは大切にしていきたいと思っています……。た、たくさんの人たちの中で、大きな連なりの中で……偶ぐう然ぜんかもしれないけれど、たまたまかもしれないけれど、行きあうことができた……その、一いち期ご一いち会えに対する感かん謝しやの心だけは……」

「日和ひより……」

「だ、だから──」

　そこで一度言葉を切ると、

　必死な表情をした日和は真っ直ぐに周りのお嬢様たちの顔を見て、

「だから……わ、わたしは、みなさんといっしょに、楽しく毎日を送っていきたいです……。ここにいるみなさんと、で、出会えたすべての人たちと……わかり合って、仲良くしていきたいです……お、お友達に……なりたいです……っ！」

　懸けん命めいに言葉を紡つむぎながらそう伝えた。

　それは心からの精せい一いつ杯ぱいの訴うつたえ。

　胸むねに直接響ひびいてくる、日和の真底からの声だった。

「…………」

　そしてそれだけではなく──

　懸命な表情で言葉を発する日和の身体から放出されているモノ。

　これは……

　それはいつもの周囲を白黒写真にするどこまでも地味なセピア色オーラではなくて……いつかの三次試験の面めん接せつ時じに一いつ瞬しゆんだけ見たような気がした、そして鷹たか匠じよう光ひか琉るがその身に常つねに纏まとっていた、黄金色のオーラだった。

　それが現れたのはほんの二～三秒程てい度どで、瞬まばたきをしている内に消えてしまうような儚はかないものだったが、それでも周囲の注目を集めるには十分だった。

「…………」

「…………」

「…………」

　白鳥の群むれの中でフェニックスにでも遭そう遇ぐうしたみたいに呆ぼう然ぜんとしていた日和グループの六人のお嬢様たち。

　だがやがてはっと何かに気付いたように顔を上げると。

「そ、そうなのですか……？　お、お友達に……」

「そ、そこまで言われるのでしたら……」

「え、ええ、やはり貴女あなたに付いていくことにしますわ」

　そして迷まよう素そ振ぶりを見せていた最後の一人の気弱そうなお嬢様も、

「あ、あの……や、やっぱり、私もこちらのみなさんのグループに加えていただけないでしょうか……？」

「え……？」

「そ、その、小こ春はる原ばらさんのお話を聞いて、感動しました……。わ、私も……みなさんと仲良くなりたい……で、できることなら、小春原さんと、お友達になりたいです……」

「あ……」

　受け入れの、言葉。

　その一言に日和ひよりが声を詰つまらせながら口元に両手を当てる。

　ということはこれで──

「目もく標ひよう達成ですね～♪」

「ふう、ようやく終しゆう幕まくですわ」

　そういう、ことだよな？

　それ以外の何でもない。

　──とうとうやったよ、日和さん！

　この地味っこにとって最も相性の悪い試験で、しかも雀すずめヶが原はらお嬢様の横よこ槍やりを受けながらも、見事に十人のグループを作り上げた！

　それはこれまででは考えられなかった覇は業ぎよう（？）であり……たとえ人類にとってほんの小さな一歩といえど、この地味っこにとっては間ま違ちがいなくアポロ13号による月着陸以上に大きな一歩である。

　歓かん喜きに沸わき立たつ俺たち。

　だがその一方で雀ヶ原のお嬢様は、

「ま、まさか……こ、こんなことが……っ……」

　目の前の光景を見ながらわなわなと震ふるえていたが。

「あ、あのような光ひか琉るお嬢様に反はん抗こうした者が皆みなに受け入れられるなんて、そんな馬鹿な……。あ、あり得ない……これは悪い夢よ……。み、認みとめない……私は……決して認めませんから……っ！」

　やがてそんな捨すて台詞ぜりふを残してふらふらと立ち去っていった。いや色んな意味で諦あきらめの悪いお嬢様だな……

　すすけた感じの後うしろ姿すがたを少々疲つかれた気分で見送っていると、




『──どうやらこれで、全ての者たちがグループを作ることができたようね』




「お……」

　そんな声がマイクを通して聞こえてきた。

　見れば離はなれた壇だん上じようから、堂どう々どうと胸むねを張はった黄金お嬢様がこちらを見下ろしている。

　グループでまとまって自分の方を見るお嬢様たちの様子に満足そうに少しだけ微笑ほほえむと、




『よくやりました。これで貴女あなたたちも晴れて我が姫ひめ乃の宮みやの一員です。入学おめでとう。──ようこそ、姫乃宮へ！』




　そんな言葉とともに。

　ようやく長かった入学式が終わりを告げたのだった。







　　　５




「やったね、日和ひよりちゃん♪」

「は、はい……あ、ありがとうございます……」

　遠えん慮りよがちに言う日和に唯ゆい香かががばっと抱だきついて祝福してくる。

「すごいよ～！　最後に雀すずめヶが原はらさんと向かい合うの見てたけど、ほんとすごかった。かっこよかったよ～♪」

「そ、そそそそ、そんな……」

　ぱたぱたと両手を振ふりながら困こまったように小さく声を上げる。

　日和はそう言うが、ホントによくがんばったと思う。

　半年前とは雲うん泥でいの差……とまでは行かなくとも、間ま違ちがいなく床ゆかと天てん井じようくらいの差はあるだろう。

「…………」

　とはいえちょっとだけ寂さびしいような気もするな。

　少し離れたところで唯香や日ひ向なた、皐さ月つきたちと喜びを分かち合う日和。

　その姿すがたを見ているとほんの少しだけ自分でエサを取れるようになった雛ひな鳥どりを見る親鳥の気分になってくるというか……

　むう、我ながら複雑だ……

　目の前の光景を眺ながめながらそんなことを思っていて、

　ぱたぱた。

　と、日和がこっちに向かって駆かけ寄よってきた。

「ん、どうした？」

「あ、え、えと……」

「？」

　よく分からん日和ひよりの動きに首を傾かたむけていると、

「……。……お、おにーちゃん……」

「！」

　目をぎゅっとつむりながらきゅっと腕うでを引ひっ張ぱってきた。

「ひ、日和？」

「…………お、おにーちゃんにもいっしょに来て、喜んでほしい、です…………」

「……」

　ああ、そういえばこの地味っこは、地味に甘えたがりだったっけか。

　基本的には人見知りで引っ込み思案で人に懐なつかない小動物みたいだが、一度気を許ゆるした相手にはどちらかといえばその傍そばから離はなれたくないタイプなんだよな。

　なので、

「分かった。いっしょに行くか」

「あ……」

　俺は嬉うれしそうに小さく地味に声を上げる日和の頭をぽんぽんと叩たたいて、

　その肩かたに手をやりながら唯ゆい香かたちのところへと向かったのだった。







　──とまあ、入学式から色々と波は乱らん含ぶくみだったわけだが。

　こんな感じに無事に姫ひめ乃の宮みやへの最終入学を達成することができ。

　そしてこの時出会った四人──日和、唯香、日ひ向なた、皐さ月つき、がいずれ姫乃宮の『輝ける四つスターライトの姫星シンフオニー（ＳＬＳ）』」と呼よばれることになることに……この時いったい何人が気付いていたかね。
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　色々と波は乱らん含ぶくみで一ひと悶もん着ちやくも二悶着もあった姫ひめ乃の宮みや入学式から数日が経たった。

　四月も半ばに差しかかり、周りの景色も次し第だいに春らしさを増ましていくある日の朝。

　建て付けが微び妙みようなせいで壁かべの隙すき間まからそこはかとなく外からの日差しが差し込むキッチンで、俺は日和ひよりと二人でモグモグムシャムシャと朝飯を食べていた。

「お、このノビルの塩ゆで、美う味まいな」

「あ……ほ、ほんとうですか？」

「ああ、歯ごたえがよくて新しん鮮せんで、ちゃんと野菜の味がする」

「わ、わあ、嬉うれしい、です。その、秘ひ密みつのポイントから採とってきたんです。だからまだ採れたてで……」

　真っ直ぐにこっちを見上げながら制服姿すがたの日和がシッポをぱたぱたと振ふる仔こ犬いぬのように笑みを浮うかべる。

　今日のオカズは自家製の野草料理のフルコース。

　昨日のうちに日和がせっせと近所にある裏うら山やまやら線路脇わきやらの秘密ポイントから採ってきて作ったもので（ちなみにこの場所はたとえ親兄弟相手にも内ない緒しよらしい。美味●んぼでのキノコの隠かくしスポットかい……）、材料費〇円のオーガニック一〇〇パーセントな代しろ物ものである。

「こっちの野草炒いためもいけてる。これも採ってきたのか？」

「あ、は、はい。そっちのセリはそのままだと少し泥どろくさいので、味付けにちょっと工夫をしたもので……」

「なるほどなるほど」

　ちなみに当然のごとく台所にいるのは日和さんと俺の二人だけ。

　他に何人かいる桜さくら乃の日ひ和より荘そうのダメ人間どもはこの時間は全て冬とう眠みん中ちゆうのシロクマのごとく熟じゆく睡すい中ちゆうで、槍やりが降ふろうがミサイルが降ろうがピクリとも動かなかったりする。ったく、ホントにどこまでも社会不ふ適てき合ごう者しやばっかりだな……

「でも……今日もいいお天気ですね。こんな日は巣す鴨がもにあるとげぬき地じ蔵ぞう尊そんさんをお散歩すると気持ちよさそうです……」

「……とげぬき地蔵尊？」

「はいです。巣鴨にある高こう岩がん寺じというお寺で……。それに近くにある巣鴨地蔵通り商店街もとっても落ち着く場所なんです。たくさんすてきなお店があって……♪」

「……」

　ちなみにその巣鴨地蔵通り商店街とやらは別名〝おばあちゃんの原宿〟として有名なんですがね。

　ホトケグサのおひたしをつまみながらそんな女子高生相手とは思えない内容のことを話している日和ひよりさんに、

「──そういえば日和、友達はできたのか？」

「え？」

　と、何気なく訊きいてみた。

「ほら、クラスの友達とかだ。新学期が始まってけっこう経たつし、そろそろ一人くらいできたんじゃないのか？」

　日和が姫ひめ乃の宮みやの一員として新しいクラスに通うようになってから早一週間。

　今までなら友達を作ろうとしては挫ざ折せつしてその度たびにどよ～んと梅雨時の雨雲みたいな空気をまとってたんだが、今回はこれまでとはワケが違ちがう。姫乃宮に入るために色々と努力をしたわけだし今も続けている。入学式では僅わずかとはいえ黄金色オーラを発はつ揮きして周りのお嬢様たちの心を摑つかんだりもした。なのでここはいよいよ新しいクラスでの初の友達ゲットか……と思って訊いてみたところ。

「あ、は、はい、です」

「おお、ホントか！」

　そんな色好い返事が戻ってきた。

　むう、日和さん、地味な顔をしてなかなかやるもんだな。

　心の中でスタンディングオベーションを送ってさらに続きを促うながすと、

「あ、あの、名前はあやせちゃんっていって……休み時間にいっしょにお話ししたりお弁当を食べたりしてるんです。いっしょにいるとどこか気持ちが落ち着くっていうか、昨日も差し上げたからあげさんをおいしそうにほおばっていて……」

「へえ……」

　すでに弁当をいっしょに食べる仲か。

　人見知りレベル２５５な日和さんにしては上出来もいいところだ。やっぱりこの半年のお嬢様修しゆ行ぎようを経へて色んな面で成長したんだろう。いいことだ。

「で、どんな子なんだ？　やっぱり同じクラスのお嬢様とか……」

「あ、その、え、えと、クラスは同じではないんですが……」

「ふむふむ。とすると他のクラスのお嬢様か？　一番近いところで隣となりのクラスとか？」

　その辺が妥だ当とうなセンだろう。

　その問いに日和さんはもじもじと恥はずかしそうに下を向くと、

「あの、隣のクラスというか……お外です。バードハウスの隣にある水すい槽そう棟とうで飼し育いくされているぴらにあさんで……」

「──って、また人間以外かい！」

　思わず突つっ込こんじまった！（一秒）

　いやだってそうだろ！

　金魚の桐きり乃のちゃんに引き続き毎回毎回魚類によく好かれるんですね……なんてほ乳類としてはほとんど失格なレベルの感心をしてる場合じゃない。

「で、でも、とっても仲良しなんです。いっしょに遊ぼうと思って指を近づけると、嬉うれしそうに目を血走らせながらお口をぱくぱくさせて向かってきますし……」

「それは確かく実じつに狙ねらわれてる！」

　もはや食料扱あつかいである。

　対等どころか日和ひよりさんの方が格が下という一方的な友達関係（自じ称しよう）。色んな意味で目頭が熱くなること極まりないというか……

「……。……とりあえず、あやせちゃんは分かった。で……それ以外にはいないのか？　その、ちゃんとした人間の……」

「……にん、げん……。……そ、それは、その……」

　その言葉にもにょもにょと指回し運動を始めてしまう日和さん。

　もはやスタートラインを人間レベルから語らないとならないところがアレすぎるがそれはもうさておくとして、どうも他に目立った成果はないようである。

「あ、で、でも、唯ゆい香かちゃんや日ひ向なたちゃん、皐さ月つきちゃんたちとは、お話ししています。いっしよに教室移い動どうをしたりとか……」

「そうなのか？」

「は、はい、です……」

「……」

　むう、それならいいのか……？

　あの三人は新しん規き獲かく得とく友達とは少しばかり違ちがう気がしないでもないが、経けい緯いはともあれとりあえずこの地味っこに友達と呼よべる相手（人間で）が存そん在ざいしてるってことは、今までからすればずっと破は格かくのシチュエーションだ。とすればここは納なつ得とくしておくところなのか。

「じゃあ学校は楽しいか？　これまでとは違う感じで……」

「え……？」

「話す相手が新しくできたんだろ。だったら楽しくなってるんじゃないのか？」

「…………」

「日和……？」

「え、あ、は、はいっ。え、えと……楽しい、です……」

　何やらもにょもにょとした反はん応のう。

　ぬ、なんか引っかかる感じだな。

　日和がこうやってもにょっとしながら指回し運動リバースヴァージョンをしている時は、大たい抵てい何か隠かくしている時かこっちに気を遣つかっている時だ。前に授業参観のお知らせを受け取った時とか学校の帰りに捨てられていたミドリガメを拾ってきた時とかもそうだった。

　とはいえこの日和ひよりさんはこう見えて意外と大正生まれのお爺じいちゃんみたいに頑がん固こだから、こうして言葉を濁にごしてるってことは普ふ通つうに訊きいてもおそらくは答えてくれないだろう。

「……」

　……何か人に言えない悩なやみ事ごとでもあるのかね。

　まあ通うことになったのが生きつ粋すいの一いつ般ぱん庶しよ民みん（しかも地味）とは本来なら無む縁えんどころか深海とエベレストの山頂ほどにかけ離はなれている超ちよう絶ぜつお嬢様学校である。色々と苦労もあるんだろうが、それにしても何かあるんなら〝ゆーおにーちゃん〟には言ってくれてもいいんじゃないかい？　おにーちゃんは悲しいよ……

「……」

　……まあそんな俺の個人的な感かん傷しようはともあれ。

　何か悩みがあるんなら少しくらい相談してくれてもいいというか。

　せっかく念願の姫ひめ乃の宮みやに入れたわけだし、どうせなら楽しい学校生活を送らせてやりたいと思うんだよ。

　これは『ぴよの団』の一員として、何か考えないといかんかもしれん……
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　──というわけで。

　それから三日ほどが経たったある日の昼休み。

「……」

　俺は唐から草くさ模も様ようの布ぬの袋ぶくろ（地味）に入ったたてぶえを手に、私立姫乃宮女学院の城じよう塞さいのごとき校門の前にいた。

　その目的はもちろんお嬢様学校の中心でペロペロとたてぶえを舐なめ回まわして悦えつに入る……ではなくて（どんな変へん態たいだ）、日和の様子を調ちよう査さするためである。

　何だか様子がおかしかった日和さん。

　どこか悩みがあるようなもにょもにょとした様子。

　それらがどうしても引っかかった。

　何か気になっていることがあるに決まってる。

　ただ何か対たい策さくを練るとしても学校での日和さんの現げん状じようを把は握あくできていないことにはどうしようもない。こうなったらとにかくもう実地調査しかないだろう……ってことで、忘わすれ物もの（たてぶえ）を届とどけに来たという名目で、抜ぬき打うち的てきに日和ひよりの日にち常じようをこの目で確かく認にんしてみることにしたわけなんだよ。……いや、別にお嬢様たちが満ちあふれる女子校の中の女子校にその身をどっぷりと浸ひたしてみたかったわけではないよ？

「…………」

　むう、でも少しだけ緊きん張ちようするな……

　壁かべの向こうに広がるのは当然のごとく女子しか存そん在ざいしないキャッキャウフフな秘ひ密みつの花園。

　姫ひめ乃の宮みやにはこれまで何度か訪おとずれてはいるが、一人で敷しき地ち内ないにまで足を踏ふみ入いれようとするのは初めてのことである。なんか純白の雪野原にこっそりと足あし跡あとを付ける感覚というか……

　とはいえここで某ぼう水族館からの脱だつ出しゆつを図るアリクイのようにうろうろしていても仕方がない。

　俺はヒッヒッフーと深しん呼こ吸きゆうをすると門の脇わきにあった詰つめ所しよのようなところに足を向けて。

「あー、すみません」

「……何でしょうか？」

　中で待機していた警けい備び員いん（女の人）に声をかけた。

「あの、身内に忘わすれ物ものを届とどけに来たんですが……」

「……忘れ物ですか？　保ほ護ご者しやの方で？」

「あ、はい。そんなようなもんです」

「……少々お待ちを。ではここに住所、氏名、本ほん籍せき地ちと電話番号、それと当とう該がい生徒の学生番号を書いていただけますか？」

　何やらカルテのようなものに色々と個人情じよう報ほうを書かされる。さらには前科照しよう会かいやらボディチェックやら簡かん単たんな心理テストなども。当たり前かもしれんが厳げん重じゆうだな……

「……確認が取れました。晴はれ崎さき佑ゆう介すけ様ですね？　ご苦労様です。それでは学院内に入っていただくにあたって、注意事じ項こうをいくつか。まずはカバン等の荷物は原則としてここに置いていっていただきます。これは撮さつ影えいや余よ計けいなトラブルの防ぼう止しのためですので、ご理り解かいを」

「あ、はい」

「またご用事はなるべく短時間で済すませるようにお願いいたします。その際さいには生徒には必要以上に話しかけたりはなさりませぬよう。姫乃宮におきまして男性は基本的に立ち入り禁きん止しですので、余よ計けいな刺し激げきを生徒たちに与あたえぬよう考こう慮りよしての措そ置ちなのです。──それと、こちらを着用していただけますか？」

「え？」

　そう言って手て渡わたされたものは、なんか首輪みたいな物体だった。

　見た目は黒い革かわ製せいで、散歩中の犬とかあんまり人に言えないプレイ中のおっさんとかがよく着けている感じのオーソドックスなネックリング。これは……？

「……首輪です。こちらにはＧＰＳと個体識しき別べつの認にん識しきＩＤが内ない蔵ぞうされていますので、学院内におられる間はお外しにならないようお願いいたします」

「……」

　……まんま首輪だった。

　いや個体識しき別べつって、ほとんど野性動物扱あつかいだな……

「またこの首輪は不法行こう為い防止機き能のうも兼かねていて、定てい刻こく内ないにこちらにお戻もどりいただいて解かい除じよキーを打ち込まない限かぎり自力では外せませんので。この首輪のセンサーには立ち入り可か能のうエリアが設せつ定ていされており、決められたエリア外に立ち入ると警けい告こく音おんが鳴り、さらにそのまま禁きん止しエリアに滞たい在ざいし続けた場合には電気ショックで一時的に無む能のう力りよく化かさせていただきます」

　しかもどこのバトルロ●イヤルだ、それ。

　男＝犯はん罪ざい者しや予よ備び軍ぐんな認にん識しきもいいところである。

　いやおそらく校則か何かで決められているだろう以上そんなことを言ってもしょうがないんだけどさ。

　まあそんなプチデンジャラスなやり取りを経へて、

　ようやく姫ひめ乃の宮みやの敷しき地ち内ないへと入ることが許ゆるされたわけだが。

　ひそひそ、ひそひそ……

「……」

　入ったら入ったで、色々と問題ありだった。

　ひそひそ……ごにょごにょ……

　ごそごそ……ひそひそ……

「…………」

　やっぱり、周りからの視し線せんが気になるな。

　サファリパークのミツユビナマケモノ（珍ちん獣じゆう）を見るみたいな視線。

　いやそりゃあ閉じられた女子空間（それもお嬢様）の中で男という異い物ぶつに向けられる視線は厳きびしいものになるのが当然なんだが……

「ね、ねえ、どうして殿との方がたが姫乃宮うちにいらっしゃるのでしょうか……？」

「わ、分かりませんわ……たまたまお腹なかを空かせて迷まよい込こんでしまったとか……？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶでしょうか……？　見るからに凶きよう悪あくそうな外見ですが、何か悪さをしたりだとか……」

　く、余よ計けいなお世話だ……

　てか野良犬じゃないんだから。

「ど、どうしましょう……？　早く立ち去ってくれないかしら……」

「で、ですが、そう悪いところばかりでもないのではありませんか……？」

「え？」

「その、あの方、ワイルドな感じで、ちょっとだけかっこいいかもしれません……」

　おお、なんか吹ふき荒あれるディスの嵐あらしの中に福ふく音いんが！

「そ、それは確たしかに……」

「言われてみれば角度によってはたくましくも見えないこともなくもないかもしれなくて……。あら、あの手に持っている太くて長いモノは何かしら……？」

「あれは……ま、まさかホーリーグレイルたてぶえ!?　──はっ、き、きっとあれを礼れい拝はい堂どうの真ん中でぺろぺろとねぶるように舐なめ回まわすのですわよ！　お、恐おそろしい……！」

「え……ね、ねぶるように……？」

「そ、そう言われてみればいかにもそういった変へん態たい的てきな趣しゆ味み嗜し好こうをしていそうな……や、やっぱり男の方は不ふ潔けつです……」

　それは偏へん見けんだよ！

　ていうかこんな真っ昼間のお嬢様学校で羞しゆう恥ちたてぶえプレイをする気なんてこれっぽっちもないよ！

　とはいえそれを直接伝えるわけにもいかず（基本的に話しかけるのは禁きん止しらしい）、一方的に変態視される俺のガラスのハートはいたく傷きずつくわけであって……

「…………」

　なるべく周りの声を耳に入れないようにして進んでいく。女子校怖こわい……

　で、姫ひめ乃の宮みや女学院の敷しき地ち内ないは、相も変わらず別世界のようなお姫様たちの楽園だった。

　セレブで左ひだり団扇うちわでバブリー（最後はちょっと違ちがうか）。

　どのお嬢様も物もの腰ごしは柔やわらかく優ゆう雅がだし、繰くり広ひろげられている会話は（俺に対するものを除のぞき）、はてしなく現実離ばなれしたものである。あくまでも由ゆい緒しよ正しき一いつ般ぱん庶しよ民みんの俺なんかから見ればほとんどファンタジーのレベルというか……

「みなさま、部活動は何をされるかもう決められました？」

「はい。わたくしはクルージング部に入ろうと思っておりますわ。最近マリンスポーツに興きよう味みを持ちまして」

「まあ、あの♪」

「確たしかたった五十万円の部費でヨットが一人一隻そう貸し出されるとのことらしいですよ？」

「あら、お安い♪」

「……」

　えーと、日和ひよりさんの教室は、っと……

　どうやらあまりにもありえなさすぎて思考が現実を認にん識しきするのを拒きよ否ひしたみたいだった。

　や、根本的に貨か幣へい価か値ちがおかしいだろ。お前らの物価はどんだけインフレなんだよ。一日をおよそ三百円で生きてる桜さくら乃の日ひ和より荘そうの住人と苛か烈れつなリアルインフレにあえぐジンバブエをディスるなって話である。

　日和、こんなとこに毎日通ってるのか、大変だな……







　姫ひめ乃の宮みや女学院高等部の校舎は、敷しき地ち内ないの中心部の目立つ場所にあった。

　ほとんど城みたいなヨーロッパ風建造物。

　近くからでは視し界かいに収まりきらず、全景を見み渡わたすのに本体（？）から五十メートルほど離はなれることが必要とされる代物である。

「おお、すごいな……」

　さすがは姫たちが勉学に勤いそしむための学まなび舎やといったところか。

　そのゴージャスっぷりに改めて感心しながら入り口の巨きよ大だい門もん（通つう称しよう〝乙女の門〟）を通とおり抜ぬけ。

　内ない装そうも西洋風な廊ろう下かを進んでいく。や、今壁かべのところに無む造ぞう作さに飾かざってあったのって、よく分からんが有名なルノワールの絵とかじゃないのか？　ほとんど小学校とかのオアシス標ひよう語ごのポスターみたいな扱あつかいだったぞ。色んな意味ですごいですね……

　日和ひよりの教室はそんなルネッサンスな校舎の中でも上の方、三階にあった。

　高等部一年翡ひ翠すい組ぐみ。

「……」

　そういえばこうやって高等部の教室を改めて見るのは初めてだったっけか。入試の時は基本的に中等部の校舎が使用されていたし、入学式の時は大ホールだった。

　入り口の脇わきに飾ってあったダビデ像ぞうの陰かげに隠かくれながら改めて教室の中に目をやる。

　広さは普ふ通つうの教室のざっと三倍ほどで、造りは完全に西洋風の、何ていうのかバロックだとかロココだとかな感じ。天てん井じようからは巨大なシャンデリアのような照明がぶら下がり、窓まどには肌はだ触ざわりが極めてよさそうなカーテンがゆらゆらと風に揺ゆらめいている。机にはランチタイムだけあってテーブルクロスが広げられていて、その上にはフレンチだかイタリアンだかの横文字の料理が並ならんでいて──

「……」

　もうほとんど俺の高校の昼飯時と同じ光景に見えないというか。うーむ、金ってホントあるところにはあるんだな……

　──で、肝かん心じんの日和さんはどこだ？

　ダビデ像の股こ間かんの脇わきから顔だけを出しながら、それだけで桜さくら乃の日ひ和より荘そうの五十年分くらいの家や賃ちんを払はらえそうな教室の中を見回す。

　と、

「──お、いた」

　すぐに見み慣なれた地味っこの姿は発見できた。

　華はなやかなお嬢様たちで溢あふれかえる教室の隅すみ。

　そこで少しだけ顔をうつむかせながらぽつりと机に座すわる……日和の姿すがたがあった。

　むう、一人だな……

　周りには入学式の時に仲良くなったはずの他のお友達お嬢様たち──唯ゆい香かや日ひ向なた、皐さ月つきたちの姿すがたはない。群むれからはぐれたアヒルの子のようにロンリーに昼食の準じゆん備びをしている。いっしょに食べてるんじゃないのか……？

　怪け訝げんに思いながら教室の外からさらに様子をうかがっていると、日和ひよりさんはちらちらと隣となりでお喋しやべりをしているお嬢様たちの動向を気にし始めた。

　お、なんかよく分からんがもしかして声をかけるつもりなのか？

　日和も日和なりに人間の友達を増ふやそうとがんばってるってことなんだろうか。

　やがて何かを決意したかのように日和さんはすうっと深しん呼こ吸きゆうをすると、お嬢様たちの方へととてとてと近づいていって。

「……あ、あの……」

　声ちっちゃ！

　その声量はもはや生後一週間のチワワ並なみである。

　深呼吸の意味がまったくもって感じられない。

　だが日和さんは日和さんなりにがんばってはいるようだ。ぎゅっと両手を握にぎりしめて一いつ生しよう懸けん命めいに生後二週間のフレンチブルドッグ並みに声を出すと、

「……あ、あの……っ！」

「え？」

「あ、あの、その、わ、わたしと……」

「？」

「あ、あの、あの……わ、わたしと、そ、その、い、い──」

　お、これはいけるか──

「──い、いいい、い●ものがかりをいっしょにやってください……！」

　全然ダメだよ！

　そんな女一男二のド●カムライクな人数構こう成せいのアーティストをお嬢様たちといっしょにやろうってのか、日和さんは！

　その俺の突つっ込こみ通り話しかけられたお嬢様は、

「あ、え、ええと……すみませんが、私たちはそういったものには興きよう味みがなくて……」

「あ、そ、そうですか……」

　その返事にしょんぼりと肩かたを落とす日和。

　今のでライフはゼロになったのか（早っ）、心をぽっきりと折られた様子でとぼとぼと自分の机へ戻もどっていくと、一人でぽつんとアメーバ柄がら（バンダナとかによく使われているやつ）の弁当箱の包みを開け始めた。

　う、うーん、寂さびしげだ……

　まるで会社で娘くらいの年齢の女子社員とうまくコミュニケーションがとれずに一人窓まど際ぎわで昼食（コンビニ弁当）を食べるしかない中間管かん理り職しよくなお父さんのようというか……。や、いちおうがんばってはいるみたいだけどさ……

　そんな日和ひよりを傍かたわらに、他のお嬢様たちは華はなやかに会話を繰くり広ひろげている。

「皆みな様、よろしければランチが終わった後にハーブティー部を見学に行きませんか？」

「あら、いいですわね」

「私もごいっしょしてよろしいでしょうか？　実は私、もうあそこに決めましたの」

「そうなんですか？　わたしはまだガトーショコラ研究会とどちらにしようか迷まよっていて……」

　むう、また部活の話題だな。ああ、そういえば今は四月だし部活の新歓の時期なのか。道理でここに来るまでにもあちこちに雅みやびやかなアピールポスターやら新一年生への勧かん誘ゆうの光景やらがあったわけだ。

　そんな風にダビデ像ぞうの陰かげで納なつ得とくしていて。

「……」

　……ん、そういえば日和から部活の話題が出たことがないな？

　そのことに気付いた。

　部活をどうするかってのは学校生活においてこの上なく重要なファクターなはずである。確たしかガイドブックによれば姫ひめ乃の宮みやでは生徒は必ず一つ以上の部活に所しよ属ぞくしなければならないみたいな校則もあったと思うから、それはなおさらだろう。それがまったくもってミドリムシの繊せん毛もうほどにも出てこないってのは……

「……」

　何となく引っかかった。

　喉のどに引っかかりやすいことで定てい評ひようがあるイサキの骨ほねみたいに引っかかった。

　もしかしたらその辺に日和さんの悩なやみの原げん因いんがあるのでは──と思ったその時。




「──小こ春はる原ばらさん、もう部活動は何にするか決められたのかしら？」




「？」

　そんなハイトーンな声が教室の中から聞こえてきた。

　どこかで聞いた覚えがある声。

　見てみるとそこには見覚えのあるお嬢様の姿すがたがあった。

　えーと、確か雀すずめヶが原はらなんちゃらとかいう……

　鷹たか匠じよう光ひか琉るラブ！　な変へん態たいお嬢様。こいつも同じクラスだったのか。

「一人で寂さびしくお食事中に失礼しますね。ですがまだ見学すらしていないのは小春原さんだけだとうかがったもので。ご存ぞんじとは思いますけれど、部活動は四月中に決めなければならないのですから。ああ、もちろん私は光琉様が所しよ属ぞくしている社交部──通つう称しよう『輝かがやける姫たちの集う聖せい域いき』に身も心も捧ささげることに決めていますけれど。貴女あなたももういくつか候こう補ほくらいは絞しぼれたのかしら？」

「あ、そ、それは、そ、その……」

「──といっても姫ひめ乃の宮みやにおける部活動はどれもエレガントで格調の高いものです。当然それに伴ともない参さん加かするのには相そう応おうの資し力りよくも必要になる……光琉お嬢様に逆さからった貴女のような愚ぐにも付かない一いつ般ぱん庶しよ民みんにはそれがまかなえるとは思えませんが」

「……う……」

　この上なく上から目線な変へん態たいお嬢様の言葉に小さくなる日和ひよりさん。

「ちなみに我が校の部費は最低でも半期一いつ括かつ納のう入にゆう十五万円からとなっています。身の程ほどを弁わきまえることですね。──では、失礼」

　その打ちひしがれたミニチュアダックスフントみたいな様子を見て、雀すずめケが原はらお嬢様は満足そうにうなずきながら離はなれていった。
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　ちなみにこのお嬢様今時「ほほほ！」とか笑ってやがったのだが、そのことはここではまあともかく。

「……」

　……ナルホド、そういうことか。

　それを見ていて、日和の様子が変だった理由が少し分かったような気がしたね。

　必ず所しよ属ぞくしなくてはならない部活。

　にも関わらずその話題が欠かけ片らたりとも出てこない。

　そしてここに来る途と中ちゆうでのお嬢様たちのインフレ会話やら今の雀すずめケが原はらお嬢様が口走ったトチ狂くるった部費の話。

　それらを総合すると……見えてくるものは一つである。

「……」

　──そりゃあ、悩なやみもするよなあ……

　桜さくら乃の日ひ和より荘そうの住人にとっては最も切実ともいえる問題。

　切実にして、クリティカルな案件。

　それは要するに何かというと──

「……先立つものがない、ってこと、だよなあ……」

　十五万円なんて、ほとんど桜乃日和荘六ヶ月分の生活費だしな。







　　　２




　そんな具合に日和ひよりの現げん状じようを密ひそかに確かく認にんして（直接会うと余計な心配をかけるので）、ひとまずは帰き還かんの途とに就ついたわけだが。

　教室からの帰り道。

　日和が現在直面しているであろう経けい済ざい問題（？）もどうすべきか頭を悩なやませるべきものであったが──現状の俺にはそれよりも切せつ迫ぱくした問題があった。

　それは。

「帰り道が分からん……」

　ということだった。

　いやだってムダにめちゃくちゃ広いんだよ、この学校。そう、それこそ帰り道にちょっとショートカットをしようと思って行きとは違ちがう道を通ったところ、まったくもって見覚えのない田畑というか菜さい園えんみたいなところのど真ん中に出てしまうくらいに。

　しかもさっきから気がかりなのが、アゴの下にある例の首輪がイヤな挙きよ動どうをしてるってことなんだよね。警けい告こく音おんとともになんか締しまりがきつくなってきたっていうかさ。

「……」

　とりあえずこのままいくと五時間目の授業に遅おくれそうだって問題はクラスメイトの広ひろ崎さきのやつにでも頼たのんで代返しておいてもらえばいいとしても、こっちは致ち命めい的てきである。いや、なんかホントに言こと葉ば通りの意味で。

　だって。

『あなたは正せい規きのルートから外れています。直ちに退たい去きよしてください。さもなければ相そう応おうのペナルティが課されることになります。繰くり返かえします。あなたは正規のルートから外れています。直ちに──』

　聞こえてくるのはそんな警けい告こく音声。

　おそらくは入り口の詰つめ所しよで言われた立ち入り可か能のうエリアからはみ出したのが原げん因いんなんだろうけど……確たしかこの状じよう態たいが続いた場合、電気ショックで一時的に行動不ふ能のうにするとか言ってましたよね？

「…………」

　……マズく、ないか？

　道を訊きこうにも周りには他の人の姿すがたは見当たらない。

　もう昼休みも終わろうって時間だし、なんか緑に囲まれた菜園やらビニールハウスやらのど真ん中だし、しょうがないっちゃあしょうがないんだが……

　そんなことをしている間に警告音声はますますその間かん隔かくを狭せばめていく。

『あなたは正規のルートから外れています。直ちに退去してください。さもなければ安全上の問題から速すみやかにブチ殺し脅きよう威いを排はい除じよします。繰くり返かえします。あなたは正規のルートから外れています。直ちに──』

　ブチ殺すって言ったよね、今!?

　や、それ一時的どころか永久的に行動不ふ能のうにする気でいっぱいだろ！

　と、とにかく早急に立ち入り可能エリアに戻もどらんと……！

　だが相変わらず道はさっぱり分からん上に辺りに人の姿はまったくもって目に入ってこない。

　どうしていいか分からずに辺りを右う往おう左さ往おうしていると、

「──あ！」

　人がいた。

　目の前に広がるトマトやらキュウリやらの菜さい園えんの一角。

　そこにはなんか農作業でもしているのか、麦わら帽子にタオルで顔を覆おおったフル装そう備びなおばちゃんの姿があった。

　た、助かった！

　借金地じ獄ごくで良心的な菩ぼ薩さつ顔がお弁べん護ご士しを見つけた気分でおばちゃんのもとへと駆かけ寄よる。

「す、すみません！」

「ん、だれだいあんた？」

「あの、ちょっと道を教えてもらいたくて──」

　そう言いかけて、

「──ああ、ちょうどよかった。あんた、ちょっとこれを運ぶのを手伝ってくれないかい？」

「へ？」

　逆ぎやくにそんなことを返された。

　いやそれよりも道を……

「ん、聞こえなかったのかい？　このカボチャを向こうの小屋まで運んでおくれって言ってるんだよ。ほら、早く。それともなにかい、あんたはこんな老い先短い哀あわれな年寄りに重いものを運ばせようってのかい？」

「え、い、いや」

　むしろ今の俺の方が寿じゆ命みよう的てきにはデッドラインに迫せまってる気がするんですが。

　ほら、首元では相変わらず警けい告こく音声が殺人予告してるし……

『あなたは正せい規きのルートから外れています。直ちに退たい去きよしてください。さもなければ現世からも世間からも完かん膚ぷ無なきまでに抹まつ殺さついたします。繰くり返かえします。あなたは正規のルートから外れています。直ちに──』

　それを聞いたおばちゃんはやかましそうに顔をしかめて。

「──うるさいね。人が話をしてるってのに、ごちゃごちゃと」

「え？」

　カチッ。

　何やら首輪のところに手をかざして触ふれるような動作をした。

　すると僅わずかな動作音のようなものとともに、首輪からの警告音がピタリと止まった。

「これでいいだろう？　まったく、無ぶ粋すいな機械だよ。さ、とっとと手伝っておくれ」

「あ、え？」

　え、なに？　今のって何かのマジック？

　目にも留とまらぬ北●神拳で一いつ瞬しゆんにして機械の内部破は壊かいにでも成功したとか……？

　何が何だか分からずに北極ギツネにデンプシーロールを喰くらわされたような気分になる俺に。

「ほら、何をボーっとしてるんだい！　早くこっちに付いておいで」

「あ、は、はい」

　慌あわててカボチャ（俺の頭三つ分ほどにでかい）を持ち上げておばちゃんの後を追う。

　や、何だってんだろうね……？







「──色々と手伝ってくれてご苦労だったね。感かん謝しやしてるよ」

　そんなこんなでドテカボチャ運びに加えて、さらに野菜の水やりやら畑の耕こう作さくやら（どさくさに紛まぎれてやらされた……）を終えて。

　ヤカンに入った麦茶を紙コップに注いでくれながらおばちゃんがそう言った。

「なかなか堂どうに入った働きっぷりだったよ。しかも若い者にしては珍めずらしく野菜や農作業に詳くわしいときてる。どこで教わったんだい？」

「あー、や、まあ」

　生活の過か程ていで自ずと身についた知ち識しきというか。

　ちょっと前に近所の爺じいちゃんが家庭菜さい園えんをやろうとした時に日和ひよりといっしょに少しだけ手伝ったことがあるんだよな。それを受けて少しの間桜さくら乃の日ひ和より荘そうでも家庭菜園をやってた時期もあったんだが、食料と見れば見境なく食い散らかすアホがいてそのせいで一いつ瞬しゆんにしてイナゴの大たい群ぐんに襲おそわれた跡あとみたいな惨さん状じようになり果てた。まあこれは余よ談だんだが。

「にしても姫ひめ乃の宮みやにこんなところがあったんですね。意外というか……」

　それが少しばかり驚おどろきだね。

　畑やら菜園やらなんて最もこの乙女の園とは縁えん遠どおいものっていうか、高こう層そうビル街のど真ん中にある生せい鮮せん野菜の直売所みたいなもんだ。

　するとおばちゃんは小さく息を吐はき出だして、

「──昔はね、もっとたくさん人の出入りがあったんだよ」

「え？」

　少しだけ遠くを見るようにしてそう言った。

「十年くらい前までは、姫乃宮でももう少しこういった自然との触ふれ合あいに力を入れていてね。ここの畑も菜園も大おお賑にぎわいだったのさ。だけど時代とともに段だん々だんと方ほう針しんが変わっていってね。今ではもう生徒たちはだれもここにはやって来ない……。──ここは本来は生徒たちのための畑なんだよ。こんな年寄りが趣しゆ味みで耕たがやすんじゃなくて、生徒たちが自由に使って共に土をいじる楽しさや収しゆう穫かくの喜びを味わうための場所なんだけどね……」

「……」

　まあ農作業とお姫様ってのはある意味もっともかけ離はなれた二大コンセプトだからな。

　ひと昔前ならともかく、今では時代遅おくれってことなんだろう。

　とはいえこれだけ畑と菜園がほとんど手付かずってのは確たしかに残念な話だね。見たところクワやらスコップやらのひと通りの農具はたくさん余あまってるみたいだし、有ゆう効こう活用すれば色々とできることがあるだろうに。

「──ああ、悪かったね、何だか愚ぐ痴ちみたいになって」

「あー、いえ」

「まあ年寄りの戯ざれ言ごとだと思って目をつむっておくれよ。──おお、そうだ。よければ土産みやげに大根でも持っていくかい？　今年はなかなかいいカタチのがたくさん収穫できて……ん？」

　と、そこでこっちを見ていたおばちゃんの言葉が止まった。

　何かに気付いたように一度大きく目を瞬またたかせて。

「あんた、どこかで……？」

「？」

　そのままじろじろと顔を見てくる。

　何やら値ね踏ぶみするような視し線せん。……はっ、ま、まさか俺に自分でも気付かなかったおばちゃんキラーの属ぞく性せいがあったとか……？

　だがすぐにおばちゃんは何かに気付いたように胸むねの前で手を叩たたいて。

「──ああ、そうか、どっかで見たと思ったら、あんた……」

「??」

「ああ──いや、何でもないさ。なるほどね、これも何かの縁えんかもしれないね。──ねえ、よかったらまた遊びにおいで。あんたなら大歓迎だよ」

「え？　あー、はい。ありがとうございます」

　どっさりと両手いっぱいの大根（ぶっとい）を受け取りながらうなずき返す。

　まあなんかよく分からんが、久しぶりの農作業で楽しかったし、もう少しで電気ショックでブチ殺されるところを助けてももらった。

　また来ていいってんなら、ぜひお言葉に甘えたいところだね。

「ほら、校門はあっちだ。気を付けて帰りなよ」

「はい、ども」

　そんなことを話しながら、菜さい園えんを後にしたのだった。




　そういった次し第だいで、お土産みやげの大根（ぶっとい）までゲットして無事に帰路へと就つくことができたわけだが。

　いっしょにもらったズダ袋ぶくろに入れて大根を担かついでいたら、お嬢様を拉ら致ちして袋ぶくろ詰づめにして運びだそうとしてるんじゃないかと疑われて入り口の詰つめ所しよのところで警けい備び員いん総出の大おお騒さわぎになったのは……ま、まあ、俺の過か失しつってことにしておこう。







　──その夜。

　もらった大根（ぶっとい）で作ったふろふき大根で夕食を済すませた後、俺は部へ屋やで一人色々と考え事をしていた。

　考えている内容はもちろん、日和ひよりさんの現げん状じようをどうするかである。

　どの部活に入るのかの──正せい確かくに言えばそのための部費をどうするのかの問題。

　夕飯時も日和はどこか浮うかない顔だった。

　日和なりの気き遣づかいなのか俺たちに対しては何もないように振ふる舞まっていたけれど、その様子がおかしいのは丸分かりで……それを見ているとますます何とか解かい決けつしてやりたいとは思うわけだが……

「……うーむ……」

　事情が事情だけに、そう簡かん単たんに解決案は出てこないというか。

　何せ金銭問題は桜さくら乃の日ひ和より荘そうでは一番のデリケートな聖せい域いきである。なかなか触ふれにくい話題なんだよ。

「……バイトを増ふやしてそこから何とか部費を出してやるか……いや、それは日和ひよりが嫌いやがるだろうな……。だったら何とか分割払い（六十回くらい）にしてくれるように姫ひめ乃の宮みやに頼たのんでみる……むう、それも日和の立場的にアレだしな……」

　様々な案が浮うかんでは消えていく。

　現実的なものからそれはないだろう的なものまで。

　だがやはり根本的な解かい決けつ法ほうは浮かばないわけであって……

　……とにかくこうして一人でウンウンと小坊主のようにうなっていても仕方がない。

　とりあえず姫乃宮の内部事情が主問題になっている以上、俺一人で頭を悩なやませていてもラチがあかないだろう。

　だれか実情が分かる相手に助けを求めるしかない。

　や、とは言っても姫乃宮の事情に詳くわしくてかつこんなことを相談できる相手なんてのは、今のところ一人しかいないんだがさ。

「……」

　俺はポケットから携けい帯たいを取り出して。

　入学式の時に交こう換かんした電話番号へと発信したのだった。







　　　３




「わ～、ここが日和ちゃんとおにいさんが住んでるところなんですね～♪」

　その翌よく日じつの放課後。

　制服姿すがたの唯ゆい香かが桜乃日和荘の玄げん関かんでそんな歓かん声せいを上げた。

「すっごく趣おもむき深ぶかい建物ですね～♪　屋根はぼろぼろに朽くちた感じだし壁かべには一面にツタが生えてるし、レトロで昭和風なところにかえって味があって……。あ、ところで本館はどこにあるんですか？　これって、観かん賞しよう用ようの炭すみ焼やき小ご屋やとかですよね？」

「もろに本館だよ！」

　無む邪じや気きな笑顔でそう言う唯香に突つっ込こむ。

　悪気はまったくないだろうことはアメリカン・コッカースパニエル（犬）が西向きゃ黒鼻も西ってことくらい分かってるとはいえ、これだからいいところのセレブお嬢さんは……

「あ、そ、そうなんですか？　ご、ごめんなさい。歴史的価か値ちでわざとこういう風にもっさりとさせている建物なのかと思って……。その、廃はい墟きよをわざと荒こう廃はいさせたままで放置しておいて味わい深くするみたいな感じに……」

「……」

　ある意味言えば言うほど墓ぼ穴けつを深くしていく唯ゆい香かの横で、

「え、えと……唯香ちゃん、どうして……？」

　お玉と包ほう丁ちよう片かた手てに割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたの日和ひより（料理中だったんだろう）が、地味に目をぱちぱちとさせていた。

「あー、唯香は俺が呼よんで来てもらったんだ」

「え……？」

「日和、ここんとこずっと悩なやんでただろ？　それについて相談に乗ってもらうためにな」

「あ……」

　日和が「な、何でそれを……？」……って顔になる。

「悪いけど気になってちょっと調べさせてもらった。部活のことで悩んでるんだろ？　姫ひめ乃の宮みやでは生徒は一人一つ以上の部活に入ることが決まっていて、そのためには最低十五万円からの部費が必要で……」

「そ、それは……」

　少しだけ目を伏ふせながら言葉を詰つまらせる。

　どうやらどストライクだったようだ。

「そのことを何とかするために唯香に来てもらったんだ。姫乃宮内のことだと、俺だけじゃ心こころ許もとないからな」

「よろしくね～、日和ちゃん♪」

　唯香がにっこりと笑みを浮うかべながらひらひらと手を振ふる。

「そ、そうなんですか……？　で、でも……」

「ん？」

「で、でも、わたしなんかのために、そ、そんなの迷めい惑わくじゃ……」

　もにょもにょとつぶやきながら申もうし訳わけなさそうに顔をうつむかせる。

　……はあ、まったくこの地味っこは。何か大変なことがあるとこうやって基本的には自分一人でため込む傾けい向こうがあるのは昔からなんだよな。

　俺はぱふっと日和の頭に手をやって。

「あのな、日和。そういうのは迷惑って言わないんだ」

「え……？」

「自分に置おき換かえて考えてみろって。日和だってもしも俺が何かに困こまってたらどうする？　何とかしたいって思うだろ？」

「あ、は、はいっ、そ、それは当然ですっ。た、たとえおにーちゃんが〝ぎゃんぶる〟や〝わるいおんな〟にはまってしまって身をもちくずして、地位も名めい誉よも信しん頼らいも失って短たん髪ぱつで眼鏡をかけたカ●カウな闇やみ金きんさんからおいこみをかけられるようなことがあっても、わたしは、お、おにーちゃんの味方ですっ」

　いやそこまで最底辺にまで叩たたき落おとしてくれなくてもいいんですがね、日和ひよりさん。

　まあそれはともあれ。

「そうだろ？　だったらそれは俺だって同じだ。日和が困こまってたら、何とかしてやりたいと思う。それは俺がやりたいことであっても、迷めい惑わくだなんてことはこれっぽっちもないんだぞ？」

「あ……」

「それに俺は『ぴよの団』の栄はえある団員番号[image: 001]番、切り込み隊長の晴はれ崎さき佑ゆう介すけなんだからな。ガッツを出していかないとダメなんだ」

「……お、おにーちゃん……」

　その言葉に雨上がりのタンポポの葉っぱみたいに目を潤うるませる日和。

　う、なんかふるふるしてて泣きそうだ。泣かれるのは苦手というか、片かた手てに包ほう丁ちようがあるもんだから何か客観的に見ると俺が年下相手に修しゆ羅ら場ばを起こしている変へん態たいロリコンみたいというか……

「と、とにかく、皆みなで考えれば何とかなるさ。唯ゆい香かだって、こうして協力してくれるって言ってるんだから」

「……は、はい……です……」

　そうこくんとうなずくと、日和はこっちを見上げたままきゅっと服の袖そでを握にぎってきた。

　それはまるで仔こ犬いぬが信しん頼らいした相手に対してにクンクンと甘えてくるような仕草であり……

　そのリアクションを見た唯香が、

「いいな～。二人ともほんっとに仲がいいっていうか、見てるとほんわかした気分になってくるっていうか～。あ～あ、私も佑介さんみたいなおにいさんがほしかったよ～♪」

「お……」

「え……？」

「きっと毎日たのし～んだろ～な～♪　おにいさんは頼たよりになって優やさしくて、いつでもいっしょにいてくれるの。それで時々二人だけで秘ひ密みつのお出かけをしたりとかで～♪」

　いたずらっぽく笑いながらそんなことを言ってくる。

「う……」

「え、えと……（真っ赤）」

　日和と二人で真っ赤になる。

　む、むう、照れるじゃないか……

「あー、とりあえずこんなところで立ち話もなんだし、中に入ろう。日和さんもひとまずお玉と包丁は置いてこような？」

「は、はいっ」

「お邪じや魔ましますね～♪」

　日和ひよりと唯ゆい香かがそれぞれにそう返事をして。

　三人で桜さくら乃の日ひ和より荘そうへと入った。







　──のだが。

　キッチンにはいなくてもいい先客がいたりした。

「……ちょっとあんた、このモヤシはどういうことよ？　ちゃんと調理しておけって言っておいたでしょうが」

「げ、桃もも子こ」

「……〝げ〟とはどういうことかしら？　紅べに色いろにもなれないヘタレな豚ぶた野郎の分ぶん際ざいで、あんた何様のつもり？　握にぎり潰つぶすわよ？」

　イスの上かみ座ざに女じよ帝ていのごとくふんぞり返りながらそんなことをのたまっているのは言わずと知れたダメ人間②：霧きり嶺みね桃子。

　とりあえず人にものを話す時には起き上がれって話である。

「……モヤシなら言われた通りにちゃんと和風に炒いため物ものにしただろ。何の文もん句くが……」

「……はあ？　芽が取れてないでしょうが？　これがあると歯は触ざわりと舌した触ざわりが気持ち悪いのよ！」

「……芽が付いてた方が栄養的には身体にいいんだよ。それにそれくらい気になるなら自分で取れ！」

「何よそれ。この私にモヤシの芽取りなんていうしち面めん倒どうくさい作業をしろとでも言うつもり？　……ちっ、相変わらず使えないわね。あんたなんてgoogleで淫いん乱らんテ●ィベアを画像検索でもしてしまえばいいのに。この金きん華か豚ぶた野郎」

「……」

　ホントに口が悪いな、この性悪ニート！

　理性的言語を司つかさどる神しん経けいがあますことなく断だん裂れつしてるんじゃないか？

　とはいえそれ以上そのことに食い下がってもムダなことは身に染しみて分かっているため、俺は大きくため息を吐つきながら顔を振ふって。

「……そういえば音ね色いろさんと厳いつく島しまのおっさんはどうしたんだ？　起きてないのか？」

　起床時間的にだいたいあのダメ人間①、③もセットのはずなんだけど。

「……ああ、あの二人？　あっちのとろい無む能のう女おんなはまだ寝てるんじゃないの？　知らないけど。変へん態たいカメラマンの方は『チョモランマ』で写真が撮とりたくなったとか言ってさっき出て行ったわよ」

「え？」

　チョモランマ？

　チョモランマって、あの？

　すると、

「ちなみに『チョモランマ』って、駅前のゴールデン通りにあるキャバクラの名前だけどね。新しく好みの被ひ写しや体たいが新人で入ったからさっそく突とつ撃げきするだとか、やたらと凜り々りしい口調で言ってたわ。……まったく、本当に男なんてアホな豚ぶたばっかり。屠と殺さつされてしまえばいいのに」

「……」

　相変わらずダメなおっさんだなー。

　ていうかそんなとこ行ってるヒマと金があるんだったら頼たのむからハローワークに行ってくれって話である。帰ってきたら説教決定だ。

　……まあ言いたいことはそれこそリアルチョモランマほどあるが、このダメ人間たちについては今さらとやかく考えても仕方がない。

　なのでもうそれは台所の漬つけ物もの石いしの脇わきに置いておいて。

「──それじゃあ唯ゆい香か、さっそくで悪いんだが、姫ひめ乃の宮みやの部活制度について少し教えてくれるか？　まずはそこが分からんと対たい策さくの立てようがない」

「あ、うん。了りよう解かいだよ、おにいさん♪」

　唯香は元気よくうなずくと、

「──えっとね、そもそも姫乃宮うちにはおよそ百から百五十の部活動、その他の研究会が存そん在ざいするの」

　そんな言葉で、部活についての説明は始まった。

「そのジャンルはあらゆる分野に多た岐きにわたっていて、どれも専門的実用的なレベルまで各部員のスキルを引き上げるのを目もく標ひように掲かかげてるの。全ては将来的に社交界や政せい財ざい界かい、あらゆる分野において一線級に通じる超一流の女性──『現代の姫ひめ』を育て上げるための過か程ていの一いつ環かんらしいんだけど、それってだいたいはうまくいってると思う。実じつ際さい、姫乃宮うちの部活はそのほとんどが全国レベルでかなり上位に位置してるしね」

「……なるほどね。要するに世間に存在するカップリングの数ほどその社会的立場を盤ばん石じやくにしているってことかしら。分かったの、佑ゆう介すけ？」

「……」

　そんなの知らんがな。

　ていうか何でこの性悪ビッチがこの話題に口を挟はさんでくるんだよ。関係ないだろ。

　俺のその突つっ込こみに。

「関係あるわよ。なんかよく分からないけれど、ピヨが困こまっているんでしょう？　それなら私が関わらない道理はない。あんたごとき●●●●ピーな豚野郎だけには任まかせておけないわ」

「●●●●ピーって、おま──」

「それに私も『ぴよの団』の団員なことを忘わすれないでもらいたいわ。私もピヨをサポートする正式な立場にあるの。というかむしろあんたの方がおまけ？　分かったらそこに這はいつくばって豚ぶたみたいに舌したを出して『分かりました。失礼な言葉を吐はいてしまい、いやむしろ崇すう高こうな桃もも子こ様の御おん前まえで私ごとき肥こえたピッグがのうのうと息をしていて申もうし訳わけありません』と三べん回ってブヒブヒ鳴きながら言いなさい」

「言うか！」

　く、相変わらず性格が腐くさってやがる……（色んな意味で）。

　だが言ってる内容自体にはそこそこ筋すじが通ってるところがまた腹立たしいというか。

「ふん、本当に役立たずね。シーシェ●ードに目を付けられたノル●エー×ア●スランドの鯨くじら組ぐみレベルかしら」

「お前が何を言ってるのかサッパリ分かんねぇよ！」

「はあ？　ヘ●リアのカップリングの話よ。常じよう識しきでしょう、この低てい脳のう」

「そんな常識は知らんわ！」

「……ちっ……」

「ぐ……」

　そんなことを言い合いながら睨にらみ合あっていると。

　と、隣となりの唯ゆい香かがにやにやとして、

「あの～、仲がいいのは分かったけど、そろそろ続けてもいいかな～♪　おにいさん、おねえさん？」

「仲良くなんてない！」「仲がいいわけないでしょう！」

　初夏の京都でよく食べられる小こ骨ぼねの多いウナギ目の魚のごとくハモった。

　や、どこをどうすればこいつと俺が仲良しこよしに見えるんだよ！　いくら物の見方がほんわかなフレンドリーお嬢様だからって、一度視し力りよく検けん査さかレーシックを受けてみた方がいいと思うぞ。

「え～、だってケンカするほど仲がいいってよく言うよね～？　それに二人とも本気で怒おこってないってゆうか、じゃれあってるみたいで見てて微笑ほほえましいよ～♪」

「……」

　世の中には本当に心からイラっとくるから言い争ってるって場合もあるんですがね。

　とはいえ俺もムカつきの念で人をヤることできたらと思わされたのは十六年生きてきてこのホ●好きニートが初めてだが。

　対面では桃子も「あ、ありえないわ……こ、こんなゾウリムシだかミジンコだかよく分からない生き物と私が、同じカテゴリーと思われていただなんて……」とアレなことを口走ってやがる。

　そんな中、日和ひよりさんだけは地味な動きで困こまったように「あ、あの、ゆーおにーちゃん、桃子おねーちゃん、ケ、ケンカは……」とおろおろとどこぞの『けん●をやめて』のように俺たちの間を行ったり来たりしていた。

「へへ～、まあおにいさんとおねえさんが仲良しさんなのは分かったから♪　そろそろ続きの説明をやっちゃうね。──えっとね、これがだいたいの案内資し料りようになるの」

「……案内資料？」

「うん。各部活の細かい内容とか、最低部費とかについて言げん及きゆうしてあるガイドブックだよ。生徒会の集まりでもらったの」

「ふむふむ」

　受け取って目を通してみる。

　ミシュランガイドほどの分厚さの紙かみ束たば。

　それらには姫ひめ乃の宮みやに存そん在ざいする全百四十三の部活の紹しよう介かい文ぶんやら活動内容やらが事細かに書かれていて……

「……いや、何だってこんなフランス料理同好会で部費が六十五万円もかかるんだ？」

　お前らは料理を素材から育ててるのかって感じである。

　しかも備び品ひんになぜかip●dとかが入ってるし……

「あ、うん。これはね、なんかレッスンのインターフェースに使うんだって」

「は？」

「私も詳くわしくは知らないんだけど、何でも搭とう載さいされてる動画機き能のうを通してリアルタイムで本場フランスの三ツ星シェフが指し導どうしてくれるみたいだよ？　今年からのフランス料理同好会の目玉なんだってさ」

「……」

　何だそれは。

　そりゃあ確たしかにあって困こまるもんじゃないかもしれんが、普ふ通つうの調理部の感覚からすれば過か度どのハイテクもいいところである。民●党から仕分け対たい象しようにされてしまえばいいのに……

「こっちのウインブルドンテニス研究会も八十万円……？　ラケットにダイヤかプラチナでも埋うめ込こまれてるのか……？」

「あ、それはね、直ちよく接せつイギリスまで行って毎年ウインブルドン選手権を生で観戦したりするのが恒こう例れいになってて、そのための旅費とかも含ふくまれてるみたい。専用飛行機のチャーターとか、移い動どう用ようのハイヤーの確かく保ほとか、ホテルのフロア貸し切りとか……」

「…………」

「え～と、おにいさん、気持ちはすっごく分かるんだけど、これも一いち概がいに否ひ定ていばっかりはできなかったりもするんだよ」

「え？」

「『現代の姫ひめ』の育成過か程ていの一いつ環かんとして活動をするには、やっぱりそれなりの経けい費ひが必要になる場合もあると思うの。たとえばクルージング部ではヨットとその停てい泊はく場所とかを維い持じすることは必要だし、馬術部では馬と厩きゆう舎しや、それを管かん理りする人たちも必要になってくる。もちろん、一部の使い方はちょっと行き過ぎだとは思うけど……」

「それは、そうかもしれんが……」

　しかし世の一いつ般ぱんの高校生の基き準じゆんで考えれば、一人ヨット一台のクルージング部が存そん在ざいする時点ですでに仕分け対象である。

　だって普ふ通つうはいいとこ部全体でヨット一台あればいい方だろ？

　なんかもう見れば見るほど自分の価か値ち観かんがゲシュタルト崩ほう壊かいしていく感じだな……







　そんな感じに資し料りようを見ていったわけだが。

「…………」

　……これは、ダメかもしれん。

　それが出て来た結論だった。

　……とにかく、案内資料を眺ながめている限かぎりこれはもうどうしようもない。

　載のっている部活はそのどれもがアホみたいな部費を要するものだし、その内容のどこを取ってみても正しよう気きの沙さ汰たとは思えないほどのセレブの極みである。この基き本ほん性せい能のうが地味で一般庶しよ民みんを地でいく日和ひよりさんには、どれ一つとしてマッチングするものがないというか……

「……」

　うーむ、どうしたらいいんだ……？

　良案が思い付かない。

　やっぱりここは最低部費の十五万円を何とかして調達する方向で話を進めていくのが一番現実的なのか……

　日和は地味に「え、えと……じゅ、十五万円は、千五百円の百倍で……」と指を折りながら考え込んでるし、桃もも子こは「佑ゆう介すけと変へん態たいカメラマンをマグロ漁ぎよ船せんにでも売うり払はらえば十五万円くらいすぐに何とか……ぶつぶつ……」などと物ぶつ騒そうなことを言ってやがる。

　そんな光景を視し界かいに入れながら頭を悩なやませていると。

「──あのね、一つだけ、方法はないこともないの」

「え？」

　と、唯ゆい香かがこっちを見上げながらそう言ってきた。

　方法が、ある？

「えっとね、部費っていうのは別に最低額が学校によって定められてるわけじゃないんだよ。学則とかルールの上では別に五百円のところとか、場合によっては無料のところがあったって全然問題はないの。ただ今のところ現げん存そんする部活の中では一番低い部費が十五万円になってるってだけで。だったら、そうじゃないところがあれば……」

「──あ」

　唯ゆい香かの言っていることが何となく俺にも理り解かいできた。

　現存する部活の中では部費が十五万円より低いところはない。

　ただし部費の最低額は姫ひめ乃の宮みやにより決められているというわけではない。

　そうではないところがあれば日和ひよりも問題なく参さん加かできる。

　ということは──

「──新しく、部活を作ればいいってわけか」

　その言葉に唯香がぱちりとウインクをしながらうなずく。

「ん、そ。さすがおにいさん、察さつしがいいね♪」

　今あるものが全ぜん滅めつだってのならもう新しいものを探さがすか作るしかない。ある意味当然っちゃあ当然の帰結である。

　ただ。

「だけど部活ってのはそんなに簡かん単たんに作れるものなのか？　色々と手続きやら何やらがうるさかったりするんじゃ……」

「それはだいじょぶだよ。姫乃宮うちは校則は厳きびしいけど、基き本ほん的てきに生徒の自主性は重んじる校風なの。だから要よう件けんさえ満たせば新しく部活を作ること自体はそんなに難むずかしくないと思うよ～」

「そうなのか？」

「うん。部活新しん設せつは生徒会でも受け持ってる案件だから、ちょっとは詳くわしかったりするんだよ♪」

　腕うでまくりをしながらにっこりと笑う。

　そういえばこのお嬢様、例の鷹たか匠じようお嬢様が会長を務つとめる『姫ひめ薔ば薇ら会かい』だかの生徒会の一員でもあるんだったっけか。

　なんかあまりにもフランクでいい意味でお嬢様っぽくないから時々忘わすれそうになるな。

「それでその要件ってのはどんなのなんだ？」

　なんかまた無茶な付ふ随ずい条件とかがあるんじゃあるまいな？

　これまでの姫乃宮クオリティからして上じよう納のう金きんが五十万円だとか申しん請せいに政治家三人以上の推すい薦せんが必要だとかがあっても不思議じゃない。

　すると唯香は首を横に振ふって。

「そんなことはないよ～。要件は大まかに言って五つかな。必要なのは部員、活動場所、代表者、顧こ問もん、あとは部活としての最さい低てい限げんの要よう素そ……って感じだと思う」

「なるほど……」

　確たしかにそれ自体は普通の部活作りと変わらんな。

　部活新設……もしかしたら、やれるかもしれん。

「どうだ日和、やってみないか？」

「え……？」

「部活新しん設せつだ。やってみる気はないか？」

「部活を……わ、わたし、が……？」

　その言葉に日和ひよりは戸と惑まどっているようだった。

　まあそりゃあそうだよな。何かを新しく作るってのは決して簡かん単たんなことじゃない。そこには常つねに責任が付きまとうし、やらなければいけないことだって増ふえる。さらに自分で部活を作るってことは必然的に代表者は日和さんになるだろう。躊ちゆう躇ちよするのも当然だ。

　だが日和は何かを覚かく悟ごしたかのようにこくんとうなずいて。

「──や、やってみます！」

「え？」

「ぶ、部活ですっ。そ、それは、その、色々不安ですけど……で、でも、おにーちゃんと唯ゆい香かちゃんが考えてくださったことをむだにしたくありません……っ……！」

「おお、そうか！」

　まさかこの地味っこからそんな一発オッケーな返事が来るとは思わなかった。

　となればあとはどんな部活を作るかだ！

　まずはあまり部費がかからないことが最低条件だ。そこの問題がクリアできてなければ新しく部を作る意味がそもそもない。

　さらにはどうせなら日和に向いているものがいいだろう。本人と相性がいい組み合わせの方がやる気も出るだろうし。

　そして贅ぜい沢たくを言えばかかる経けい費ひが少なければ少ないほどもう言うことはナシだ。

　それらの諸条件を満たすものは──

「……」

「……（どきどき）……」

「……」

　満たすものは……

「……（どきどきどきどき）……」

「…………」

　……何なんだろうね？

　や、部費があまりかからないだろうもの自体はいくつか挙あげられるよ？

　ただ何せ普ふ段だんの生活からして地味でシルバーライクな日和さんだ。何かを華はなやかにやってる姿すがたってのがこれっぽっちも想そう像ぞうつかないんだよな（←失礼）。

「あー、日和はどんな部活がやりたい？」

　なので直ちよく接せつ本人に訊きいてみたところ。

「え、わ、わたし、ですか……？」

「ああ」

「え、えと、えと……」

「……」

「……あ、あの、みんなでいっしょにのんびりお茶を飲んだり、おしゃべりができる部活がいいです。あたたかい日だまりでひなたぼっこをしながらほんわかと何でもないお話をしたりとかで……」

　ほんわかとした表情でそう言う。

「…………」

　それは最近流は行やりの軽音楽部をテーマとしていながらほとんど演えん奏そうシーンがないアニメ番組とかに近いものがあるんですかね？

　や、気持ちは分かるんだがさすがにそれは漠ばく然ぜんとし過ぎてるだろ。

「……日和ひより、そうじゃなくてだな、もうちょっと具体的に言ってくれると助かるんだが」

「ぐたいてきに……。え、ええと……あ、で、でしたらお料理をするのは好きなので、そういうことができる部活だと、うれしいです……。みんなでトマトを栽さい培ばいしたり、自家製の梅うめ干ぼしを漬つけたり、野草摘つみに出かけたり……」

「料理か……でも唯ゆい香か、確たしか料理系の部活はもうあるんだよな？」

「あ、うん。ほとんど網もう羅らしてると思う。だからちょっと難むずかしい、かな～」

「だよな」

　部活新しん設せつ自体には大きな制せい限げんはないが、基本的に同じジャンルの部活が重複するのは認みとめられないらしい。

　それ自体はもっともな制約なんだが……とはいえ日和さんにフィットするとしたら確かにそっち系なんだよな。

　何せ普ふ段だん、この地味っこが楽しそうにやっていることといえば広義での料理がメインを占しめているわけである。

　季節ごとに梅干しを漬けたりぬか床どこからぬか漬けを作ったりするのはマメだし、今朝も自分で旬しゆんの野草を採とってきて調理してくれたりした。少し前までは俺といっしょにやる家庭菜さい園えんにも熱心だったし、特にどこで覚えてくるのかお婆ばあちゃんの知ち恵え袋ぶくろ的てきな地味な作業が大好きで──

「……ん？」

　と、そこで何かが引っかかった。

　野草を採ってきたり家庭菜園に進んで協力したり。

　枝えだ豆まめ栽培キットを買ってきて枝豆を自作したり朽くち木きと元となる菌きんをどこからか手に入れてきてシイタケを栽培したり。

　それらは何だかどこかで聞いたようなコンセプトであって──

「…………」

　もう一度思い返してみる。

　日和ひよりさんの特性。

　料理系に関することで、それでいて既き存そんのジャンルに縛しばられないもの。

　それらに適てき合ごうするヒントを……俺は昨日この目で姫ひめ乃の宮みやに見てきたはずだ。

「……そう、か……！」

　頭に浮うかんだ一つの案。

　それなら……何とかなるかもしれん。

　手元のガイドブックをパラパラとめくって確かく認にんを取る。

　部費の問題も、日和の部活への適合性の問題も、もしかしたらどちらも一気に解かい決けつする可か能のう性せいがある！

「おにーちゃん……？」

「どうしたの、お腹なかでも痛いたいの？」

「……何よ急にヘンな声を出して。とうとう脳のうからチューリップでも生えでもしたのこの豚ぶた野郎？」

　怪け訝げんな顔でこっちを見る日和たち。

　そんな中、俺は勢いきおいよく立ち上がって。

「──『菜さい園えん部ぶ』を作ろう！」

　そう宣せん言げんしたのだった。







　　　４




　さて、ここで言うところの『菜園部』について少し説明をしておこう。

『菜園部』とはとりあえず付けてみた仮か称しようで、要は家庭菜園やビニールハウスで無農薬野菜やら有機果物やらを栽さい培ばいしたり、そこで収しゆう穫かくされたそれらを自分たちで色々と加工したりすることを活動内容とした部活である。

　言ってみれば農作業と自給自足をミックスさせたみたいなもんか。

　基本的には日和さんの大好きなジャンルであって、その活動内容には確たしかに調理も含ふくまれはするが、あくまでそれは副ふく次じ的てきなものに過ぎないので、それなら料理系の部活とも被かぶらないはずだ。

　……収穫した野菜やら果物やらは一部桜さくら乃の日ひ和より荘そうに持ち帰れば、食費の足しになりそうだし。

「『菜園部』……わ、わあ、すてき、です……♪」

「なるほど～、それなら確たしかに料理系の部と被ることもないし、すっごい楽しそう♪　さすがだね、おにいさん♪」

「ふん、飛べない豚のクセに少しは小さじほどの脳のう味み噌そを使ったじゃない」

　日和ひよりたちもそう言ってきてくれる。

　ということは。

「じゃあ──これで大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はいっ。お、お願いしますっ」

「うん、だいじょうぶだと思うよ～♪」

「まあ、認みとめてあげるわ」

　唯ゆい香かたちの同意の声がダイニングに響ひびいて。

　そういうわけで、部活新しん設せつへと向けて『ぴよの団』の活動が始まった。

　ここでもう少し詳くわしく、唯香から教えられた部活新設の要よう件けんを書いておこうかね。

　必要な条件は以下の通り。






　１：部員（最低五人以上）

　２：活動場所（部活の目的に合がつ致ちする場所が存そん在ざいすること）

　３：顧こ問もん（姫ひめ乃の宮みや教師または、教師に推すい薦せんされた者一名以上）

　４：代表者（部員の中から選定）

　５：部活としての最さい低てい限げんの要よう素そ（活動内容に実体があること）








　この五つである。

　日和さんが創そう設せつする部活──仮か称しよう『菜さい園えん部ぶ』を設立するためには、これらの条件をクリアしなければならない。

　まずは最初の五人以上の部員であるが……

「──ん、二人目はもちろん私だよね、日和ちゃん♪」

「ゆ、唯香ちゃん……」

「『菜園部』、面おも白しろそうだよね～。生徒会との兼けん任にんになっちゃうから毎日とかはムリかもしれないけど……でも、できることはさせてもらうから、よろしくね♪」

「唯香ちゃん──う、うんっ！」

　にっこりと笑ってそう言ってきた唯香に日和が嬉うれしそうに大きく首を振る。

　ふむ、まず一人はこれで問題ないみたいだな。

　これで残るはあと三人であるわけだが……

　と、そこで日和がこっちを見上げて、

「え、えと……それなんですが、そ、その、日ひ向なたちゃんと皐さ月つきちゃんにお願いしてみようと思います。二人とも、やっぱりまだ部活が決められないでいたみたいだから……」

「そうなのか？」

「は、はいっ……」

　うなずきながらそう言ってきた。

　日ひ向なたと皐さ月つき。入学式の時に知り合った〝おホモだち〟お嬢様と〝第三の眼め〟お嬢様の二人である。

　ただ気になるといえば気になることといえば。

「その二人、大だい丈じよう夫ぶなのか？　その、だな……」

　いや、昼食の時にいっしょにいなかったじゃん？

　日和ひよりさんはこんな風に言っているけど、実はそんなに仲良くなってないなんてことは……ないよね？

　そんな俺のささやかな疑ぎ惑わくに、

「あのね、おにいさん、日向ちゃんも皐月ちゃんも色々と忙いそがしいんだよ～」

「え？」

「日向ちゃんも皐月ちゃんも、それぞれ製薬分野と重化学工業分野で有名な高たか千ち穂ほ家けと久く我が山やま家けだから、あちこちの派は閥ばつから声をかけられてて休み時間とか昼休みは引ひっ張ぱりだこな感じなの。普ふ段だんは日和ちゃんと私といっしょにお昼を食べたりお話ししたりしてるんだけど、そのせいかここ一週間は全然で……」

「……」

　……そうなの？

　……うーむ、意外だ。

　だがよく考えてみれば日向も皐月も個人としてのキャラはさておき、基本設せつ定ていは姫ひめ乃の宮みやに普ふ通つうに編入するだけの高スペックお嬢様なんだよな。同じ入学式で一人ぽつんと浮ういていた組でありながら、そういった面では日和とはある意味違ちがった世界の住人であることは否ひ定ていできないってわけか。

「だから日向ちゃんと皐月ちゃんはだいじょぶだと思うよ～♪　日和ちゃんがお願いすれば、きっと『菜園部』に入ってくれるから♪」

「は、はいっ。日向ちゃんと皐月ちゃんは……そ、その、お、お友達、です……」

「……」

　この人見知りの達人（マスタークラス）である日和さんが〝お友達〟だって自分で言えるくらいだから、おそらくそれに見合うだけの信しん頼らいが確たしかにその間にはあるんだろう。

　だとしたらそこはこの際さい大丈夫だとして。

「それでも四人だよな？　あと一人いないと……」

「は、はい、です……。で、でも……そ、それはがんばって何とかします。あと一人、入部希望者を……さがしますっ！」

　ぎゅっと両手を握にぎりしめてそう訴うつたえかけてくる日和ひより。

　その様子は珍めずらしく前のめりだったし、どの道部員集めに関しては部外者な俺にはどうしようもない以上、日和さんに任まかせるしかない。

　なので。

「分かった、頼たのんだぞ、日和」

「は、はいですっ！」

　その声に日和が地味にこくこくと大きくうなずいて。

　と、これでひとまず一つ目の要件である部員についてはある程てい度どの目星が付いた。

　次は二つ目の要よう件けんである活動場所の問題であるわけだが……

「──なあ日和、活動場所については俺に任せてくれないか？」

「え……？」

「ちょっと当てというか、心当たりがあるんだ。まずはそこに当たってみたくてな」

「心当たり……？」

「ああ」

　家庭菜さい園えんやらビニールハウスやらをやるのに相応ふさわしい場所。

　それに一つだけ心当たりがあった──というより、そこの存そん在ざいが頭の中にあったからこそ『菜園部』なんてもんを作ろうと思い付いたわけだしな。

「だから活動場所の確かく保ほは俺に任せて、日和たちは他の条件をクリアできるようがんばってくれ」

「え、えと……は、はいっ、お、おにーちゃんを、信じてますっ！」

「ん、任せとけ！」

　日和の言葉に大きくうなずき返して。

　こうして活動場所を探さがすのは俺の担当となったのだった。







　その翌よく日じつの放課後。

　前日に引き続き……再ふたたび俺は一人姫ひめ乃の宮みやの校門前に立っていたのだった。

「……」

　今日はその手にはたてぶえはない。

　今回俺がここにいる理由はただ一つ。昨日頭に浮うかんだ心当たりに直接当たってみるためである。

「あー、すみません」

　軽く咳せき払ばらいをしつつ詰つめ所しよの中に声をかける。

「……はい、何かご用で──って、お前は!!」

　俺の顔を見た途と端たん、警けい備び員いん（女の人）が埼さい京きよう線せんで痴ち漢かんでも見つけたみたいな警けい戒かいした表情になる。

　や、あくまでどこまでいっても誤ご解かいなんだが、いちおう一昨日はちょっとした騒そう動どう（誘ゆう拐かい疑ぎ惑わく）を起こしてるからなあ。まあこの反はん応のうもやむを得ないというか。

　ただ今日は過か日じつと違ちがって切り札（？）がある。

　俺はコホンと咳せき払ばらいをして。

「あー……ええと、『菜さい園えんは今日もいい天気で収しゆう穫かく日び和より』」

「!?」

　その一言に警備員たちの表情がザワっ！　と驚きよう愕がくの色に染そまった。

「……ど、どこでそれを!?」

「な、何でお前が……!?」

「し、信じられない……!?」

　俺が口にしたのは一昨日別れる際に菜園のおばちゃんに言われた言葉である。

　なんかよく分からんが、これを伝えれば余よ計けいな手続きやら検けん査さやらなしに入り口を通ることができるって聞いたんだよ。その時は半はん信しん半はん疑ぎだったっていうか、どういうことだかさっぱりだったわけなんだが。

「し、失礼いたしました！　え、ええと、晴はれ崎さき佑ゆう介すけ様。どうぞ、お進みください！」

　効こう果かは覿てき面めんだった。

　それまで発情期のホワイトタイガーみたいだった警備員が借りてきたアメリカンショートヘアーみたいに恐きよう縮しゆくした顔になる。

「あの、首輪は……？」

「そ、そのようなものは必要ありません！　あ、その、あった方が性せい癖へき的てきに落ち着くというのならお貸ししますが……」

「……」

　そんなもんはあるはずないんですがね。

　ともあれあのバトルロ●イヤルな首輪なしで行けるならそれに越したことはない。

　差し出されてきた首輪（ボンデージ風で表面に『犬』と書かれている）を丁てい重ちようにお断ことわりして、校門の中へと入っていく。

　都合およそ六度目な姫ひめ乃の宮みや女学院内。

　ほんの四十八時間前に一度通った道だけあって、菜園にはすぐに辿たどり着つくことができた。

　前に見た時と同じだだっ広い畑と菜園には、あちこちに野菜や果物の緑のカーテンが覆おおわれていて、ビニールハウスの中ではトマトのキレイな赤色が目に鮮あざやかに色付いている。

「──おや、来てたのかい」

「あ」

　声をかけられて振ふり向むいてみれば、そこには一昨日とまったく同じ麦わら帽子にタオルを垂たらしたおばちゃんの姿すがたがあった。

　こっちに近づいてくると笑顔とともにバンバンと俺の肩かたを叩たたいて、

「さっそく来てくれるとは嬉うれしいね。どうだい、一昨日の大根は美う味まかっただろう？　うちの野菜は何たって完全無農薬の有機野菜だ。大きさだけじゃなくて味も他のものとはひと味違ちがうからね」

「どもっす。ええ、さっそくふろふき大根にさせてもらって……」

「へえ、ふろふき大根かい、なかなか分かってるじゃないか」

　楽しそうにそう笑いかけてくる。

　ふむ、パッと見はホントに話し好きなどこにでもいる普ふ通つうのおばちゃんって感じなんだよな、この人。

　そのまましばし世間話というかどうでもいい話のやり取りをして。

　いよいよ本題に入ることにする。

「──あの、実は今日はお願いがあって来たんです」

「お願い？」

「あー、はい、その……」

「？」

　姿し勢せいを正して丁てい寧ねいに一連の事情を説明した。

　自分の妹みたいな存そん在ざいがこの姫ひめ乃の宮みやに通っていること。

　その妹が部費が出せなくて部活に入れそうにないこと。

　そのために新しく部活を作ろうとがんばっていること。

　そして『菜さい園えん部ぶ』を作るにあたって……ここの畑やらビニールハウスやら農具やらを使わせてもらえないかということ。

　その話をおばちゃんは黙だまって聞いていた。

　腕うでを組みながらの何かを思案するみたいな沈ちん黙もく。

　やがて話が全て終わったところで俺の顔を見て。

「……なるほどね。そういう理由でここを使いたいってわけかい」

「は、はい」

「ふん──確たしかにここの畑や菜園は生徒たちのためのものだからね。有ゆう効こうに使ってもらえるのなら願ってもないことさ」

「え、じゃあ……」

　思わず十二時を告げるハト時計のようにグッと身を乗り出す俺に。

「……早まるんじゃないよ。まだ私は認みとめるとは言っていないさ。──だいたい、この場所を使いたいっていうのなら、その本人が来るのが筋すじってもんじゃないのかい？　その日和ひよりとかいうのはどうしたんだい？」

「それは……」

　確たしかにその通りではあるんだが。

「あの、これは俺の独どく断だんなんです。俺が自分から一人で行くって言って……。だから日和はこのことを知りません」

「……知らない？　自分に関することなのに？　ふん、あんたたちの関係は分からないけど、それはちょっと過か保ほ護ごすぎるんじゃないかい？　──まあそれは百歩譲ゆずって目をつむるとしよう。だけどまだ終わりじゃないよ。あんたたちの事情は分かった。とはいえ他に場所がないからっていうだけの生なま半はん可かな気持ちじゃ、ここを使わせてやるわけにはいかないね」

「え？」

　それってどういう……？

「なーに、簡かん単たんなことさ。この畑を……こう見えても姫ひめ乃の宮みや開校時から伝わる伝でん統とうある土地を使おうってのなら、それ相そう応おうの覚かく悟ごを見せてもらおうってわけさ。──そうだね」

　そこでおばちゃんは一度言葉を切って。




「──一晩で、ここに畑を作ってもらおうかね」




「え？」

　俺の目を真っ直ぐに見ながらそう言った。

「ここの土地を一晩で畑になるように整地できるかって言ってるんだよ。もちろん、あんた一人でね」

「ここを……」

　おばちゃんが指さしていた先。

　そこは辺りに雑草が生えまくっていて、さらには大小の石やら岩やらがゴロゴロと転がるハ●ルに出て来る魔ま女じよが住んでそうな荒あれ地ちだった。

「どうする？　別にやめたっていいんだよ。その日和とかいう子が妹みたいだか何だか知らないけど、所しよ詮せんは他人だろう？　その子のためにあんたが何かしてやる義理はないんじゃないかい？」

　意地悪そうに笑いながらそう言ってくるが、

「──いえ、やります」

「お？」

「やってみせます！　ここを明日までに畑にすればいいんですよね？」

　俺の答えなんてもうそれしかないに決まってるだろ。

　日和ひよりは一いつ生しよう懸けん命めいにがんばっている。

　入学式から今日に至いたるまでで何だかんだで唯ゆい香か、日ひ向なた、皐さ月つきという三人の友達をゲットしたし、今だってきっと五人目の部員を探さがして地味っこなりに必死に努力しているところだろう。

　初めて見せてくれたなりふり構かまわないがんばり。

　だったら……〝おにーちゃん〟であり『ぴよの団』のナンバー１である俺が奮ふん起きしないわけにはいかないじゃないか。

「へえ、なかなかいい根性だね。だけど言うほど簡かん単たんじゃないよ？　畑の一つと軽く考えてると足下をすくわれることになると思うけどね」

「分かってます」

　これでも近所の爺じいちゃん婆ばあちゃんを手伝って畑を耕たがやしてたこともある身だ。この荒あれ地ちを一晩で整地して耕してそれなりの畑のカタチにすることがどれほど大変なことかは、身をもって分かってる。

　分かっちゃいるが。

　それでもそれくらいのことは……やってやりたいと思うんだよ。

「なるほどね、あんたの心持ちは分かった。じゃあやってみな。根性のほどを見せてもらおうじゃないか。ああ、特別にここらにある農具は全部使っていいよ。サービスだ」

「！　ありがとうございます！」

「ふ、せいぜいがんばるんだね」

　そう言って不ふ敵てきな笑みとともにうなずくと。

　おばちゃんは行ってしまった。







　……さて。

　……ここからは時間との勝負だ。

　パッと見たところ問題の荒れ地の広さは教室一つ分ほど。

　おそらく俺の持てる労働力を目の前にニンジンをつるされた馬車馬のごとくフル回転させてギリギリ明日までに終わるかどうかってとこだろう。

　余よ計けいなことをしてる余よ裕ゆうなんてない。

「……よし」

　ヒッヒッフーと深しん呼こ吸きゆうをして。

　作業を開始した。

　近くに置いてあったクワを借りて眼がん前ぜんの荒れ地へと振ふり下おろしていく。

　ザクザク……ザクザク……

　ザクザク……ザクザク……

「……」

　く、分かっちゃいたがしんどいな……

　作業自体は難むずかしいことは何もない。

　目に付く石やら岩やらをどけて、余よ計けいな雑草を引ひき抜ぬいて、その後にひたすらに耕たがやして柔やわらかい土にしていくだけである。

　それ単体はちょっと賢かしこいマルチーズでも理り解かいできるシンプルな行こう程てい。

　だが単調な作業ほどある意味ではきついものはないんだよ。

　何ていうか、バイトの中でもパン工場でのベルトコンベア包ほう装そう作業とかが一番大変だしさ。

　ザクザク……ザクザク……

　ザクザク……ザクザク……

　地面に転がる余計な物を取とり除のぞいてはクワを振り下ろして。

　またクワを振ふり下おろして雑草を引き抜いていく。

「…………」

　うう、辛つらい……

　今いま頃ごろ桜さくら乃の日ひ和より荘そうでは夕飯時だろうか。今日の料理当番は確たしか日和ひよりさんだったはずだ。ちゃんとうまくやれてるといいんだが。いつもの薄はつ幸こう属ぞく性せいを発はつ揮きして漬つけ物もの石いし代わりに使っていたスフィンクスの置物が顔面直ちよく撃げきとかしてないだろうか。何といっても幸さち薄うすい薄幸神の申し子みたいな十五歳だしなあ……

　浮うかんでくるのはそんなことばかり。

　ほとんどはここにいない日和さんの心配というか。

　……ったく、我ながらこれはどうかと思うね。

　思わず苦笑。

　そりゃあ過か保ほ護ごだとも言われるかもしれん。

　でもやっぱ……気になるんだからしょうがないだろ。

　おどおどと落ち着かない小動物みたいな日和さん。

　それがどうしても頭の片かた隅すみから離はなれないんだよ。

　そんなこんなで地道に作業を進めていき。

　──耕こう作さく開始から八時間ほどが経けい過か。

「……ふう、何とかここまで来たか……」

　クワを足下に置きながら額の汗あせを拭ぬぐう。

　眼がん前ぜんに広がる開けた光景。

　その八割は雑草やら石やらが除じよ去きよされ、耕された柔やわらかな土となっていた。

　あとは中心の僅わずかな部分を残すのみ。

　これなら何とかタイムリミットよりも少し余よ裕ゆうを持って終われるんじゃあるまいか……と思い始めたそんな最中。

　予想外の事じ態たいが発生した。

　それは。

「……ぐ、こんなの聞いてないぞ……」

　目の前に飛び出たどでかい石せき片へん。

　なんか地面のど真ん中に石せき碑ひみたいなもんが刺ささってるんだけど！

　地面に出ていた時は上じよう端たんの部分しか見えなかったんでただの小さい石かと思ったんだが、実じつ際さいは深々と土の奥おくにまでくい込んでいる細長い石せき塔とうのようなものだった。

「……」

　あまり考えたくないが、とりあえずこれを何とかしないことには作業はフィニッシュを迎えることはない。

「……。……やるしか、ないか……」

　自分に言い聞かせるように一人そうつぶやき。

　覚かく悟ごを決めて掘ほり始はじめる。

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　無心で掘り続ける。

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　いつまで経たっても底が出て来ないな……

　うーん、なんか段だん々だん気が遠くなってきたぞ……

　何かそこはかとなく頭の中でガ●ダムの敵てき軍ぐん量産型モビルスーツが大部隊で行進してる画が頭の中に浮うかぶっていうか……

　それに何だか頭の芯しんがボーっとして気持ちよくなってきた。子供の頃ころの楽しかった思い出とかが次々と脳のう裏りに浮かんできて……

「…………はっ！」

　それは走そう馬ま灯とうだ！

　明らかな死亡フラグだっての！

　頭を壊こわれた振ふり子このごとくブルンブルンと振って意い識しきを覚かく醒せいさせて、作業を再さい開かいする。

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

「……」

　眠ねむい……

　そういえば今日は昼飯から何も食べてなかったっけか……

　空腹による糖とう分ぶん不足も相まって強きよう烈れつな眠ねむ気けが津つ波なみのごとく襲おそいかかってきて……

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　なんかもう夢なんだか現実なんだかよく区別が付かん中、ただ一心にクワを振ふり下おろす。

　わーい、何だか楽しくなってきたぞー……

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　ザクザク……ザクザク……ザクザク……

　その後もよく分からんテンションの中とにかく地面を掘ほり起おこしていき。

　そして。







「…………」

　──終わっ、た……

　朝焼けが僅わずかに辺りを照らすだけのまだ薄うす暗ぐらい午前五時。

　目の前にあるのは何とか整地された畑と、三時間ほどかけてようやく発はつ掘くつされた石せき碑ひのようなもの。

　その表面には何か文字のようなものが刻きざんである。

　暗いのと疲つかれとでよく見えんが、『初代姫ひめ乃の宮みや菜さい園えん部ぶ設せつ立りつ記念』とか何とか書いてあるような……

「……」

　とりあえず今はどうでもよかった。

　もう全身が溶とけかけた泥どろのようというか電池が切れたダンシングフラワー状じよう態たいで、とにかく眠ねむってしまいたくて……

　……お、おにーちゃん……！

　朝だけあって少しばかり肌はだ寒さむいが、この季節なら少しくらい仮か眠みんを取っても死にはしないだろう。前にちょっとした事情で高校の校庭で熟じゆく睡すいしたこともあったし。……死んでると勘かん違ちがいされて通つう報ほうされたけど。

　……お、おにーちゃん！　お、おにーちゃん！　た、大変です……お、おにーちゃんが……ゆ、ゆーおにーちゃんが、死んじゃって……っ！

　いやだから死んでないってのに……

　ていうかなんか日和ひよりさんの声が聞こえる気がするな。

　耳みみ慣なれた地味っこボイス。

　うーむ、この期ごに及およんで聞こえてくるのが地味っこの声だなんて、ホントにどこまで気にかかってるんだって話である。

　……おまけにうっすらと日和ひよりさんの幻げん覚かくまで見えるよ？

　いつも通りに地味で地味で地味なたたずまいで、その目をうるうると潤うるませながら俺の身体を摑つかんできていて──

「お、おにーちゃん……ゆーおにーちゃん……っ！」

「落ち着きなって。別に死んじゃいないよ。おおかた疲つかれ切きって寝ねてるだけだろ」

「で、ですけど……！」

「……」

　……って、本物の日和さん!?

　意い識しきはボンヤリとしてはいるけど、この地味なシルエットを見み間ま違ちがえるはずがない。

　俺がゾンビのごとくガバっと起き上がると、日和は驚おどろいたように目をぱちぱちとさせた。

「お、おにー……ちゃん……？」

「ああ、おにーちゃんだぞー」

「おにー……ちゃん……」

　日和は少しの間動きを止めていた。

　だがすぐに氷が溶けたみたいに動き出すと、そのままウリ坊がタックルするかのように抱だきついてきた。

「お、おにーちゃん……っ……おにーちゃん……！」

「ひ、日和さん？」

「あ、あの……わ、わたし……聞いて……ぐ、ぐすっ……お、おにーちゃんが……大変だって……だから、だ、だから……っ……え、えぐっ……」

　泣きじゃくりながらぎゅ～っとしがみついてくる。

　むう、なんかよく分からんが……心配して来てくれたってことなのか？
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　胸むねに日和を抱かかえたまま首をひねっているとおばちゃんが。

「──ふん、まあ合格だよ」

「え？」

「この畑の様子を見る限かぎりあんたは見事にあたしに言われたことをやり切った。それにそっちの子もちゃんと期待に応こたえてくれたしね」

「え……？」

「さっき電話で伝えたのさ。あんたの大好きなおにーちゃんが、あんたのために身体を張はってがんばってるってね。それを聞いて何も動かないようなら、悪いけどそこまでさ。そんな人間は信用できないからね」

「……」

　そんなことを試しまでしてたのか、このおばちゃん……

「でもそうしたら二つ返事だったよ。この子は一時間も経たたないでここまでやって来た。こんな時間だ、電車だってないだろうに。あんたたちの間にはちゃんとした絆きずながある。そういう人間になら任まかせられる。──約束通り、ここは好きに使ってくれていいよ。あんたたちならきっといいように使ってくれるだろうさ」

「え……」

「あ……」

　その言葉に二人で顔を見合わせて、

「やったな、日和ひより！」

「は、はいっ！」

　互たがいに手を取りながらうなずき合う。

　と──そこで気付いた。

　目の前で無む邪じや気きに声を上げる日和の格かつ好こう。

　見てみればそれはいつも寝ねる時に着ているチャンチャンコ姿すがただった。

　それこそ取るものも取らずに飛び出してきたんだろう。

「日和……」

　まったく、この地味っこは……

　時々そのキャラからは思いも寄らない無茶をするんだからさ。

　苦笑半分そうまでしてくれた嬉うれしさ半分で地味っこを見ていると、日和ひよりは土にまみれた俺の手をきゅっと握にぎりしめてきて、

「で、でも、よかったです……おにーちゃんが無事で……」

「大げさだな。ちょっと畑で寝ねてただけだってのに」

「お、おおげさじゃないです……そ、そんなにぼろぼろになって……。そ、それに、おにーちゃんは、い、いつだって気付かないうちに助けてくれます……。お話に出てくるヒーローみたいに……」

「ハハ、そりゃあ〝おにーちゃん〟だからな」

「……ううん、違ちがいます。おにーちゃんだからじゃ、ないです……」

「？」

　ふるふると小さく首を振ふって。

「……ゆ、ゆーおにーちゃんだからです。おにーちゃんがただのおにーちゃんじゃなくて、ゆーおにーちゃんだから……そうなんです。と、特別なんです……」

　頰ほおをそこはかとなく赤くしながらのそんな言葉。

　嬉しいことを言ってくれるじゃないか。

　俺は一いつ生しよう懸けん命めいにじ～っとこっちを見上げてくる日和の頭をぽんぽんと撫なでて、

「ふ、ふぁ……？」

「そうだな、〝ゆーおにーちゃん〟なんだから、がんばらないとな」

　目をぱちぱちとさせている日和に、そう笑いかけたのだった。







　　　５




　こうして第二の要よう件けんであった活動場所の問題は解かい決けつして。

　残る懸けん案あん事じ項こうだった部員の五人目であるが。

「あ、は、はいです。それなら……見つかりました！」

「え？」

　なんか、あっさりと見つかっていた。

「え、えと、名前は星ほし森もりましろちゃんといって、わたしたちと同じクラスで……」

　何でも入学式の時に最後に日和たちのグループに加入したお嬢様らしい。

　教室で入部希望者を募ぼ集しゆうしていたら向こうの方からおずおずと申し出てくれたとのことである。ああ、あの時の気弱そうなお嬢様か。そういえば日和の演えん説ぜつ（？）にやたらと感かん銘めいを受けてたしな。

　そうして最低人数である五人は揃そろったわけだが。

　──ほら見ろ。

　やっぱり努力ってのは必ず結果が報むくいてくれるんだよ。

　この成果だって入学式で日和ひよりががんばった結果──それはひいては、姫ひめ乃の宮みやの立りつ派ぱな一員になるために日和が努力したこれまでの半年の、そして今もそうであろうとがんばり続けている努力の賜たま物ものでもあるんだしな。

　……ん、そういえばこれってまさか鷹たか匠じよう光ひか琉るが意図してたことなのか？　派は閥ばつを超えた自由な繫つながりってのは入学式で言げん外がいに提てい唱しようしてたことだし……

「……」

　まあ……深く考えても仕方ないか。

　あの黄金お嬢様はいまいち何を考えてるのか分からんところがあるからな。

　ちなみにその話を聞いた雀すずめヶが原はらのお嬢様が悔くやしがってドスドスと地じ団だん駄だを踏ふんでいたとのことだが、それもまた比ひ較かく的てきどうでもいい余よ談だんである。

　そして──







「それじゃあ、日和ちゃんによる『菜さい園えん部ぶ』の設せつ立りつをお祝いして、かんぱ～い♪」

「か、かんぱい、ですっ」

「かんぱい～♪」

「……ふ、乾かん杯ぱいですわ」

「……か、かんぱい……」

　菜園の片かた隅すみにある小屋の中にそんな声が響ひびき渡わたる。

　ここは今日から始動することになった『菜園部』の暫ざん定てい部室である。

　前ぜん述じゆつしたいくつかのやり取りを経へて、『菜園部』はその設立を無事に認みとめられることとなったのだった。

　第一の要よう件けんである部員と第二の要件である活動場所が決定して。

　第四の要件である代表者は日和さんで決定。第五の要件は他の要件が揃えばほぼ問題はない。

　そして第三の要件である顧こ問もんだったのだが……

「──ああ、それならあんたがやればいいんじゃないのかい？」

「え？」

　おばちゃんがこっちを見て言った言葉がそれだった。

「もちろんあたしもできる限かぎりは協力するさ。カタチとしての顧問も引き受けてもいい。でもこっちも色々と忙いそがしくてね、いつでもここにいられるってわけじゃないんだよ。だからそんな時のために──」

「？」

　そう言っておばちゃんがすっとさりげなく渡わたしてきてくれた一枚の腕わん章しようのようなもの。

　そこには『特別入にゆう廷てい許きよ可か証しよう』と書かれていた。

「これは……？」

「これは私がちょっとしたラインというか、コネで手に入れたもんだよ。これがあればこの菜さい園えんまでは問題なく入って来られる。言ってみれば非ひ常じよう勤きん講こう師しみたいな立場さ。せいぜい精しよう進じんするんだね」

「あ、え……」

　──というわけで。

　何だかよく分からない内に俺が特別顧こ問もんとやらに収まることになって、第四要よう件けんも無事に満たされたんだよ。

「あ、あの、みなさん……え、えと、みなさんのおかげでこうして無事に『菜園部』を作ることができました……。ふ、ふつつか者ですが、これからも、よ、よろしくお願いいたしまふ……っ……（嚙かんだらしい）」

「うん、がんばっていこ～ね♪」

「こちらこそよろしくお願いいたします～♪」

「ふ、我が機関の下位組織として『菜園部』が活動することを認みとめてあげますわ」

「……よ、よろしく、お願い、いたします……」

　そんなことを言い合う日和ひよりたち。

　その様子この上なく楽しげであって、これから先の『菜園部』の行く末を暗示するかのようであって……

「……」

　……ん、しかしこれってよく考えてみたら毎日昼休みやら放課後やらの度にこの部室まで来ないとならんってことだよな？

　臨時とはいえ顧問を務つとめるんだからそういうことである。

　まあそれは少しばかり……というか相当に手間がかかることになるのが予想されるが。

「え、えへへ……でも、ゆーおにーちゃんが顧問……学校にいるあいだも、ず、ずっといっしょにいられます……♪」

　そのままふにゃんと溶けてしまいそうな、安心しきった笑顔。

「……」

　それを見ていたら……何て言うか、毎日の姫ひめ乃の宮みや←→うちの高校の往復（電車と徒歩でおよそ四十分）くらいは何てことのない些さ細さいな問題みたいに思えてくるじゃないか。

　だって俺は……日和の〝ゆーおにーちゃん〟だからな。







　そんなこんなで色々とあったが。

　何とか無事に『菜さい園えん部ぶ』が設せつ立りつされる運びとなったのだった。
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　私立姫ひめ乃の宮みや女学院は言わずと知れたお嬢様学校の中のお嬢様学校である。

　今さら言げん及きゆうするようなことじゃないかもしれんが、生徒の五人に三人はどこぞの会社の社長令嬢やら会長令嬢やらで、残りの二人は華か族ぞくの末まつ裔えいやら現役の王族関係者やら。幼稚園以上の女子（♀）ならばポメラニアンでも知らない者がいないくらいの憧あこがれの最さい高こう峰ほうだったりする。

　言ってみれば乙女たちの聖地サンクチユアリ。

　そんな中に、つい先日新しく設せつ立りつされた部活がある。

　お嬢様たちの花園の中にして文字通り花やら野菜やら果物やらを生育して収しゆう穫かくすることを主目的とする部活。

　その名も『菜さい園えん部ぶ』。

　姫乃宮内の畑の片かた隅すみにあった炭焼き小屋（？）のような場所を部室として使わせてもらっていて、部員は現在のところ五人。

　部長に我らが小こ春はる原ばら日和ひよりさんを据すえて、それに続くのは鹿ろく王おう院いん唯ゆい香か、高たか千ち穂ほ日ひ向なた、久く我が山やま皐さ月つき、星ほし森もりましろと、それぞれ知る人ぞ知る名だたる名家のお嬢様たちが名を連ねている。

　そこにまあ……俺が特別顧こ問もんとして加わることになった。

　女子五人に男一人の幸せ比ひ率りつ。

　そんなほとんどハーレムみたいな状じよう況きよう下かで特別顧問だなんて、何て羨うらやましいシチュエーションだと思うみなさんもいるだろう。

　その気持ちは分かる。

　痛いたいほど分かる。

　俺も他ひ人と事ごとだったら心の底からそう思ったに違ちがいない。

　──だが。

　世の中にはそうそうウマい話は転がっていないのである。

　菜園部所属のお嬢様たち……唯香、それに日向と皐月、ましろたちお嬢様と間近で接せつするようになって分かったことが一つある。

　それは何かというと。

「ええと～、ここの雑草は根っこごと丸ごと引ひっこ抜ぬいてしまって構かまわないのですよね～？」

「あ、ち、違います、日向ちゃん。それは枝えだ豆まめさんで……」

「そうなのですか～？　てっきりこの辺りのお植物とはおホモだちではない別の種類かと～♪」

「ねえ、日和さん、この辺の鬱うつ陶とうしい雑草は私の〝アズラエル〟（……枝えだ切きりバサミの別名らしい）で根こそぎ切り落としてしまっても構かまわないのかしら？」

「そ、それも雑草じゃないです。ミニトマトさんの苗なえ木ぎで……」

「あら、そうですの？　私の〝アズラエル〟にかかればこれくらい一いつ瞬しゆんですのに……」

「……（びくびく）……」（除じよ草そう機きの陰かげから出て来ない）

「ま、ましろちゃん、あ、あの、皐さ月つきちゃんは別に怖こわくないですから……」

「……」

　いや唯ゆい香かを除のぞくこの三人のお嬢様たち、何というか、色んな意味で少しばかり普ふ通つうじゃないんだよな。

　もちろんお嬢様としてのランクは超一流だし、その習得しているスキル等はどれもお嬢様の名にふさわしいセレブまっしぐら（？）なものである。

　そういう点では文もん句くなど付ける余よ地ちはハリネズミの針のない部分ほどもありやしない。

　だがそういうことじゃなくて、言ってみればもっと人間として根本的な部分で世間からズレまくってる残念キャラの片へん鱗りんを感じるんだよ。

「あら～、こちらにはおホモだちな植物がいっぱいですね～♪」

「ふっ……もう少しで我が〝アズラエル〟が血に染そまるところでしたわ……」

「……（びくびくびく）……」（稲いね刈かり機きの陰から出て来ない）

　ここまで一連の会話を聞いてもらうだけでもその一いつ端たんが分かるだろ？

　なんかこう、もう全体的にこの上なく残念な感じというか……

　うーむ、まさか桜さくら乃の日ひ和より荘そうだけじゃなくて、こんな姫ひめ乃の宮みやのど真ん中に来てまでこういった残念娘たちの面めん倒どうを見ることになるとは思わなかった。

　……何か縁えんでもあるのかね。







　さらに悪いことに、この数日の間にこの三人と俺との間にはちょっとした一ひと悶もん着ちやくがあったりもしたんだよ。

　──まずは高たか千ち穂ほ日ひ向なた。

　三日前の放課後に部室に行くなりこんな挨あい拶さつで人を迎えやがった。

『お帰りなさいませ～、ご主人様～♪　お食事にしますか～、お風ふ呂ろになさいますか～、それとも私ですか～♪』

　しかもふりふりのフリルが付いたメイド服姿すがた（ネコミミ、ネコシッポ付き）で。

　とりあえずそれを見た瞬しゆん間かん、空間が凍こおり付ついたよ。

　いや一体何になりたいんだろうね、この子は？

　完全に思考停てい止し状じよう態たいになる俺に日向はさらにひと言。

『ええと～、日本では目上の尊そん敬けいすべき殿との方がたをお迎えする時にはこれが正せい装そうだと聞いたのですが、いかがでしょうか～？　ええと、日本文化における侘わび寂さびの境地ですよね～♪』

　お前は日本文化を致ち命めい的てきに勘かん違ちがいしてる！

　そもそも日本でメイドって組み合わせ的におかしいだろ！

　そんな突つっ込こみもぽわぽわとハテナマークを浮うかべる日ひ向なたの前では虚むなしく響ひびくだけで。

　で、まあそれだけならともかく、後から来た日和ひよりさんたちにその有り様を発見され、かつ痛いたましい人（主に脳のうが）を見るみたいな目で見られた時にはもう死にたくなったね。

　それ以来、何となくこの日向相手にはどう接せつしていいかが分からん感じになっている。

　──次に久く我が山やま皐さ月つき。

　こいつもこいつで……アレな邂かい逅こうをやらかしちゃったんだよ。

　それは五日前の昼休み。

　部室にある鏡の前で何やらぶつぶつとつぶやいているお嬢様の姿すがたを見つけて、俺は入室しようとしていた足をピタリと止めたのさ。

『う、うう……だ、だめよ、〝魅み怨おん〟……こんなたくさんの人間がいる場所で目覚めては……。それは確たしかにあんな愚おろかな人間たち、みんな奈落アビスに墜おちてしまえばいいというのは分かるけれど……う、ま、待ちなさい……っ……！』

　…………。

　…………いや。

　それくらいのことで今さら何も言うまいよ。

　まあ元々が壁かべに向かって話しかけてた〝第三の眼め〟お嬢様だし、新しい環かん境きようでの高校生活にストレスもたまって色々と発散したい時もあるんだろう。……そのカタチがどうあれ。

　だから俺は何も言わずにそっとその場から立ち去ろうとしたんだが。

　ガタッ。

『!!　だれっ!?』

　！　気付かれた!?

　たまたま入り口のところに置いてあった脱だつ穀こく機きに足をぶつけて、物音を立てちゃったんだよ。

『……』

『……』

『……』

『……み、見ましたわね……？　あ、貴方あなた、私の秘ひ密みつを……』

　憤ふん怒ぬの形ぎよう相そう。

　いや見たというか見たくないものを見てしまったというか……

　それ以前にあんたそれ今さら秘密とかじゃないですよね？

『……く、ま、まさかこんなところで見られるなんて……こ、こうなったら呪じゆ殺さつするか食堂の男に依い頼らいしてこの世界から存そん在ざいの抹まつ消しようを……』

　…………

　その時以来、俺と目が合う度たびに、つーか俺が視し界かいの中に入る度にすごい目で見てくるんですよ。別に俺は何もしてないってのに……

　──そして最後に星ほし森もりましろ。

　このお嬢様に至いたっては……なんかもうコミュニケーション以前の問題というか。

　何せ目を合わせてくれない・会話をしてくれない・二人だけで同じ空間に居いてくれないの『ない』の三重コンボ。

　おかげでいまだにちゃんと何かを喋しやべったことがない。もしかしてこの子と話した言葉って、最初に特別顧こ問もんとして紹しよう介かいされた俺を見た時の「……ひっ……こ、来ないで……」くらいじゃないの？　それくらい接せつ触しよくがない。

　──とまあ、これが現在の俺とお嬢様三人との関係なわけだが。

「…………」

　……いやどこを取ってみても金きん太た郎ろう飴あめ的てきに嚙かみ合あわない感じだな。

　お嬢様たちの中で唯ゆい一いつ唯ゆい香かのみは常じよう識しき人じんでフレンドリーだからこの上なく付き合いやすいんだが、他はもう壊かい滅めつ的てきである。

　何にせよこれは今の内にどうにかしとかないとこれから先の『菜さい園えん部ぶ』の行く末に関わってくる気がする。

　何とか対たい策さくを考えないとかもな……
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　そんな感じの『菜園部』な毎日だった。

　色々と問題はある感じではあるが、とりあえず特別顧問の身としては昼休みと放課後に部室までやって来て日和ひよりさんたちの活動を見守るのが仕事である。

「そ、それじゃあ、今日はみんなで畑を耕たがやそうと思います」

「は～い♪」「はいです～♪」「分かりましたわ」「……は、はい……」

　日和さんの声に他のお嬢様たちが手を上げて答える。

「げ、元気なお野菜を育てるのにはまずは畑からです。みんなで分ぶん担たんして、すてきな畑を作りましょう……っ」

「ん、がんばろ～♪」「らじゃ～です～♪」「了りよう解かいしましたわ」「……が、がんばります……」

　唯香を筆ひつ頭とうに楽しそうな返事が上がって。

「さ、やるぞ～♪　まずはクワを運び出してっと──あ、でもここって、すっごく備び品ひんとかが揃そろってるよね～。けっこう専門的な農具まであって。今まで何してたんだろ～？」

「あ、え、ええと、もともと顧問の先生が色々なお野菜や果物を作っていたみたいで……」

「え、そうだったんだ～？」

「は、はいです。自分で作って、学食や購こう買ばい部ぶに提てい供きようしたりしていたみたいです」

　こくこくとうなずく日和ひより。

　最近知ったことだがどうもあのおばちゃん、日和の言う通り作った野菜を学食に提供してたみたいなんだよな。

　何でも生徒たちに少しでも自然に近いオーガニックな野菜を食べさせたかったとか。

　しかもそれだけじゃなかった。

　おまけにそれらの一部はオリジナルの商品として出荷されて全国流通に乗っていたようで、その商品というのが──

「ということは～、ここにたくさん置かれているのがそれなのですね～♪」

「ダンボール箱にイラストが描かれていますわね？　……ええと、キャベツの翠みどりちゃん？　こちらにはリンゴの林りん檎ごちゃん、モロヘイヤの志し麻まちゃん（モロヘイヤの和名、シマソナツから来てるらしい）とやらが……」

「……か、かわいい、です……」

「……」

　……そうなんだよ。

　どうもあのおばちゃん、野菜やら果物やらにかわいらしい擬ぎ人じん化かイラストを付けて売り出してたみたいなんだよね。何ていうか今風に言ってみれば萌もえ野菜？　しかも残されていた伝でん票ぴようを見るにかなり売れていたらしい。その売り上げは全部生徒たちの利り益えきに還かん元げんしてたみたいなんだが、それにしても意外にやり手だ……

「さ、それじゃあ私たちもがんばろ～♪　目指せ収しゆう穫かくだよ～♪」

「はいです～♪」

「そうですわね、やりましょう」

「……が、がんばります……」

　とまあ、そんな風に『菜さい園えん部ぶ』の部活としての滑すべり出だしは上々な感じだった。

　やることは専もつぱら土を耕たがやして畑を作ることやおばちゃんが今まで栽さい培ばいしていた作物の世話だったが、皆みなで協力して、わいわいと賑にぎやかにそれらを行っていく様子はこの上なく楽しそうであり。

「ん～、でもこうやって汗あせかくっていいね♪　なんか新しん鮮せんな感じ♪」

「はいです～。おうちではメイドさんや執しつ事じさんたちがやってくれていましたから～♪」

「ふん、まあ悪くはないかしら」

「……た、たのしい、です……」

　出て来るのはそういった弾はずんだ台詞せりふ。

　そんな日々が何日か続いていき──







「──そういえば今度、『舞まい姫ひめたちの夕べ』があるそうですね～♪」

　にこにこ笑顔の日ひ向なたが割と何の前まえ触ぶれもなくそう言ったのは、部室に集まって皆みなでドクダミ茶（日和ひよりさんお手製）を飲みながら、菜さい園えん部ぶの畑に皆で初めて植える記念すべき第一号栽さい培ばい物をハクサイ（実用性重じゆう視し）にしようかピンクバニラの花（見み栄ばえ重視）にしようかについて話し合っていた時のことだった。

「『舞姫たちの夕べ』？」

　何だそのトンネルを抜ぬけるとそこは雪国だった的なネーミングは？

「はい～、再さ来らい週しゆうの連休明けに行われるパーティーでして～♪」

「えっとね、簡かん単たんに言うと懇こん親しん会かいみたいなものかな？　ほら、中等部から高等部に上がる新しい節目だし、日和ちゃんたちみたいに高等部から姫乃宮うちに入ってきた子たちもいるしね～。その顔合わせとか進級のお祝いとかを兼かねて、高等部一年の五月に行われてるんだよ～♪」

　日向の言葉に唯ゆい香かが詳くわしい補ほ足そく説明を加えてくれる。

「へえ……」

　要は進学おめでとうパーティーみたいなもんか。

　しかしさすがにお嬢様たちのやることだね。俺たちだとせいぜいファミレスでダベるかカラオケでフリータイムがいいところだってのに。

「わ、わあ、そんな催もよおしがあるんですね……」

「ふん、鬱うつ陶とうしいですけれど、ニブルヘイム機関の代表として出ないわけにはいかないでしょうね。仕方ありませんわ」

「……が、がんばらない、と……」

　日和、皐さ月つき、ましろもそれぞれそんなことを口にする。

「でも『舞姫たちの夕べ』って、具体的にどんなことをやるんだ？　夕べっていうくらいだから夕方からやるんだよな？」

「ん～、そだね。だいたいの体てい裁さいはディナーパーティーだと思う。特別パーティールーム──通つう称しよう〝姫ひめ乃の宮みや鹿ろく鳴めい館かん〟で開かれる、生徒だけじゃなくて先生とか保ほ護ご者しやとかも出席する割とフォーマルなディナーパーティー。私もお姉様たちから聞いてるだけだからあんまり詳しくは知らないんだけど、毎年盛もり上あがるらし～よ？　すっごく楽しいんだって～♪」

「ほう……」

　ちなみに〝お姉様〟ってのは本当の血けつ縁えん上じようのお姉さんを指すわけではなくて、先輩やらＯＧやら目上の人たちを総そう称しようしてそう呼よぶらしい。こういうのを聞くと本当にここは俗ぞく世せ間けんとは別世界ってのを改めて実感するね。

「あ、そうそう。それとね、パーティーの最後には『プリンセス・ダンス・コンベンション』があるんだよ～♪」

「『プリンセス・ダンス・コンベンション』……？」

「うん♪　『舞まい姫ひめたちの夕べ』のメインイベントってゆうか、目玉だよ♪　懇こん親しん会かいの最後にみんなでソーシャルダンスを踊おどるコンベンションなの。一番上手に踊れたペアには生徒会から黄金薔ば薇ら賞しようが贈おくられることになってるんだ～♪」

「それはまた……」

　ブルジョワ感満まん載さいなイベントだね。

　しかしいちいちネーミングが仰ぎよう々ぎようしいよな。主しゆ催さい者しやがそういう趣しゆ味みなのか？

　とはいえ今回は気が楽だ。

　これまでの入学試験や入学式における試練とは違ちがうわけだし、できなかったからといって別に何かマイナスになるわけでもない。そりゃあちゃんと踊れるに越したことはないかもしれんが、ムリして何かをすることもないだろうさ。

　なのでここは特に目立つことなく穏おん便びんにやり過ごせばいいはずだ。

　とまあ、この時は軽く考えていたわけだが……







　そうも言っていられなくなったのは、それから三日が経たったある日のことだった。

　放課後の部室。

　そこに思いも寄らぬ訪ほう問もん者しやたちがやって来たんだよ。

「──ここが新しくできた『菜さい園えん部ぶ』の部室ね。失礼するわ」

「お……」

「あ……」

　そんな凜りんとした声とともに入ってきた一人の人物。

　その背はい後ごからはまばゆく輝かがやく黄金色のオーラ。

　優ゆう雅がでエレガント、完かん璧ぺきすぎて他者を寄せ付けないそのたたずまいは一度見たら二度と忘わすれないだろう印いん象しよう的てきなものであって……

「……」

　そこにいたのは日和ひよりと色々と因いん縁ねんのある黄金お嬢様にして姫ひめ乃の宮みや生徒会『姫ひめ薔ば薇ら会かい』の統とう括かつ生徒会長──『至し高こうの黄おう金ごん薔ば薇ら姫ひめ』こと鷹たか匠じよう光ひか琉るだった。

　後ろには連れなのか、何人かの他のお嬢様たちの姿すがたも見える。

　そのどれもが見るだけで普ふ通つうのお嬢様（ってのもヘンな表現だが）とは格が違うことが分かる、他にはない輝かしいオーラを兼かね備そえている上位ランクなお嬢様たちだった。

「や、何であんたがここに……？」

　思わずそう尋たずねる俺たちに。

「何で、とは異いな事を聞くわね。もちろん、新しん設せつされた部活の視し察さつに決まっているでしょう。新しい部活の発足、その維い持じをサポートするのは私たち『姫ひめ薔ば薇ら会かい』の職しよく責せきでもある……ゆえに私たちがここにいることは必然と言えます」

「部活新設のサポート……」

　そういえば前に唯ゆい香かがそんなことを言ってたような気もするな。

「今日は活動を開始してちょうど一週間ということで、初頭視察に来ました。それに伴ともないいくつか質問や調ちよう査さをさせてもらうけれど……問題はないわよね、小こ春はる原ばらさん？」

「え？　あ、は、はいです」

　突とつ然ぜん振ふられてびくっと地味に反はん応のうした日和ひよりがこくこくとうなずき返す。

　それを確かく認にんして、鷹たか匠じよう光ひか琉るは連れのお嬢様たちとともに部室の中へと入ってくる。

　その中に……見たことのある顔があった。

「……」

　鷹匠光琉の斜ななめ後ろにぴったりと寄より添そうように歩く一人のお嬢様。……ん、こいつ、あの雀すずめヶが原はらお嬢様じゃないか？　ぬう、どうしてこいつがここにいるんだ？

　俺の怪け訝げんな視し線せんに変へん態たいお嬢様は嫌いやそうな顔で、

「……。……私も偉い大だいなる光琉お嬢様が統とう括かつする『姫薔薇会』の一員です。庶しよ民みんの匂においのするこんなところに来たくはありませんでしたが……生徒会の仕事とあっては、光琉様のお役に立てる機会とあっては来ないわけにもいかないでしょう」

　え、そうなの？

　この変態お嬢様が？

　隣となりの唯香に確かく認にんを取ると、

「あ、うん。雀ヶ原さんはそうだよ。私と同じ書記の一人。真ま面じ目めで真っ直ぐでとっても素す敵てきな人だよ～♪」

「むう……」

　真面目で、真っ直ぐねえ……

　入学式の時とこの前教室を覗のぞきに行った時の日和に対する態たい度どのせいか、どうにもよろしくない印いん象しようしかないんだよな。あとは鷹匠お嬢様に勝手に心しん酔すいしている変態としか。

　ともあれ生徒会の一員だってのならそれなりに周りからの信しん頼らいもあるお嬢様なんだろう。

　……個人的にはあんまり好感は抱いだいてないが。

　そんな俺たちの横で、

「それで小春原さん、こちらの簡かん素そな爪つめ切きりは何に使っているのかしら？　飼かっているペットの爪のお手入れ？」

「あ、は、はいっ。え、えと、それはゴーヤとかの種を切るためのもので……」

「種を？」

「そ、そうですっ。そ、その、ゴーヤだけでなく他のいくつかの野菜でも同じなんですけど、そうすると発はつ芽がしやすくなって……」

　鷹たか匠じよう光ひか琉るが投げかける質問に日和ひよりが答えていく。

「え、えと……こ、こちらの土は色々な肥ひ料りようをはいごうした特別なもので……」

「成なる程ほど、オリジナルのブレンドというわけね？」

「は、はい。『菜さい園えん部ぶ』すぺしゃるですっ」

「それは面おも白しろいわ。レシピは秘ひ密みつというわけかしら？」

「あ、は、はいですっ」

　ふむ、意外にちゃんと部長としての役割を果たしてるな、日和さん。かなりいっぱいいっぱいで緊きん張ちようしたプレーリードッグみたいではあるが。

　そんな感じに質しつ疑ぎ応おう答とうが続けられていって。

「──いいでしょう。だいたい分かりました」

「え……？」

「『菜園部』の活動状じよう況きようです。部活としての体てい裁さいも整っているし、その他の要よう件けんもちゃんと満たしている。……代表者もきちんと自らの部に対する知ち識しきを持っているようであるし。発足したての現げん状じようとしては十分でしょう。がんばりなさい」

「あ……」

「……もっとも、思い上がりはしないことね。今は問題はないと評ひよう価かしたけれど、不ふ適てき確かくと判はん断だんしたらすぐにでも査さ問もんにかけますから」

「は、はいですっ……！」

　労ねぎらいとも取れる鷹匠光琉の言葉。

　むう、これは少しはこの地味っこが黄金お嬢様に認みとめてもらったってことなのかね……？

　何であれ『菜園部』の始動は無事に認められたようだし、いいことである。

「それではそろそろ私たちは戻もどることにします。活動中に悪かったわね。続けてちょうだい」

　他のお嬢様たちを引き連れて鷹匠光琉が部室を出て行こうとして。

「……」

「……美み咲さきさん？」

　と、一人だけその場に立ち止まっている者がいた。

　うつむいたまま制服の裾すそをぎゅっと握にぎっているお嬢様。あれは……

「……私は、納なつ得とくできません」

「え？」

　そんな言葉が小さく部室内に響ひびいた。

　喉のどの奥おくから絞しぼり出だされるような、小さいが意思のこもった声。

「……光琉様！　私はやはり認めたくありません。このようなよく分からない低てい俗ぞくな部活動……こちらの小こ春はる原ばらさんのような一いつ般ぱん庶しよ民みんには相応ふさわしいかもしれませんが、そのようなものをこの姫ひめ乃の宮みやに持ち込まないでもらいたいのです……！　しかも代表者を務つとめるだなんて……！」

　声を上げていたのは雀すずめヶが原はらお嬢様だった。

　鷹たか匠じよう光ひか琉るの方を見ながら強い調子で腕うでを振ふるうと。

「何も一度認にん可かされた部活の設せつ立りつを撤てつ回かいしろとは言いません。ですが……光琉様が特別に目をかけるのは控ひかえていただきたいのです。本来このような初期視し察さつなどは統とう括かつ会長である光琉様が自らやられるようなことではない……。私たちだけでも十分に務つとまる仕事です。光琉様が気にかけるようなことでは……」

「……」

　その訴うつたえかけに鷹匠光琉は黙だまっていた。

　黙って雀ヶ原お嬢様を見返したまま何かを思案するかのように腕うでを組んでいて、それはその言葉を肯こう定ていするようにも否ひ定ていするようにも取れて……

「で、でもほら雀ヶ原さん、やっぱり部活って最初は色々と大変だから、会長である光琉お姉様が直ちよく接せつ見に来られた方が……」

　唯ゆい香かがやんわりとフォローしようとするものの、

「そんな必要はありません（断だん言げん）。この程てい度どのおままごとのような部活動の視察など私たちだけで十分。──そもそも唯香さんも唯香さんです。どうして栄はえある『姫ひめ薔ば薇ら会かい』の一員である貴女あなたがこんな場末のくだらない農夫のような集まりに関わって……」

「雀ヶ原さん……」

　唯香が困こまったように声を小さくする。

　いやあんた場末の農夫って。

　もうなんか段だん々だん言葉を選ばなくなってきてるな、このお嬢様。

「……それに、だいたいそこの貴方あなたは何なんですか？」

「え？」

　俺？

「特別顧こ問もんだか何だか知りませんが男が我らが姫乃宮の敷しき地ちに足を踏ふみ入いれているだけでも耐たえ難がたいというのに……あまつさえいっしょに部活をやる……？　はっ、あり得ないにも程ほどがある。恥はじを知りなさい！　そもそもその卑ひ猥わいでセクハラでロ●コンのような顔付きからして下心がないはずがない！　着替えやシャワーの様子を密ひそかに盗とう撮さつしてネットで売りさばくだとか、それを手て管くだに脅きよう迫はくして手を付けようだとかの邪よこしまな気持ちで引き受けたに決まっています！　冗じよう談だんは顔だけにしなさい！」

「……」

　むう、言いたい放題ですね。

　だけどまあ乙女の花園に男が入ることに抵てい抗こうを覚える気持ちは少しは分かるし、攻こう撃げきの矛ほこ先さきが『菜さい園えん部ぶ』や日和ひよりさんからこっちに向いてくれれば御おんの字じだ。とりあえず念仏だとでも思って御み崎さきう馬ま（宮崎県生息の半野生種）の気分で右から左に聞き流しておこう……と目をつむっていて。

　──ぷちっ。

「え？」

　隣となりから、なんかそんな音が聞こえたような気がした。

　見てみると……何やら日和さんがぎゅっと胸むねの前で両手を握にぎりグーを作って、大切にしていたヒマワリの種を取られたハムスターみたいに雀すずめヶが原はらお嬢様を見上げていた。

「えーと……日和、さん……？」

「──そ、そんなこと、あ、ありません……っ！」

「え？」

「──お、おにーちゃんがよこしまな気持ちで顧こ問もんをやってくれてるなんて……そんなこと、あるはずないですっ……！　おにーちゃんは、どんな時でも自分以外のだれかのことを考えてくれていて……。て、てっかいしてくださいっ……！　お、おにーちゃんは……おにーちゃんは、そんな人じゃありません……っ……！」

　真っ直ぐに雀ヶ原お嬢様の顔を見ながらそう声を上げる。

　え、もしかして日和さん……怒おこってらっしゃる？

「な、何を……！　そ、その男はいやらしい考えを持っているに決まって……」

　これまでにない勢いきおいで一いつ生しよう懸けん命めいに反論する日和に、雀ヶ原お嬢様は気け圧おされているようだった。

　確たしかに日和さんがこんなにだれかに対して声を荒あらげるのを（とはいってもいつもより僅わずかばかり声が大きくなってるくらいなんだが）見たことがない。

　それに何だかうっすらとだがその身体から黄金色のオーラが立たち昇のぼっているような……

「お、おにーちゃんは、ゆーおにーちゃんはかけがえのない人なんです……！　そ、それを悪く言うのだけは……みすごせないです……！」

「く……っ……」

　大きくはないが心に直ちよく接せつ響ひびいてくる声。

　だがそれでも雀ヶ原お嬢様は引き下がろうとはしない。

　唇くちびるをぎゅっと嚙かみ締しめて、さらに厳きびしい表情で対たい峙じする。

　これはそろそろ止めなきゃいかんか……と一歩前に出ようとしたところで。




「──そこまでになさい」




「え……？」

　二人の間に割って入るように飛んできた迷まよいのない声。

　向かい合う日和ひよりと雀すずめヶが原はらお嬢様を厳きびしい目で見つめていたのは、鷹たか匠じよう光ひか琉るだった。

「……いいかげんにしなさい、美み咲さきさん。私たちは何をしにここに来ているのか忘わすれたのですか？　そのような小こ競ぜり合あいをするためではないでしょう」

「ひ、光琉様……で、ですけれど……」

「黙だまりなさい。反論は許ゆるさない。主義主しゆ張ちようのぶつかり合い自体は歓迎すべきところです。衝しよう突とつを通じてしか得られないものもある。大いにやればいい。ただそれを所ところ構かまわず行うのは愚おろかなこと。私の判はん断だんに不満があるというならば後で意見書を提てい出しゆつしなさい。少なくともここで論じるようなことではありません」

　厳しい声こわ音ねでそう断だんじてくる。

「……そ、それは……ですが……」

　言葉に詰つまる雀ヶ原お嬢様。

　だけど内心では収おさまらない様子だ。

　日和さんも日和さんで、珍めずらしく興こう奮ふんしてシッポを逆さか立だてた室内犬みたいに頰ほおを紅こう潮ちようさせたままきゅ～っと手を握にぎりしめてじ～っと雀ヶ原お嬢様を見上げたままだし。

「……」

「……」

　プチ一いつ触しよく即そく発はつな空気。

　その様子を見た鷹匠光琉は軽く息を吐ついて。

「──仕方ない。それでしたらこの場は私が預あずかります。この決着は改めて時間と場所を変えてつけるということにすればいい」

「？」

　改めて……？

　それってどういう……という俺の疑問に答えるかのように。

「美咲さんの不満はこの『菜さい園えん部ぶ』が──代表を務つとめる小こ春はる原ばらさん及および特別顧こ問もんであるこの佑ゆう介すけが果たして姫ひめ乃の宮みやに相応ふさわしいかどうかということでしょう。だったら──」




「──だったら、その当とう否ひは『舞まい姫ひめたちの夕べ』で判断しなさい」




「え？」

『舞姫たちの夕べ』って、再さ来らい週しゆうに行われるっていう懇こん親しん会かいだよな？

　そんなところでどうやってこのラ●ンvsミ●ラみたいなシチュエーションのケリを付けようってんだ？

　その疑問に、

「簡かん単たんなことです。『舞まい姫ひめたちの夕べ』の中で行われる『ソーシャル・ダンス・コンベンション』……あれはその年の新一年生の中でだれが最もこの姫ひめ乃の宮みやに相応ふさわしい品格を有しているのかということを決めるもの。そこで小こ春はる原ぱらさんとそこの佑ゆう介すけが相応の評ひよう価かを得ることができたなら、美み咲さきさんも認みとめざるをえないでしょう。逆ぎやくに美咲さん、貴女あなたが二人よりも高い評価を受けられないようならば、この二人のことに口を出す資し格かくなどないことになる。そうではないですか？」

　淡たん々たんとした口調で鷹たか匠じよう光ひか琉るはそう告げてくる。

　なるほど、つまりはダンスで勝負ってことか。

　日和ひよりがそれなりの結果を得ることができればお嬢様としての資し質しつの証明になるし、雀すずめヶが原はらお嬢様がそれに及およぶことができなければそもそも文もん句くを付ける大だい前ぜん提ていを失うということだ。言っていることは筋すじが通っている。

「ただし──ここまで拘こだわるからには双そう方ほうにそれなりのリスクは負ってもらいます。覚かく悟ごと言いい換かえてもいい。すなわち小春原さん、佑介──貴女あなたたち二人がしかるべき結果を残せなかったら『菜さい園えん部ぶ』の設せつ立りつについて今一度検けん討とう段だん階かいに戻もどします。美咲さんが二人に及ばなかったならば、『姫ひめ薔ば薇ら会かい』での己の進しん退たいについて考えなさい」

　キッパリとそう言い放つ。

　そのリスクこそ厳きびしいものの双そう方ほうに妥だ当とうと言ってもいい裁さい定てい。

　だがしかし、そこには少しばかり問題があって──

「わ、分かりました……っ……！　お、おうけいたしますっ……！」

　え、ちょ？

　何言ってるの日和さん!?

「……私もそれで結けつ構こうです。私がこの二人ごときに負けるはずなどあり得ませんから……！」

　雀ヶ原お嬢様もそううなずき返して。

「──よろしい。ではそれで決定です。事の詳しよう細さいについてはまた後日知らせます。それまでは現げん状じようを維い持じなさい。……それではごきげんよう」

　そう言って、鷹匠光琉たちは部室から去っていった。

　後には両手を握にぎりしめた日和さんと『菜園部』の面々たちが残される。

「…………」

　なんかそういうわけで『プリンセス・ダンス・コンベンション』において雀ヶ原お嬢様と勝負をすることになってしまったみたいなんだが。

　いやこれ……大問題だってこと、分かってるのか？

　だって日和さん……ソーシャルダンスなんてこれっぽっちも踊おどれないですよね？







　　　２




「ご、ごめんなさい……こ、こんなことになってしまって……」

　鷹たか匠じよう光ひか琉るや雀すずめヶが原はらお嬢様たちが去った後の部室。

　泣きそうな顔をした日和ひより（←興こう奮ふんが冷めたらしい）が申もうし訳わけなさそうにばっ！　と地味に頭を下げてきた。

「か、勝手に雀ヶ原さんとあんな言い争いをしてしまって……。そ、その上、『菜さい園えん部ぶ』の将来までかけた勝負をやることに同意してしまい……」

「いやそれはいい──や、よくはないんだがひとまず今は置いておくとして……その、何だ、勝算というか、何か当てはあるのか？」

　いちおう訊きいてはみるものの。

「い、いえ……そ、その、つい、勢いさおいで……」

「……」

　……だよなあ。

　この地味っこ、意外に見切り発車なところがあるんだよ。その場の感情と精せい神しん論ろんだけで突つっ走ぱしっちゃう傾けい向こうがあるというか。

「ご、ごめんなさい……で、でも、ど、どうしてもだまっていることはできなくて……」

「え？」

「わ、わたしのことはいいです……わたしのことは何を言われても、がまんできます……。だ、だけど……『菜園部』や一いつ生しよう懸けん命めいに手伝ってくれている唯ゆい香かちゃんたちのこと……そ、それに、お、おにーちゃんのことを悪く言われるのだけは、がまんできなくて……」

「日和……」

「……だ、だから……ごめんなさい……」

　そんなこと言われたらおにーちゃん、何てリアクションしていいか分からなくなっちゃうじゃないか……

　もともと責せめたりする気もなかったが、今ので完全にノーカウントというか。

　しかし俺はともかくとして、部員である他の皆みなはどう思っているのか。

　唯香たちの反はん応のうを確かく認にんすると、

「──うん、日和ちゃんは悪くないよ～。雀ヶ原さん、さっきのはちょっと言い過ぎだったもん」

「はい～、当然の対たい応おうだったと思います～」

「……我がニブルヘイム機関の一部である『菜園部』のことを、くだらない集まりだと言った報むくいを受けさせてやりますわ」

「……あ、あの、『菜さい園えん部ぶ』、なくなってほしくない、です……」

　唯ゆい香かたちも同意見のようだ。

　まあ確たしかにあの変へん態たいお嬢様、何気に色んな方面をディスりまくってたからなあ。

「あ、ありがとうございます……そ、そう言ってもらえると……ぐ、ぐすっ……」

　涙なみだながらに感かん謝しやの言葉を口にする日和ひより。

「ほらほら～、泣かないの、日和ちゃん♪　ふぁいとだよ～♪」

「笑う門にはファック来たるです～♪」

「罪つみ深ぶかき者にはしかるべき制せい裁さいを与あたえてやりますわ」

「……笑って、くださいです……」

「……」

　正直女子同士の友情とかはよく分からんけどさ。

　もうすっかり仲良くなってるんじゃないのかね、この五人。







　で、具体的にどうやって雀すずめヶが原はらお嬢様との対決に備そなえるかなんだが。

「えっと、こうなったらまずはちゃんとソーシャルダンスについて説明しとかないとかもだね。日和ちゃん、おにいさん、ソーシャルダンス──社交ダンスについてはどのくらい知ってる？」

「あ、え、えと、あまり……」

「スマン、まったくもって分からん」

　二人揃そろってのそんな返答。

　自じ慢まんじゃないが社交ダンスなんて言葉、今まで生きてきてテレビの中くらいでしか聞いたことはなかったからな。有名な邦ほう画がと、少し前にバラエティで芸能人が大会に出るやつを見たことがあるくらいで。

　すると唯香はこっくりとうなずいて、

「ん、分かったよ～♪　じゃあほんとに入門の段だん階かいから説明するね」

「あ、は、はい」

「よろしく頼たのむ」

「りょ～かい♪」

　というわけで唯香によるソーシャルダンス説明が始まった。

「まずはちょっとした予よ備び知ち識しきだけど、ソーシャルダンスの起き源げんはイギリスだって言われてるの。当時ヨーロッパで盛さかんに踊おどられていたメヌエットとかガボットとかの宮きゆう廷ていダンスをイギリスの人たちが近代風にアレンジしたのが始まりなんだって。あ、ちなみに日本では社交ダンスって訳やくされることが多いけど、その語ご源げんはソーシャルダンスじゃなくてバルルームダンスだって言われることが多いみたい。あ、これは余よ談だんだね♪」

「ふむ……」

「で、ソーシャルダンスをやるにあたって必要になるものだけど、これは大きく分けて備び品ひん的てきに必要なものとテクニック的に必要なものの二つに分かれるかな～。前者はドレスとシューズ、それといっしょに踊おどるペアパートナー。後者は基本的なルール、マナー、それとステップってところだと思う」

　こっちを見上げながらそう言ってくる。

　むう、やっぱりけっこうあるもんだな。

「あとダンスには色々と種類があって、それによって大きくインターナショナルスタイルとアメリカンスタイルとに分類されるんだけど、とりあえず今の主流はインターナショナルスタイルの方だから、そっちの方だけ覚えておけばいいと思う。で、そこから先はけっこう細かい話になっていって──」

「……」

　そんな感じに唯ゆい香かの説明は続いていった。

　中には色々と専門的な用語も含ふくまれていたが、それを簡かん単たんにまとめるとこんなところらしい。

　ソーシャルダンスにおいて必要となるもの。






　・ドレス、シューズ

　・ペアパートナー

　・ルール、マナーの習得

　・ステップの習得








　この四つをクリアすればとりあえずは何とかなるようだ。

「……」

　それだけを聞くと必要なものが明めい確かくになっていて、パッと聞いた感じは何とかなりそうに思える。

　しかし問題は多々あって。

「……そもそもソーシャルダンスって、どうやって覚えればいいんだ？」

　ドレスやシューズなどの備品的なものは、まあ値ね段だん的てきなハードルはあれ買えばいいのは分かるよ？

　だがステップなどのテクニックの方を習得するには何をどうすればいいかなんてさっぱり見当も付かん。ダンス教室にでも通えばいいんだろうか？　しかし今からそんなところに通ってどうにかなるもんなのか？　そもそも問題の『舞まい姫ひめたちの夕べ』までもう二週間弱しかない。時間的に考えても回り道をしてる余よ裕ゆうなんてありはしないんだが……

　根本的とも言える問題に頭を悩なやませていると、

「──ふふ～、おにいさん、ここは私たちの出番だよ♪」

「え？」

　と、唯ゆい香かがぴっと人差し指を立てながらにっこりとそう言った。

「日和ひよりちゃんのダンスレッスン、私たちに協力させてほし～んだ。ソーシャルダンスなら子供の頃ころから親しんできてる得意中の得意だもん♪　──ね、日ひ向なたちゃんたちもだいじょぶだよね？」

「はい～、社交ダンスは大和やまと撫子なでしこの嗜たしなみとして日々鍛たん錬れんを積んできましたので～♪」

「ふっ、私が守しゆ護ご天使ランバダエルから教わったエンジェルダンスを伝でん授じゆしてさしあげますわ」

「……わ、私でよければ、きょ、協力、させてください……」

　──そうか。

　個人のキャラがそれぞれ少しばかり斜ななめダメな方向にブレているため忘わすれがちだが、ここにいるこの四人は揃そろいも揃ってだれもが認みとめる超一級品のお嬢様たちだ。当然そういったソーシャルダンスやらのセレブスキルは一いつ般ぱん教きよう養ようとして当たり前のように身に付けていて……

　むう、これなら何とかなるかもしれんな。

　思わぬ光明に希望を見出していて。

「あ、で、でも……」

　隣となりの日和さんが何かを言いかけた。

　どこかもにょもにょとした遠えん慮りよがちな態たい度ど。ハア……その先はもう予想できるんだよな。

　なので俺は先回りして。

「──何度も言うけどな、迷めい惑わくだってのはいいっこなしだぞ」

「あ……」

「前にも言ったけど、これは迷惑なんかじゃない。俺たちのやりたいことなんだ」

　唯香たちも。

「そだよ～。私たち、友達なんだからさ～。友達が友達のために何かをしてあげたいってゆうのは、当たり前のことでしょ～？」

「大切なおホモだちのために協力させてくださいな～♪」

「貴女あなたは私の同どう志しなのですから、守護天使ランバダエルの教えを受ける資し格かくがありますわ」

「……手伝わせて、ください……」

「ゆいか、ちゃん……ひなたちゃん、さつきちゃん、ましろちゃん……う、うん……うん……っ……」

　そう声をかけてきてくれる友達に囲まれて泣き笑いのような表情を浮うかべる日和。

　それはこれまでの日和さんの周辺では見ることができなかった、だけど日和さんが心の底から待ち望んでいただろう光景だった。うんうん、成長したな日和さん。おにーちゃんは嬉うれしいよ。

　しかし今のこの状じよう況きようって、考えてみれば、

「──これって姫ひめ乃の宮みや版ばん『ぴよの団』だよな」

　何かに向かって一いつ生しよう懸けん命めいにがんばろうとする日和ひよりのために、皆みなが協力してくれる。

　あのダメ人間どもとこのお嬢様たちを同列に扱あつかうことは天地がひっくり返ってもできんが、その本質とするところは同じだ。日和さんの支し援えん＆育成サークルとでもいうか。

　と、それが聞こえていたのか唯ゆい香かが、

「『ぴよの団』？　な～に、それ？　この前も言ってたけど何かの暗号とか？」

　興きよう味み津しん々しんな目でそう訊きいてきた。

「え、いや、大したものじゃなくてだな」

「え～、教えてよ～。知りたい～♪」

「ん、ああ、『ぴよの団』っていうのは……」

「うんうん」

　別に隠かくすようなものでもないので説明する。

　すると、

「わ～、おもしろそう～♪　ねえねえ、日和ちゃん、おにいさん、私もそれに入れてよ～♪」

「え？　まあそれは構かまわないが……」

「やった～♪　わ～い、ぴよの団ぴよの団～♪」

「私も入れてください～♪」

「ニブルヘイム機関の所しよ属ぞく機関として、『ぴよの団』も認みとめてさしあげますわ」

「……あ、あの、私も……」

　次々に立りつ候こう補ほするお嬢様たち。

　むう、そんなに入りたいもんなんですかね。

　──ともあれこれで準じゆん備びは整った。

　桜さくら乃の日ひ和より荘そう版ばんに引き続いて姫ひめ乃の宮みや版ばん『ぴよの団』の発足。

　後はとにかく全力で特とつ訓くんをして、『舞まい姫ひめたちの夕べ』を目指してひたすらに邁まい進しんするだけだ。

「──よし、日和。こうなったらさっそくやるぞ！　ダンスについては正直あまりよく分からんが……それでも俺もできることではサポートさせてもらうからな！」

　気合いを入れてそう声を上げようとして。

「え？　おにいさん、なに他ひ人と事ごとみたいに言ってるの～？」

「へ？」

　と、唯香がちょこんと首をかたむけながら言った。

　いやだって、他人事とまでは言わんまでも直ちよく接せつ指し導どうはムリですよね？

　俺にできることと言ったら入学試験の時みたいに全体のスケジュールを管かん理りしたりするくらいしかない。ソーシャルダンスのソの字も今さっき知ったくらいなんだしさ。

　そのことを伝えると、

「は～、おにいさん、意外と肝かん心じんなところでうっかりさんなんだね～。ほら、思い出して。さっき光ひか琉るお姉様も言ってたし、私もちゃんと言ったよ。ソーシャルダンスに必要なものの一つに、パートナーペアがあるって」

「パートナーペア……」

　日本語に訳やくすといっしょに組んで何かをする相手。

　いやそれってまさか……

　ある可か能のう性せいを頭に思おもい浮うかべる俺に。

　唯ゆい香かはぱちりとウインクをしながら楽しそうにこう言ったのだった。

「うん、もちろんおにいさんのことだよ♪」







　　　３




　──そういう次し第だいで、来るべき『舞まい姫ひめたちの夕べ』に向けての特とつ訓くんの日々が始まった。

　言ってみれば第二次『小こ春はる原ばら日和ひより育成計画』。

　その内容自体はシンプルなものだった。

　唯香たちダンス経けい験けん者しや（マイスタークラス）たちがそれぞれ役割を分ぶん担たんして、ソーシャルダンスに必要な要よう素そをマンツーマンで教えていく。

　それを分かりやすく図式化すると。






　・全体の監かん督とく、総合指し導どう：唯ゆい香か

　・ルール、マナー：日ひ向なた

　・ステップ等の技術：皐さ月つき

　・ドレス、シューズ等の服ふく装そう（採さい寸すんなども含ふくむ）：ましろ








　といった感じだった。

　今も日和は部室のすぐ外にあるキャベツ畑で、皐月から基き礎そ的てきなステップのレッスンを受けている（何でも土の反発が足あし腰こしの鍛たん錬れんにいいらしい。運動部が砂浜で練習するみたいなもんか……）。

「日和さん、そこでステップですわ。音楽に合わせて先ほど教えた足運びを……」

「あ、は、はいっ。え、えと、こ、ここでこうして……」

「……ひ、日和さん、それは盆ぼん踊おどりのステップです……」

「え、え？」

「ま、紛まがうことなき、見事なまでの盆踊りですわ……」

「……」

　……。

　……とりあえず前ぜん途とはそれなりに多た難なんそうだが。

　とはいえそれはまあこれからレッスンを重ねて育成していくものだから現げん段だん階かいでは何とも言えないとして。

「──さ、おにいさん、こっちも基き礎そからばっちりレッスンしよっか～♪」

「……」

　その一方で。

　俺も隣となりのジャガイモ畑で唯ゆい香かから個人レッスンを受けていた。

　なぜかと言うと……件くだんの『ソーシャル・ダンス・コンベンション』とやらに俺も日和ひよりさんのペアパートナーとして参さん加かすることが決まっているからなのだった。

『だからさ、おにいさんが日和ちゃんのペアパートナーとして出るんだよ～』

『お、俺が？』

『うん、そだよ。コンベンションではだいたい親族とか執しつ事じの人とかがペアとしていっしょに参加するものなの。だったら日和ちゃんの相手はおにいさんしかいないじゃ～ん♪』

『…………』

　とのことらしかった。

　まあ確たしかに日和の両親はエジプトに行ったままほとんどなしのつぶてだし、他にめぼしい親しん戚せきやらが近くにいるという話も聞いたことがない。

　とすれば桜さくら乃の日ひ和より荘そうにおける保ほ護ご者しや代わりの俺が確かに適てき任にんなんだろうが……

「……」

　ただ何度も言ったように、俺はソーシャルダンスなんてもんにはとんと縁えんがなかった由ゆい緒しよ正しきプロレタリアート出身である。当然ペアとして見合うだけのテクニックや知ち識しきなどは皆かい無むであり。

　結果として、日和さんと同じように唯香たちから持ち回り制でレッスンを受ける運びとなったのだった。

「じゃあ今日は昨日に引き続いてワルツのステップをやってみよっか？　ツータンタン、ツータンタンの三さん拍びよう子しのテンポだよ♪」

「こ、こうか……？」

「ん～、ちょっと違ちがうかな。こ～んな感じで」

「む、むう……」

　難むずかしいな。

　日にち常じよう生活にはない足運びの連続というか。

　ここ三日ほどこのステップを練習してるんだが、なかなかうまくいかずに苦戦中だった。

「う～ん、な～んか違うんだよな～。微び妙みようにずれてるってゆうかぎこちないってゆうか……。ん、じゃあちょっといっしょにペアになってやってみよっか？　実じつ際さいにダンスしながらの方が分かりやすいと思うから」

「ん、ああ」

　ちょこんと首をかたむけてくる唯ゆい香かにうなずき返して。

　実際に唯香と対面になって実じつ践せん形式でやってみることにする。

「じゃあやるよ～。無理しないで自然にリズムに合わせていって……はい、ここでターンしながらさっきのステップ」

「お、おう……」

「あ、そうそう、そんな感じ。もうちょっと腰こしから力を抜ぬいて」

「ち、力を抜く……」

「うんうん、いい感じだよ～♪　さすがおにいさん♪」

　顔を近づけながらにっこりと笑いかけてくる。

　ぬ……なんかいい匂においがするな。

　シャボンのようなフローラルのような柔やわらかで心落ち着く香り。

　シャンプーなのかリンスなのか分からないが、密みつ着ちやくしているせいでとにかくやたらにふんわりと鼻び腔こうを刺し激げきする。

「……」

　そういえばこのフランクお嬢様、日和ひよりさんとおない年なんだよなー。

　どちらかと言えば童どう顔がんであるし身長的には日和とほとんどおんなじようなもんなんだが、落ち着いていて基き本ほん的てきに何事にも物もの怖おじしない性格なためあんまりそうは思えないというか。……控ひかえめに見ても超美少女であることもそれに拍はく車しやをかけてるし。

「ん、どしたの、おにいさん？」

「あ、い、いや」

　いっしょに踊おどってたらいい匂いがしてついついクンクンしてたなんて一発通つう報ほうレベルなことを言えるはずもない。

　だが唯香はちょこんと下から見上げて。

「え～、な～んか気になる。ほらほら、喋しやべっちゃいなよ～♪」

「あ、こ、こら」

「うら～、喋らないのはこの口か～♪」

　楽しそうにそんなことを言いながら背せ伸のびして指で人の口をつまんでくる。

「だ、だからやめろって」

「え～、教えてくれるまでやめないよ～♪」

「ふ、ふぐう！」

　ちょいちょいと唇くちびるをいじくられてほとんどネコと力を合わせてみんなの幸せを招まねく某ぼうダックみたいな形に口が変形する。ぬ、ぬう、無体なマネを……。ほら、強引にアヒル化させようとするから指が勢いきおい余あまって少し口の中とかに入って……。あ、なんか甘い味がする……って、俺は変へん態たいフェチか！

「こ、こら、これ以上は──」

　慌あわててやめさせようとして。

「え──きゃっ！」

「うおっ!?」

　その拍ひよう子しに、足下にあった巨きよ大だいジャガイモにつまずいて二人してバランスを崩くずした。

　そのまま勢いで前のめりに倒たおれ込こんで。

　ぴたっ……

「……」

「……」

　畑の上に倒れ込んだ唯ゆい香かに正面から抱だきつくような格かつ好こうで覆おおい被かぶさることになった。

　それは傍はたから見れば年下の女子高生の指にしゃぶりつきながら襲おそいかかっているような、極めてデンジャラスなポジショニング。

　簡かん単たんに言ってしまえば俺が唯香の上に馬乗りにまたがってその白い指をしゃぶっていて、おまけに下になっている唯香は制服やらスカートやらが色々とめくれ上がってしまっている感じで……

[image: ]

「……」

「……」

「……あ、ス、スマン！」

　慌あわてて甘い香りのするお嬢様から離はなれる。

　これはもうだれかに見られたら一発通つう報ほうどころか留りゆう置ち場じよう直行のレベルだよ！

　だけど唯ゆい香かはにっこりと笑って首を振ふって。

「あ、ううん、だいじょぶだよ～。おにいさんがかばってくれたからどっか打つこともなかったし。──でもおにいさん、そこまで本気で暴あばれることないのにな～。そんなにやだったの～？」

「……」

　いやイヤだったというか、あれ以上はおにいちゃん、変な何かが目覚めそうで危き険けんだったんですよ……！

「……ゴ、ゴホン」

　ちょっとだけ微び妙みようになった空気を攪かく拌はんするように俺は少しわざとらしく咳せき払ばらいをして。

「あ、あー、そういえば唯香はだれをペアにするんだっけ？」

　強引に話題を変えた。

「ペア？　ん～、私はたぶんお父さんとかな～。お父さん、けっこうこうゆうパーティー系のイベントは好きだし。……それかお兄ちゃん、になるのかな～」

「ん、何だ、お兄ちゃん、いたのか」

　前に桜さくら乃の日ひ和より荘そうに来た時の口ぶりからしててっきりひとりっ子か弟妹がいるくらいなのかと思ったんだが。

　すると唯香はちょっとだけ微妙な表情になって、

「あ～、うん。いるにはいるんだけどね～」

「？」

「う～ん、アレはなんてゆうか～……」

　曖あい昧まいな雰ふん囲い気きに言葉を濁にごす。

　なんかあんまり言いたくないような感じなのか？

「あ～、ほらほら、私のことはいいじゃん。──それよりおにいさん、またリズムが間ま違ちがってるよ？　このままじゃ今日もまた補ほ習しゆうなんだからね～♪」

「げ、それは勘かん弁べんしてくれ」

「だめ～。やだったらちゃんと練習しなさい♪」

「ういっす……」

　意外に厳きびしいな、唯香先生……

　いやまあできるようにならんと仕方がないんだが……

　見れみれば隣となりでは日和ひよりさんも、

「……ひ、日和さん、そ、それは阿あ波わ踊おどりのステップですわ……」

「え、え？　え、ええと……っ……」

　皐さ月つきにそう指し摘てきされてあせあせと声を上げていた。

「…………」

　……いや。

　……これはお互たがいに長い道のりになりそうですね、日和さん……







　そんな感じにレッスン（日和さんと俺）は続けられていった。

　前にやってたように畑でステップを踏ふんだりカカシをペアと見立てて実じつ践せん練習をしたりトマトの収しゆう穫かくをしたり、耕こう作さくと野菜運うん搬ぱんで基き礎そ体力作りをしたり高たか枝えだ切きりバサミを使って高所にある無む駄だ枝えだを切り落としたり（一部関係ないような気もするが）。

　ある意味『菜さい園えん部ぶ』としての特性をフルに使ったレッスン。

　基本は唯香に指し導どうしてもらうことになっていたものの、ポイントポイントでは日ひ向なたや皐月、ましろたちからも個別レッスンを受けることになっていた。

「はい～、それでは今日は晴はれ崎さきさんに社交ダンスのルールとマナーをお教えいたしますです～♪」

「……いやだから何で普ふ通つうの格かつ好こうができんのだお前は」

　目の前で楽しそうににこにこと微笑ほほえんでいる日ひ向なた。

　俺の目の水すい晶しよう体たいが粉こな々ごなに粉ふん砕さいされているのでないなら、水着にエプロンというあまりにもアレな姿すがたをしていた。

「え～？　ですから目上の尊そん敬けいすべき殿との方がたを接せつ待たいする時にはこのような服ふく装そうでご奉ほう仕しするのが日本の伝でん統とう芸げい能のうだとうかがったのですが～。前回のものはあまりお気に召さなかったようですので、こちらの方が家庭的でよろしいかと判はん断だんいたしまして～♪」

「そういう問題じゃない！」

　ったく、このお嬢様は毎回毎回いったいどこからこういう知ち識しきを仕入れてくるんだろうね？　エロ本？

　思わずそれを突つっ込こむと、

「ええと～、我が家の執しつ事じが愛読していた本にそう書かれていたのですが～」

「また執事かい！」

　確たしか前には薔●族由来の雑誌とか読んでた（推すい定てい）よな、そいつ！

「はい～、確か高校生の殿方が小学生の女の子たちにバスケットボールを教えるという内容の小説でしたが～。私もちらっと拝はい見けんさせてもらったのですが、とってもおもしろかったですよ～♪」

「……」

　とんでもない変へん態たい執しつ事じだ。

　ガチホ●に続いてロ●コンだなんて、どこぞの裸ら王おうも真っ青だよ……

　……ハア。

　とりあえずもうその辺に言げん及きゆうしても仕方がない。主立った原げん因いんは日ひ向なた本人よりもそっち（執事の性せい癖へき）にあるみたいだし。

　なので色々とスルーして、話を先に進めることにする。

「……じゃあ、ソーシャルダンスのルールとかについて色々教えてくれるか？」

「はいです～♪」

　すっげえ嬉うれしそうに手を上げてくる日向＠水着エプロン。

　むう、こんなシチュエーションでこんなキャラだが、懐なついてきてくれてることには変わりないんだよなあ……。その方法が少しばかり残念すぎるだけで。

　とまあ、そんな風に若じやつ干かん疲つかれた心ここ地ちになりながら日向からソーシャルダンスのルールやマナーを教わったり。







「……貴方あなた、だれかにあのことを話してないですわよね？」

「……や、だから話してないって」

「……本当でしょうね？　噓うそだったら特とく殊しゆ部隊ＫＳＴ隊に頼たのんで暗殺して──」

「……本当だって」

　今にもその特殊部隊とやらに電話をしそうな皐さ月つきに言い聞かせる。

　いやこの話をするのはもう五回目なんですがね。

　皐月からはダンスステップの個別レッスンを受けているんだが、毎回このやり取りから始まるのだった。いや普ふ通つうに〝アズラエル〟だとか〝守しゆ護ご天使ランバダエル〟だとか言ってるやつが今さらあの〝魅み怨おん〟だとかにこだわる必要はないと思うんだがさ。

「……そ、それならいいですわ。それでは、今日はヴェニーズワルツのステップについてレッスンいたしましょうか。まずは準じゆん備び運動で身体をほぐしてくださいな」

「ん、おう」

　そんな毎度のやり取りを経へてようやくレッスンが始まる。

「そこのステップはもう少し歩ほ幅はばを小さくしてやってみるといいですわよ」

「こうか？」

「ええ、いい感じですわ。あ、そこのターンは気を付けてくださいな。油ゆ断だんすると足を捻ひねりやすいところですから」

「ああ、スマン」

　丁てい寧ねいかつ一いつ生しよう懸けん命めいに指し導どうしてきてくれる。

「……」

　うーむ、このお嬢様も別に悪いやつじゃないんだよな。

　話してみれば意外に普ふ通つうの性格だし、細かい気き遣づかいだってできる。ただちょっとばかり夢見がち（？）なだけで……

「……何ですか、人の顔をじっと見て」

「あー、いや何でもない」

「……まさかやはり秘ひ密みつを暴ばく露ろしようと……？　こ、こうなったらいっそのことここで私の〝アズラエル〟の錆さびに……！」

「違ちがう違う！　そうじゃない！」

　前言撤てつ回かい。

　ちょっとばかりじゃきかんかもしれんな、これ……

　そういったことを思いながら皐月といっしょにステップの練習をしたり。







「……はあはあ……な、なあ、いいかげんに大きさを計ってくれないか……？」

「……（びくびくっ）」

「……ふうふう……ほ、ほら、別に直ちよく接せつ触さわってもいいって言ってるんだから……こ、怖こわくないよ……？」

「…………（びくびくびくびくっ！）」

「……」

「……」

「……あのな、警けい戒かいされてるのは分かったから、とりあえずコンバインの陰かげから出て来てくれ……」

　小型の穀こく物もつ収しゆう穫かく機きから半分だけ顔を出して不安げにこっちの様子をうかがうましろに呼よびかける。

　これじゃあまるで俺が女子高生に自分のコルトパイソンの大きさを計測させようとして喜んでる露ろ出しゆつ狂きようみたいだ。

「大だい丈じよう夫ぶだって、こっちから一メートル以内には近づいたりしないから」

「…………」

　何回か接せつしてみて分かったんだが、どうもこのお嬢様、かなりの男嫌ぎらいみたいなんだよな。

　ほとんど男性恐きよう怖ふ症しようといってもいい。

　そもそもの性格も決して明めい朗ろう快かい活かつで外向的ってわけではないんだが、それがこと男相手になるとマックスレベルで引きこもりモードになる。殻からに入ってしまったヤドカリみたいというか。

　だから別に俺自身がことさらに嫌きらわれているというわけではないらしく──

「……い、いやっ……お、同じ空間で息をしないでください……」

「……」

　──ない、ですよね？

　ちょっとばっかり不安になる反はん応のうなんだが。

　だが何であれ触さわってもらわないことには仕方ない。

　や、触るといっても俺のマグナムをじゃなくて、足とか上半身とかをだよ？

　何せこのましろお嬢様が衣い装しようやらシューズやらの採さい寸すん、発注担当なんだから。

「……で、できれば半径三千キロ以内では、呼こ吸きゆうを止めていただけると、あ、ありがたい、です……」

「……」

　俺に生きるなと？

　そんなやり取りを交わしながらびくびくとメジャーを使って俺の身体や足のサイズを測っていく。

　ほとんど劇げき物ぶつだとか危き険けん物ぶつだとかに触るみたいな動きだ。

　これで悪気があるわけじゃないんだよなあ。ホントにただ男が怖こわいだけらしくて。

「……（びくびく）……」

　まあ終始そういった感じに進行していった。

　全ぜん般ぱん的てきにはなるべく接せつ触しよくを避さけた爆ばく発はつ物ぶつ解かい体たいみたいな採寸作業。

　とはいえ最後の方には、

「…………（びくびくびく）…………」

　限かぎりなくおっかなびっくりな仕草ながらも、自分から少しだけこっちに近づいてきてくれたりもした。

　なんか人間に慣なれない臆おく病びようなネコを餌え付づけしてるみたいな気分になるな……

　と、ましろと微び妙みような距きよ離り感かんを保たもったまま採寸を受けたり。

　──そんな具合の毎日だった。

　三者三様に色々とコミュニケーションが大変であって。

　やはりこの三お嬢様たちとの関係は絶ぜつ好こう調ちようというわけにはいかんが……それでも少しくらいは前進した、かもしれんな。







　さらには学校が終わってから、桜さくら乃の日ひ和より荘そうでもレッスンは続けられた。

　さすがに名だたるお嬢様たちにこの廃はい屋おくまがいのボロアパートまで来てもらうわけにはいかず、部活後にやれることといったらせいぜいその日の復習やら翌よく日じつの簡かん単たんな予習くらいだと思っていたんだが、意外にも伏ふく兵へい（？）がいたんだよ。

「ソーシャルダンスっていったらバックミュージックはだいたいワルツとかタンゴとかルンバとかよね～。だったら分かるから音ね色いろさんに任まかせておいて～♪」

「……ふん、日本舞ぶ踊ようもソーシャルダンスも舞踊という点では同じ。そこいらの豚ぶた舞ぶ踏とう家かよりはよっぽど精せい通つうしているから、私に任せておきなさい、ピヨ」

　ダメ人間①と②のそんな頼たのもしい言葉。

　相変わらず現実的な生活能力以外のところでは希け有うな能のう力りよくを発はつ揮きしてくれるダメ人間たちだね。

　だが何であれプラス要よう素そは大歓迎だ。

　ただでさえ時間的制せい限げんがきつい中、学校だけでなく家に帰ってきてもレッスンが受けられるってのは大きなアドバンテージである。

「ワルツのリズムを摑つかむコツはフィーリングなの～♪　それぞれのリズムにはそれぞれの妖よう精せいさんが宿っているものだから、その妖精さん──たとえばワルツだったら輪りん子こちゃん、サンバだったら産さん婆ばちゃんと仲良くするようにステップを合わせていって～……」

「……ふん、ステップなんてものは仲なか睦むつまじいカップリング同士が絡からみ合あうように相手のことを想って足を動かせばいいのよ。犬けん猿えんの仲なんて言われながらも実はお互たがいのことを意い識しきし合ってる静●×臨●みたいに踊りなさいな」

「……」

　……まあその教え方には多少問題を感じざるを得ないとはいえ、こと自分たちの専門的分野に関わる限かぎりこの二人がチタン製の金こん棒ぼうを持った獄ごく門もん鬼き並なみに頼たよりになることは、姫ひめ乃の宮みや入学試験の時に実じつ証しよう済ずみだ。

「だから全部フィーリングでいけばだいじょうぶよ～♪　輪子ちゃんとか産婆ちゃんのノリに身を任まかせてらんらんら～んって……」

「……いい？　何よりも大切なのは愛なの。静●×臨●なの。世の中では臨●×静●で表記されることもあるけれど、私としては何があっても静●×臨●ね。これだけは譲ゆずれないわ」

「…………」

　……いや、とはいえ程てい度どってもんがあるんですがね。







　そういった具合に学校と桜さくら乃の日ひ和より荘そうでのダブルレッスンが並へい行こうして行われていて。

　そんなある日のことだった。

『プリンセス・ダンス・コンベンション』本番まであと五日と迫った追い込み時期な放課後。

　キュウリ畑で一人苗なえ木ぎの植え替え作業（何でもこの腰こしの動きがダンスのターン習得にいいらしい）をやっていた俺の前に……割と望まれない感じの訪ほう問もん者しやがやって来たのだった。

「──失礼しますわ。いえ、こんな下げ賤せんな場所に失礼も何もないでしょうけれど」

「お前は……」

　初っぱなからのご挨あい拶さつ極まりない言葉。

　入学式の時から数えておそらく四回目の遭そう遇ぐう。

　そこに三人の取とり巻まきらしきお嬢様たちとともに立っていたのは……胸むねの前で腕うでを組んだ雀すずめヶが原はらお嬢様だった。

「……ふん、相変わらずの土いじりですか。野菜作りなどという下等なことはそういったことを専門とする輩やからに任まかせておけばよいものを……。まあ、下賎な一いつ般ぱん庶しよ民みんである貴方あなたたちにはお似に合あいといったところですが」

「うふふ、そうですわね」

「見るからに貧びん乏ぼうったらしい……」

「美み咲さきさんと比べると、まるで美しい百ゆ合りと雑草ですわ」

「……」

　相変わらずの言いたい放題だな。

　まあそれはもう今さらなのでいいとして、何でこいつがここに？　鷹たか匠じよう光ひか琉るをストーキングしていてたまたま迷まよい込こんだ……とかじゃないですよね？

　そんな俺の疑問に。

「小こ春はる原ばらさんの様子を見に来ました。あの光琉様に逆さからった一般庶民が果たしてどれほどソーシャルダンスを習得しているのか見ておこうと思いまして。ですが……見当たりませんね」

「……」

　堂どう々どうと偵てい察さつに来たとおっしゃいましたね？

　さすが鷹匠光琉にご執しゆう心しんなお嬢様。色んな意味で神しん経けいが図太い……

　……にしてもわざわざこのお嬢様自らが偵察か。

　口では色々と言ってはいるが、取とり巻まきまで連れてここまでやって来るってことはそれだけ日和ひよりさんが意い識しきされてるってことであるし、倒たおすべき敵てきとしてこの雀ヶ原お嬢様に明めい確かくに認にん識しきされてるってことだ。

　うーむ、これまでのだれかに敵てき視しされるどころか道行く犬にすらその存そん在ざいをまともに認識されてなかったセピア色溢あふれる地味っこからすれば破は格かくの扱あつかいだね。これはある意味でレベルアップと言ってもいいのかもしれん。まあそれが招まねいてる現げん状じよう（変へん態たいお嬢様来らい訪ほう）はあんまり歓迎したくないところだが。

　とはいえその日和さんたちは今はたまたま今度植えることにした子宝ナス（世界一長い大長ナス）の苗なえ木ぎの買い出しに行っていていない。

　さっき出かけたばかりだから戻もどってくるまでおそらく一時間はかかるだろう。

　そのことを伝えると、

「……逃にげましたわね？」

「……」

　いやいや！

　突とつ然ぜん何の予告もなく来らい訪ほうしといて逃げたも何もないだろ！

　やっぱりいい性格してるな、この変へん態たいお嬢様。

　心の中で大きなため息を吐ついていると雀すずめヶが原はらお嬢様はふと真しん剣けんな顔になって。

「──まあ、いいわ。肝かん心じんの小こ春はる原ばらさんはいないようだけれど……貴方あなたがいるのならそれでもとりあえず十分でしょう」

「え？」

「私が今日ここに来た最も重要な目的……私と貴方たちとの決定的な差、現げん状じようというものを──お見せします」

　そう言うと。

　静かに一歩前に出た雀ヶ原お嬢様はおもむろにスッと一度制服のスカートの両りよう脇わきをつまんで、その場でステップを踏ふみ始はじめた。

「お──」

　始まった軽やかなステップ。

　この二週間のレッスンで毎日ステップを見ていたため分かったが、それはかなり高レベルなものだった。

　洗練されていて目を奪うばわれるような華か麗れいな足さばき。

　音楽はなくステップのみだったが……その動きを見ているだけで、どんな音楽を想そう定ていしてリズムを取っているのかが分かるほどの技量であり……

「…………」

　むう、言うだけはあってやっぱりこのお嬢様、セレブスキルは大したもんだな……

　性格と単純なお嬢様レベルとは比例しないというか。

　とはいえ何かが引っかかった。

　何か違い和わ感かんがあるというか、全体として見てみると何か欠けているものがある感じというか……いや素人しろうとどころかダンスについてはほとんどカリ●ロレベルの俺が言うのもアレなんだけどさ。

　そんなことを考えている間に、雀ヶ原お嬢様のダンスは終わった。

　最後にもう一度スカートの両脇をつまんで軽く一礼すると。

「──どうです？　これを見た後でもまだ、私と張はり合あおうなどと言えますか？」

「……」

　悔くやしいが言う通りだった。

　今の日和ひよりさんと俺のレベルではこの域いきには到とう底てい及およばないだろう。

　そしてその技術の差は……これから五日間死ぬ気で特とつ訓くんしたとしても、とても埋うまるものだとは思えなかった。

「少しは分かったでしょう。培つちかわれた素そ養ようの違ちがいというものは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは補おぎなうことはできない……。それは羽根のないペンギンが空を飛ぼうとするようなものです。──分かったのなら、貴方あなたも諦あきらめなさい。諦めて棄き権けんしてしまえばこれ以上の恥はじをかくこともない……」

　そう静かに言い放つ雀すずめヶが原はらお嬢様。

　確たしかにそれは正論さ。

　だけどな。

「……俺は、諦めない」

「は？」

「状じよう況きようは絶ぜつ望ぼう的てきかもしれないが、俺は諦めたりはしない。最後まで日和を応おう援えんしてサポートする！」

　それが俺の結論だよ。

　だいたい絶望的だっていうんなら、そもそもこの姫ひめ乃の宮みやに入ろうと言い出した時点でただのヒヨコが七色に輝かがやくクジャクになろうとするほどに絶望的だったさ。

　だけど日和はやり遂とげた。

　必死にがんばって努力して、絶対に無理だと思われていた姫乃宮合格を果たした。

　それは偶ぐう然ぜんではなく必然で……決して最後まで諦めないという強い心があったからこそなし得た結果だ。

　そしてそれは今も現在進行形で続行されている。

　そのがんばりを前にして……俺が弱音を吐はくわけにはいかないんだよ。

　その俺の言葉に雀ヶ原お嬢様は理り解かい不ふ能のうという顔をして。

「……分からないわ。どうして貴方あなたはそこまで小こ春はる原ばらさんに肩かた入いれするの？　小春原さんには何もない……生まれも、依よるべき立場も、掲かかげるべき名も、それなのに……」

「理り屈くつじゃないんだよ。ただ日和はがんばっていて、それを俺が応おう援えんしたいと思うから応援してる。それだけだ」

「……」

　沈ちん黙もくする雀ヶ原お嬢様。

　だがすぐに顔を上げて。

「……一いつ般ぱん庶しよ民みんなど、みじめなものです。地位も財ざい力りよくも名めい誉よもない者──それらを全て失ってしまった者は、姫乃宮では決して顧かえりみられることはなくて……」

「……？」

　何かを嚙かみ締しめるかのようにそう言った。

　それはこれまでで聞いた中で一番真しん剣けんな声こわ音ねだった。

「……戻もどります。どうしても抗あらがうというのならそれでもいい。最後まで決着を付けましょう。小こ春はる原ばらさんが帰ってきたら、そう伝えて」

「え……？」

「──では、ごきげんよう」

「あ、美み咲さきさん！」

「どうされたのですか？」

「お待ちください！」

　そう言って、雀すずめヶが原はらお嬢様は取とり巻まきとともに去っていった。

「……」

　……うーむ。

　……結局あのお嬢様、何がしたかったんだろうね。







　　　４




　それからも休みなく毎日レッスンは続けられていった。

　菜さい園えん部ぶで昼休みと放課後に唯ゆい香かたちから本レッスンを受けて。

　さらには部活後の夕方や夜には桜さくら乃の日ひ和より荘そうで音ね色いろさんと桃もも子こから追加レッスンを受ける。

　文字通りダンス漬づけな毎日。

「え、ええと……ヴェニーズ・ワルツはここのターンの時の足の抜ぬき方かたを気を付けて……。タンゴは常つねにシャープな動きを意い識しきして……」

　日和ひよりは今回もがんばっていた。

　入学試験の時と同じように、朝から晩ばんまで一いつ生しよう懸けん命めいに必死に努力する。

　その生活のほぼ全てをソーシャルダンスのレッスンに当てての踏ふん張ばり。

　そういった熱意というか一念というものはやはり周りの者たちにも自ずから伝わるもので。

「がんばろうね、日和ちゃん。あと少しだよ♪」

「ファックですよ～♪（ファイトと言いたかったんだろう……）」

「貴女あなたはよくやっていると思いますわ。〝守しゆ護ご天使ランバダエル〟もそう認みとめています」

「……わ、私にも何かできること、ありますか……？」

「は、はいっ！」

「……」

　思いも寄らぬ発ほつ端たんで始まったこのダンスレッスンだが、このレッスンを通して日和さんと菜園部の他のお嬢様たちの距きよ離りはより縮ちぢまったように見えた。ある意味でケガの功こう名みようというか、嬉うれしい誤ご算さんだな。

　そして桜さくら乃の日ひ和より荘そうでも。

「ぴよちゃんだいじょうぶ～？　練習のしすぎで足とか痛いたくなってない～？　ゆ～くんがマッサージでもした方がいい～？」

「何か必要なものがあったら遠えん慮りよなく言いなさい、ピヨ。そこの焼やき豚ぶた野郎に買いに行かせるから」

「私の写真の腕うでが必要になったらいつでも言い給え。チョモランマを捨て置いてでも馳はせ参さんじよう」

「え、えと、ありがとうございますっ！」

　そんなダメ人間たちの応おう援えんの言葉。

　いやホントに日和ひよりさんは幸せ者だね。

「……」

　そして残りの日々はあっという間に過ぎていき。

　とうとう──本番前日の夜になった。







「──それじゃ日和、今日は明日に備そなえて早く寝ねるんだぞ」

「あ、は、はい」

　夕食を終えて。

　さらには食後の一いつ服ぷく（ぐり茶と焼き梅）やら健康体たい操そうやら風ふ呂ろやらも完了してなんかほこほこしてた日和さんにそう声をかける。

『舞まい姫ひめたちの夕べ』は夕方からとはいっても、早寝するに越したことはないしな。

「明日の準じゆん備びはできてるよな？　持って行く物とかはちゃんと揃そろえて……」

「は、はいです、ばっちりです」

「ん、ならよし」

　首を縦たてに振ふってくる地味っこにうなずき返す。

　当日になって準備をしようとするとグダグダになることは入学式の時に経けい験けん済ずみである。

「じゃあ俺も部へ屋やに戻もどるな。また明日」

「あ……」

「おやすみな」

　そう手を振って部屋へと戻ろうとして。

　く、くいっ……

「？」

　背せ中なかのところが小さく引ひっ張ばられた。

　何だ？　と思い見てみると……じ～っとこっちを見上げた日和ひよりさんが、ちょこんと俺の服の裾すそを指で摑つかんでいた。むう、これは妖よう怪かい袖そで引ひきのモノマネとかじゃないよな？

「？　どうしたんだ？　何かまだ用でもあるのか？」

「え、そ、その、あ、あの……」

「？」

「……（ご、ごにょごにょ）」

　もにょもにょと小さく何かをつぶやく日和さん。

　──ああ、このパターンはもしかして。

「もしかして……明日が気になって眠ねむれないとかか？」

「！　は、はい……です……」

　俺の言葉にこっくりとうなずき返してくる。

　むう、やっぱりか。日和さん、緊きん張ちようしいだからなあ。

　なので俺はぽんぽんと目の前の地味っこの頭に手をやって。

「分かった。それじゃ寝ねる前にちょっと話でもしよう。俺の部屋に来るか？」

「あ──は、はいっ♪」

　ぱあっと表情を輝かがやかせる日和。

　うーむ、分かりやすいっちゃあ分かりやすいな。

　というわけで、日和と二人で俺の部屋へと移い動どうする。

　どうしてか少しだけ頰ほおを赤くした日和（風ふ呂ろ上あがりだからか？）を布ふ団とんの端はしに座すわらせると、自分もその隣となりに腰こしを下ろして。

「どうした、やっぱり緊張してるのか？」

「あ、は、はい……」

　小さくうなずく。

「や、やることは全部やって、焦あせってもしかたがないのは分かってるんですけれど……胸むねの奥おくがふわふわとしてしまって……」

「うーん」

　まあ緊きん張ちようするのはどうしようもないことと言えるんだが……

「とりあえずホットミルクでも飲むか？　それで少しでも落ち着ければ……

「あ、はい。おにーちゃんのミルク、おいしいですし……」

「……だから、そういう紛まぎらわしい言い方をするなって」

　聞く人が聞けば明らかに刑けい務む所しよ直行＆ワイドショーの見出しになること確かく実じつである。

　そんなことを話していて。

「あ、あの……」

「ん？」

　と、日和ひよりがもじもじと指回し運動をしていた。

　何か言いたげな、顔。

「お、おにーちゃん……あの、おにーちゃんのミルクもいいんですけど、その……」

「？」

「え、ええと、そ、その……」

　それまでの三倍増ましなもにょもにょリアクション。

　だがすぐに思い切ったように両手をぐっと握にぎりしめると。




「きょ、今日はその……い、いっしょにねたら……だ、だめ、ですか……？」




「え？」

「……っ……」

　恥はずかしそうにきゅ～っと目をつむりながらそう言ってきた。

「あ、明日のことが気になって、胸がどきどきして眠ねむれそうになくて……。で、でも、お、おにーちゃんといっしょにねられたら、そ、その、きっと安心できてぐっすりとあんみんできると思います……」

「……」

　一いつ生しよう懸けん命めいな声こわ音ねでそう訴うつたえかけてくる。

　いやおにーちゃんにはそんなド●エルみたいな効こう果かはないと思うんだが……

　おまけに。

「それに俺の布ふ団とんはあんま広くないぞ？　見ての通りできの悪いセンベイみたいで……」

「だ、だいじょうぶです！　わ、わたしなんて、すみっこの布のきれはしがあれば十分ですから……っ」

　それは控ひかえ目めすぎだろ、日和さん。

　いやまあ……いいっちゃあいいんだけどさ。

　明日が不安な気持ちは分かるし、いっしょに寝ねることで不安が少しでも解かい消しようされるっていうのなら協力はしてやりたい。

　なので俺は日和の顔を見て、

「……じゃあ、いっしょに寝るか？」

「え……？」

「狭せまいしボロっちいけど、それで日和が大だい丈じよう夫ぶなら」

「あ──は、はいですっ♪」

　こくこくと嬉うれしそうにうなずき返してくる日和。

　浮うき浮うきと布団の端はしからこっちに移い動どうしてこようとして。

「──あっ」

「お」

　ドテッ。

　そんな河原とかによくある岸を高く築きずき上あげた場所みたいな音。

　布ふ団とん脇わきに置いてあった八分の一スケールのレプリカミイラ（いつもお世話になっているお礼とかで日和ひよりの親父さんにもらった）に足を引っかけて……顔面から布団に突つっ込こんでいる日和さんの姿すがたがあった。

「……い、いたい、です……」

　涙なみだ目めになる日和さん。

　しかもその弾はずみでっていうかレプリカミイラの包ほう帯たいに引っかかってパジャマのズボンが脱ぬげかけていて……

　や、相変わらず薄はつ幸こう属ぞく性せいだな。……絵面的にはこれに関して言えば完全に呪のろいだが。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はい……」

　おでこを少し赤くしながらうなずき返してくる。

　とまあそういうわけで、日和さんといっしょに寝ねることになった。







　部へ屋やの隅すみに敷しかれた小さなセンベイ布団で二人、「川」の字マイナス縦たて棒ぼう一本のように並ならんで横になる。

「……」

「……」

　すぐ隣となりからは触ふれている腕うでを通して日和さんの体温が伝わってくる。

　どちらかと言えば高めな体温。さらには風ふ呂ろから上がってあまり時間が経たってないこともあって、少しだけ潤うるんだ髪かみの毛やらほっこりとしたちんまい身体からはシャンプーや石せつ鹼けんの柔やわらかい香かおりが漂ただよってきていて……

「…………」

　なんかヘンな感じだな。

　桜さくら乃の日ひ和より荘そうでいっしょに住むようになって二年だが、よく考えてみればこうやって同じ布団で日和といっしょに寝るのは初めてだ（当たり前だが）。何だか捨てられていた仔こ猫ねこをこっそりと部へ屋やに連れ帰ってきたような、少しばかりイケナイことをしているような妙みような心ここ地ちであって……

「…………」

　うーん、なんかモヤモヤとする。

　そんな何ともいえないおかしな気分を吹き飛ばすように、俺は口を開いた。

「──でも、友達ができてよかったな」

「え？」

「日ひ向なたたちだ。仲良くやってる感じで」

　入学式からこっち、新しく知り合ったお嬢様たち。

　菜さい園えん部ぶの設せつ立りつやらダンスレッスンやらを経へて、もうすっかり親しくなっている。

　この調子なら他のお嬢様たちに友達ができるのも決して遠い日じゃないだろう。……まあ、あの雀すずめヶが原はらお嬢様とかはともかくとして。

　すると日和ひよりは小さく首を振ふって。

「で、でも……それも全部、おにーちゃんがいてくれたからです……」

「俺が？」

「はいです。おにーちゃんがいてくれて、傍そばで見守っていてくれたからそのおかげ……お、おにーちゃんぱわーのおかげなんです」

「むう……」

　そんな風に言われると照れるんだが。

　というかおにーちゃんぱわーって、また言い回しに昭和の匂においを感じさせるよな、日和さん。

　少しだけこそばゆく感じながらそんなことを考えていると。

「だけど……なんだか最近は、ちょっとだけ、さみしかったです」

「え？」

　ぽつりと日和がそんなことを言った。

「……おにーちゃんと、会えなくて、です。毎日レッスンが忙いそがしくて……あ、レッスンは楽しいんです。唯ゆい香かちゃんが、日向ちゃんが、皐さ月つきちゃんが、ましろちゃんがとっても丁てい寧ねいにやさしく教えてくれて……。それにできないことができるようになるのは、楽しい、です。……でも、今回はおにーちゃんと、いっしょじゃない時も多くて……」

「それは……」

　確たしかに面めん接せつ対たい策さくをしていた前回とは違ちがって、今回は俺も育成される側としてレッスンを受けてた身だ。ペアであるわけだから合わせの練習とかでは会うこともあったが、それ以外はバラバラに基き礎そ練習をしていた時間の方が長かった。だからここ数日は日和とあまり顔を合わせてなかったわけであって……

「なのでちょっとだけ……さみしかったです……」

「日和……」

　そんな風に思ってくれてたのか。

　全然気付かなかったというか。でも嬉うれしいことには変わりはない。うう、いい子だな、日和さん……

　少しだけ感無量になる俺に。

「あ、あの、だ、だから……」

「？」

「だ、だから、その……す、少なくなってしまった、お、おにーちゃんぱわーを、じゅ、じゅうでん……させて、ください……っ……」

　そう小さく声を上げると。

　布ふ団とんの中をちょこんと移い動どうして、ぴとっと遠えん慮りよがちに身を寄せてきた。

「ひ、日和ひよりさん？」

「……お、おにーちゃんの匂においです……」

「匂いって……」

　加か齢れい臭しゆうとかじゃないですよね？

「ううん……いい匂いです。胸むねがあったかくなって、とっても……安心できる匂い……♪」

「そ、そうか……？」

「は、はい。だ、大好き、です……え、えへへ……♪」

　嬉うれしそうにさらに身を寄せてくる。

　その仕草はまるで懐なついて甘えてきてくれる小動物のようであり……ぬ、ぬう、そこはかとなく胸の奥おくがビクンビクンとヘンな挙きよ動どうを見せるな……
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　しばらくの間そのまま被ひ充じゆう電でん状じよう態たいを続けていて。

「……」

　やがて仔こ犬いぬみたいにす～す～と小さな寝ね息いきをたてて日和ひよりは寝てしまった。

　むう、ホントに小動物みたいだ。

　動かそうとも思ったが、力強い抱だっこちゃんみたいにぎゅっと抱きついて離はなれないため諦あきらめた。

　まあ、無理に引き離そうとして起こしたくもないしな。

　ちなみに途と中ちゆうでトイレに行きたくなったんだが、日和さんがこんな状じよう態たいなため身動きが取れずに、割と一晩中モジモジとしていたのは……内ない緒しよだ。

　そしてついに『舞まい姫ひめたちの夕べ』当日がやってくる──







　　　５




「──それではこれより、第八十二回『舞姫たちの夕べ』を開かい催さいいたします」

　そんな壇だん上じようの鷹たか匠じよう光ひか琉るの言葉とともに。

　いよいよ日和さん及および『菜さい園えん部ぶ』の運命を決める懇こん親しん会かい──『舞姫たちのタベ』が始まった。

　場所は姫ひめ乃の宮みや特別パーティールーム──通つう称しよう〝姫乃宮鹿ろく鳴めい館かん〟。

　ざっと桜さくら乃の日ひ和より荘そう三つ分ほどの広さの会場では、たくさんのお嬢様たちがグラス片かた手てに談だん笑しようしている。

「相変わらず金がかかってそうだな……」

　その豪ごう華かさに思わず溜ため息いきが漏もれたね。

　会場の至いたるところでは給仕のバトラーやフットマンたちが恭うやうやしく控ひかえていたり、テーブルの上にはテレビでしか見たことのないようなフルコース系の料理が所ところ狭せましと並ならんでいたり、バックミュージックは生オーケストラが指し揮き者しやとピアノ付きで演えん奏そうしたりと。

　高校生の懇親会としてはほとんどあり得ないブルジョワ感満まん載さいなパーティー。

　慣なれないフォーマルスーツ姿すがたに少しばかり居い心ごこ地ちの悪さを感じつつ、そのどこまでもセレブ道を一直線に行くお嬢様クオリティの徹てつ底ていっぷりに感かん嘆たんしていると。




「──お、お待たせ、しました……」




「お」

　と、後ろからそんな声がかけられた。

　聞き慣れて耳みみ馴な染じんだ地味な声。

　振ふり返かえって見るとそこにいたのは──

「ど、どうで、しょうか……？　へ、ヘンじゃないでしょうか……？」

「……」

　──ドレス姿すがたの日和ひよりさんだった。

　本人の性格に合わせたような純白のシンプルな感じのパーティードレス。

　まだ着き慣なれていないようで、どこか落ち着かない感じでまごまごとこっちを見上げてきている。

「……」

　……実はこのドレス姿を見るのはこれが初めてなんだよ。

　レッスン段だん階かいではまだオーダー中とかで見られなかったんだよな。完成したのはほんの二日前で、本番でのお楽しみとかで俺は見せてもらえなかった。

　そういう次し第だいで今初めて拝はい見けんさせてもらってるわけなんだが……

「…………」

　むう……こうして見ると、目の前の日和さんがちゃんと本物のお嬢様みたいに見えるな。

　清せい楚そにしてそこはかとなく可か憐れん。

　そういった空気が出ているというか、この超上流階級なパーティーにも溶とけ込こんでいる雰ふん囲い気きであって……

　いやまあそう見えるようにこれまでがんばってきたわけなんだが、どこか少しだけ黄金色に輝かがやいているようにも見えるその落ち着いたたたずまいからは、セピア色オーラの残ざん滓しすらまったくもって感じられん。ドレス一つでここまで変わるもんなんだな……

　ぬ、ぬう……

　なんか目の前の元地味っこがまるで今初めて会う可愛かわいらしいお嬢様のようだ……

　その変身っぷりに何となく目を奪うばわれてしまっていて。

「お、おにーちゃん……？」

「え？」

「え、えと……や、やっぱり、あまりあってないですか……？」

「あ、わ、悪い！　そんなことない、よく似に合あってる」

「ほ、ほんとですか……？」

「ああ、ジャストフィットって感じだ」

「あ、ありがとうございます……っ……。そ、その、おにーちゃんもとってもりりしくて……」

「そ、そうか？」

「は、はい……っ」

「……」

「……」

　そのまま二人して何となく黙だまり込こんでしまう。

　なんかよく分からんが気き恥はずかしい沈ちん黙もく。

　初めて日和ひよりがメタモルフォーゼした時に感じたような何とも言えずにもにょもにょとした空気に戸と惑まどう俺に。

「あ、お、おにーちゃん、わたし、な、なにか飲み物をとってきますね。お、お茶がいいですか？」

「え？　あ、ああ。悪い、頼たのむ」

「は、はいです」

　そう言ってあせあせとテーブルの方へと走っていこうとして。

「あ、あうっ！」

　どたっ。

　足下まで伸のびたドレスの裾すそを踏ふんづけて、その場で軽くコケていた。

「い、いたいです……」

　涙なみだ目めになりながら打ったおでこを押おさえる。

　うーむ、こういう薄はつ幸こうなところはこの上なくいつもの日和さんだ……

　メタモルフォーゼした外見とは裏うら腹はらなこれまで通りの中身の地味っこっぷりに少しだけ安心していると、

「おにいさ～ん、日和ちゃ～ん♪」

「お」

　今度は背はい後ごからそんな声が飛んできた。

　見るとそこにはそれぞれパートナーペアを連れた唯ゆい香かたちの姿があった。

「わ～、日和ちゃん、とっても似に合あってるね～♪　おにいさんもかっこいいよ～♪」

「すごくホモホモしくて（雄お々おしくてと言おうとしたんだろうな……）いいですね～♪」

「さすがは我が機関の一員ですわね」

「……す、すてき、です……」

　それぞれのそんな感想。

　見てみるに唯香は親父さん、日ひ向なたは執しつ事じのようであり、そこまではよかったんだが……

「……あー、えーと……」

　問題は残りの二人。

　皐さ月つきは……特にそれらしき相手を連れていなくて、その割には何だか虚こ空くうに向かってぶつぶつとつぶやいていて、ましろに至いたっては……なんか隣となりにゴールデンレトリーバーがハッハッハッハッ……と礼れい儀ぎ正しくちょこんとお座すわりしていた。

　……まさか、とは思うんだが。

「……こ、こほん、こちらは私のパートナーである京きよう介すけですわ」

「……我が家の、アルフレッド、です……」

「……」

　イヤな予感は大当たりだった。

　どうやら皐さ月つきはエアパートナー、ましろの方は犬のようだった。残念すぎる……

「ど、どうです？　見事なパフォーマンスでしょう？」

「……わ、わんわんだんす、です……」

　それぞれパートナー（？）と軽くステップを踏ふんでみせてくる。

　いや皐月の京きよう介すけとやらはともかく（見えんから）、アルフレッドくんの足さばきはなかなかに見事なもので……って俺より上手くないか、このワン公……？

　四本脚あしを上手く使ったお犬様の軽やかな動きに驚きよう愕がくしていると。

　ジー……

「……？」

　どこからか何やら視し線せんを感じた。

　絡からみついてくるような感じというか、ゾクゾクと背せ筋すじにくるような粘ねばっこい視線。

　その出所を追ってみたところ。

「……（ニッコリ）」

　いたのは日ひ向なたの横で姿し勢せい正しく立っていた執しつ事じだった。

　執事服に身を包んだえらいイケメンで、端たん正せいな顔の相そう好ごうを崩くずして俺に向かってにこやかに笑いかけている。

　慌あわてて会え釈しやくを返そうとして。

「…………」

　……そういえば、日向さんのところの執事って、例の変へん態たいさんでしたよね？

　愛読書がホ●雑誌とロリ●ン小説だという変態中の変態。

　何というか、できることなら関わり合いになりたくはないアブノーマルバトラー。

　それがこっちに向かって親しげに微笑ほほえみかけているということは。

「…………」

　いやなんか危き険けんなフラグが勃たちまくってるとしか思えんのですが……

　もう色々とやだ……







　そんな感じに『舞まい姫ひめたちの夕べ』は始まった。

　新一年生のための懇こん親しん会かい。

　全体的には落ち着いた感じのサロンパーティーといった雰ふん囲い気きで、あちこちでドレス姿すがたのお嬢様同士が楽しげに談だん笑しようしている。

　その中にはもちろん件くだんの雀すずめヶが原はらお嬢様たちの姿すがたもあったわけだが……接せつ触しよくはしないでお互たがいに遠くから様子を窺うかがい合あうだけだった。

　いやまあ進んで言葉を交わしたい相手でもないし、これから自分たちの進しん退たいを賭かけたガチ勝負をするわけだ。こうしておくのがいいと思ったんだよ。

「ほら、日和ひよりちゃん、あっちにアイスアートがあるよ♪」

「わ、わあ、シャケをくわえたひぐまさんです……♪」

「違ちがいます～。あれはシャケさんがクマさんの喉のど元もとにグシャリと食らいついてますよ～♪」

「下げ克こく上じようというやつですわね」

「……魚類、こ、こわいです……」

　周りではそんな会話が交わされている。

　緊きん張ちようしながらも、日和さんもけっこうパーティーを楽しんでいるようだった。

　菜さい園えん部ぶの五人で賑にぎやかに笑いながら、よくあるシャケを捕ほ食しよく中ちゆうのヒグマの逆ぎやくバージョンの氷細工の前できゃっきゃっと声を上げている。これも唯ゆい香かたちのおかげだな。

　で、しばしそういうパーティーな空気を楽しんでいて。

「あー、日和、ちょっと外に行ってくるな」

「え……？」

　その言葉に途と端たんに不安そうな表情になる。「え、えと、どこに行くんですか？　何か用事だったら、わたしもいっしょに……」

「……トイレなんだが」

「え？　──あ、は、はいですっ」

　そんなやり取りを経へて、キジ撃うちをするために日和たちから離はなれてパーティールームを出た。

　まだ本番の『プリンセス・ダンス・コンベンション』開始まで一時間くらいあったが、野や暮ぼ用ようは早め早めに済すませておかんとな。何せ姫乃宮ここはただでさえ造りが色々とムダに広いことに比べ、女子校という根本的な性質上、男子トイレってやつがとことん少ないんだよ。むしろペット用の御ご不ふ浄じようを探さがした方が早いくらいで。

「殿との方がた用ようは……こっちか」

　案内標ひよう（『男子用公こう衆しゆう便所はこちら↓』）に従したがって、ほとんどどこぞの宮きゆう殿でんのような建物内を歩いていく。

　やっぱりやたらと遠くにある上に道も複雑だね。早めに出て来て正せい解かいだった。

　そしてようやく念願の男子トイレ（公衆便所）に辿たどり着ついたところで。

「──ねえ、やってしまいませんこと？」

「？」

　そんな話し声のようなものが耳に入ってきた。

　見てみると何人かが男子トイレの真ん前に集まって何やらひそひそと話し合っている。あれは……

　何となく物もの陰かげ（近くにあったヴィーナス像ぞう）に隠かくれて視し線せんをやってみると、そこにいたのは雀すずめヶが原はらお嬢様の周りにくっ付いていた、三人の取とり巻まきお嬢様たちだった。

「だから今がチャンスですわよ。控ひかえ室しつにはまだ人はいませんし、本番用のシューズの中に画が鋲びようを仕込んでしまえばそれまでではないですこと？」

「ええ、そうですわね」

「何もあのような庶しよ民みん相手に美み咲さき様が自らお相手をするまでもないですわ」

「……」

　断だん片ぺん的てきに聞こえてきた台詞せりふ。

　詳しよう細さいは分からんが……どうもあまりよろしくないことを画かく策さくしているらしい。

　おそらくは控え室に置いてある日和ひよりさんのダンス用のシューズに嫌いやがらせをしてやろう、ってとこか。

「……」

　……どうでもいいけどやり口がかなり古いな。

　シューズに画鋲って、八十年代のドラマやマンガっていうかガ●スの仮か面めんとかじゃないんだから……

　ともあれそんな嫌がらせアクションを黙だまって見ているはずもない。……とりあえずあのお嬢様たちをどかさないことにはトイレ（公こう衆しゆう便所）にも入れないし。

　未然にやめさせるべく声をかけようとして。




「──そんな馬鹿な真ま似ねはおやめなさい」




「え？」

　先にそんな声が響ひびいた。

　取り巻きお嬢様たちを離はなれたところから厳きびしい表情で睨にらんでそう口にしていたのは……雀ヶ原お嬢様だった。

　え、何でこの変へん態たいお嬢様が……？

「何をしているのかと思えば勝手なことを……。そのような卑ひ怯きような真似をして勝っても仕方がありません。何の混まじり気けもない純じゆん粋すいな実力でねじ伏ふせて、あの一いつ般ぱん庶民に自分は姫ひめ乃の宮みやは相応ふさわしくないと完かん膚ぷ無なきまでに認みとめさせることに意味があるのです。これはそのための勝負以外の何物でもない」

「で、ですが……」

「念には念を入れておいて損そんは……」

「楽に勝てるのならそれに越したことはないですのに……」

　取とり巻まきたちはなおそんなことを言うものの、

「黙だまりなさい。私の言ったことが聞こえなかったの？　──それとも貴女あなたたちは、そのようなことをしなければ私があの子に勝てないと？」

「い、いえ、そんなつもりは！」

「た、ただ、私たちは美み咲さきお嬢様のことを考えて……」

「え、ええ、美咲様があの庶しよ民みんよりも上だということは自明の理で……」

「だったら余よ計けいな真ま似ねはやめなさい。──迷めい惑わくよ」

　迷まよいのない声。

　その強い勢いきおいに押おされて取り巻きたちは「……」とバツが悪そうに互たがいに顔を見合わせたまま、逃にげるようにそそくさとその場から立ち去っていってしまった。

「……ふう」

　一人になった雀すずめヶが原はらお嬢様が大きくため息を吐つく。

　何だかひどく疲つかれたような様子だった。

　と、その瞬しゆん間かん。

　ガタッ。

「──っ、だれです！」

「……あ」

　ちょうど足下をウロウロしていたル●バくん（全自動式掃そう除じ機き。お嬢様学校だけあってこんなのがあちこちに配はい備びされてるんだよな……）にけつまずいて音を出してしまった。

　うーむ、こんなのばっかりだな。

　仕方ないのでヴィーナス像ぞうの陰かげから姿すがたを現す。

「貴方あなたは……」

「……」

「……今のを、聞いていたの？」

「あー、まあ」

　うーん、気まずいな。

　別に覗のぞき見みをしてたとか盗ぬすみ聞ぎきをしてたとかでこっちが非を感じるいわれはまったくないんだが、そうじゃなくて違ちがう意味で気き詰づまりなんだよ。試験前に「私全然勉強してないの」と言った相手が前日に徹てつ夜やで猛もう勉強しているのとかをたまたま見ちゃった時の気分というか。

　何と続けていいか困こまって言葉に詰つまっていると。

「……申し開きをするつもりはありません。確たしかに今、私の派は閥ばつの子たちは卑ひ怯きような真似をしようとしていた。だけど私の考えは先ほど言った通りです。小こ春はる原ばらさんに正面から堂どう々どうと負けを認みとめさせることに意味がある。不正などをするつもりはこれっぽっちもない」

　真っ直ぐにこっちの目を見ながらそうきっぱりと言い切る。

　その言葉には一切の迷まよいやためらいは感じられなくて。

「お前……意外といいやつなんだな」

「──っ！」

　それ自体は正直な気持ちだった。

　さっき取とり巻まきたちを止めた態たい度どもそうだし、今もそのことを隠かくそうともせずに堂どう々どうとしていることもそうだ。

　その主義主しゆ張ちようはともあれ、その毅き然ぜんとした姿し勢せいには少しだけ好感が持てる。前に唯ゆい香かがこのお嬢様のことを評ひようして真っ直ぐな性格だと言っていたが、僅わずかだけそれが理り解かいできたような気もした。

「な、何を……適てき当とうなことを言って懐かい柔じゆうしようとしたって……」

「そんなつもりはないって。自分は間ま違ちがってないってことを間違ってないって言える人間なんてそうはいない。ただそう思ったから言っただけで」

「な……」

　その言葉に雀すずめヶが原はらお嬢様はしばらくの間黙だまったまま下を向いていた。

　何かに思いを馳はせるような長い沈ちん黙もく。

　だがやがて静かに顔を上げて。

「……貴方あなたのような人がいてくれたら、違ったのかもしれない」

「え？」

「……だれかもう一人でもそう言ってくれる人がいたなら、あの時も少しは──」

　そこではっと何かに気付いたかのように小さく頭を振ると、

「……な、何でもありません。それよりも本番では覚かく悟ごしておきなさい。このようなことがあったからといって、手て加か減げんはいたしませんから！」

　そう言い放つと。

　スカートの裾すそを翻ひるがえして、足早にその場から立ち去っていってしまった。

「……」

　うーん、ホントにさっぱり分からんのだが、あのお嬢様……

　そう一人頭を捻ひねって、改めて男子トイレ（公こう衆しゆう便所）に向かったのだった。







　そして──

「いよいよ本番だな、日和ひより」

「は、はいっ……」

　男子トイレ（公衆便所）から戻もどってきて二十分後。

　菜さい園えん部ぶと日和さんの運命を分ける、『プリンセス・ダンス・コンベンション』の時間がやって来ていた。

「おにいさんたち、もうエントリーカードはもらった～？」

「日和ひよりちゃんたちの出番は最後から三番目ですね～♪」

　唯ゆい香かと日ひ向なたがそう声をかけてきてくれる。

「二十六番か……」

　出場者は全部で二十八組五十六人だった。

　基き本ほん的てきに自由参さん加かであるため、出場するのは全一年生のおよそ三分の一。

　それぞれにエントリナンバーが割わり振ふられて、一番のお嬢様から順にフロアのセンターにあるダンススペースでそのダンスを披ひ露ろうしていくというものである。

『──ありがとうございました。エントリーナンバー一番、宝ほう生しようさんとそのペアによるクイックワルツでした～！』

　一番のお嬢様が踊おどり終おわりセンターから出て。

　それに続いて二番、三番のお嬢様と次々にそれぞれのソーシャルダンスを披ひ露ろうしていき。

　──まずは雀すずめヶが原はらお嬢様だった。

　エントリナンバーは八番。

『続いてはエントリーナンバー八番。雀ヶ原美み咲さきさんとそのペアによるダンスです。皆みな様、ご注目ください～！』

「…………」

　名前が呼よばれるとまるで宣せん戦せん布ふ告こくするかのように俺たちの方をちらりと一いち瞥べつして。

　そのまま静かにダンススペースへと足を踏ふみ入いれると、ワルツのリズムに合わせて颯さつ爽そうと踊り始めた。

　ペアパートナーはおそらくは執しつ事じなんだろう。

　燕えん尾び服ふくを着た二十代くらいの気弱そうな男とダンススペースの上を滑すべるように回っていく。

　そのステップやターンなどの技術は確たしかに見事で、見る者の目を奪うばう鮮あざやかな技ぎ巧こうではあるんだが……

「……」

　やっぱりどこか引っかかるものがあった。

　何かが少しズレているような僅わずかな違い和わ感かん。

　前に見た時はよく分からなかったが、今回はペアといっしょに踊っていることで、それが何だかハッキリと分かった。

「ん～、雀ヶ原さん、ちょっと先走っちゃってるかな～」

　と、隣となりの唯香がぽつりとそう言った。

「高度なテクニックをやろうとしてるのは分かるんだけど、そのせいで少し動きが硬かたくなってタイミングがずれちゃってる。少し、ほんっとに少しなんだけど……」

「そうだな……」

　俺が感じていたのもまさにそれだったんだよ。

　どことなく周りが見えていないというか、上手いんだが一人で突つっ走ぱしってる感じで、音楽やペアパートナーとの連れん携けいがいまいち取れてない印いん象しようなんだよ。

　それが僅わずかな違い和わ感かんとなって表れている……ような気がした。や、あくまでフィーリングだからよく分からんのだけどさ。

　やがて雀すずめヶが原はらお嬢様のダンスは終わって。

『──ありがとうございました。エントリーナンバー八番、雀ヶ原美み咲さきさんとそのペアパートナーのスロー・フォックストロットでした～！』

「……」

　スペースから出る際さい、雀ヶ原お嬢様が強い視し線せんでこっちを見た。

　あなたたちにここまでできるのかしら？　って顔だ。

　──もちろん、技術的に全然及およばないのは分かってるさ。

　今見たものと同じレベルのダンスができるのかと言われれば無理なのは十分に理り解かいしている。

　だけど。

『それでは次にエントリーナンバー二十六番、小こ春はる原ばら日和ひよりさんとそのペアである晴はれ崎さき佑ゆう介すけさんのダンスです。皆みな様、ご注目ください～！』

　センターに響ひびく司会進行の声。

「──日和、行こう」

「はいっ！」

　そう互たがいにうなずき合って。

　俺たちは──俺たちのダンスを踊おどり始はじめた。

　この二週間で自分たちなりに積み重ねてきたモノ。

　その一つの答えに、周囲がざわりとざわめく。

「──あれは……パーティーダンス!?」

　雀ヶ原お嬢様が驚おどろくようにそう口にしたのが聞こえてきた。

「馬鹿な……あのようなもので、私に対たい抗こうしようというの……!?」

　信じられないといった声。

　色々と悩なやんだが……考えた末に俺たちが選んだ道がこれだった。

　ステップのテクニックや熟じゆく練れん度どなどは、やはり短時間では身に付くものではない。

　いやもちろん最さい低てい限げんの技術は習得可か能のうかもしれんが、それではやはり一流のお嬢様アビリティには遠く及ばないだろうさ。

　そこで辿たどり着ついたもの。

　それがこの……〝パーティーダンス〟といったダンスのジャンルなんだよ。

『パーティーダンスは正せい確かくに言えば競きよう技ぎダンスの種目からは外れてるものなの。テクニックやステップよりも感情だとか表現の仕方だとかいったものが重じゆう視しされる……。だから他の競技ダンスの種目──例えばワルツとかタンゴとかで勝負するよりは、ずっといいと思う。今回のプリンセス・ダンス・コンベンションには種目の制せい限げんはないしね。あ、ていってももちろん、基き礎そ的てきなステップとかができてないとさすがにどうしようもないから、そのレッスンはしないとなんだけど……』

　そう言ってくれたのは唯ゆい香かだった。

　確たしかにそれはその通りだ。

　素人しろうとに毛が生えたかどうかも定かでない俺たちが今さらダンスの技ぎ巧こうで勝負したところで、結果は見えている。

「……」

　そして何よりも俺たちがあの雀すずめヶが原はらお嬢様に勝っていると思うもの。

　技術や経けい験けんの不足を補おぎなって余あまりある武器が俺たちにはあると、俺は信じてるんだよ。

　こっ恥ぱずかしいかもしれんが……それは『お互たがいを想おもい合あうハート』。

　パーティーダンスに最も必要とされるという感情と表現。

　自分で言うのも多少アレだが、日和ひよりさんとなら互いの息だけはぴったりと合ってる自信があったからな。

「……」

　流れる軽快な音楽とともに、日和と身体を動かしていく。

　日和が次にどういう風に動くのか、俺にはよく分かったさ。

　おそらく日和の方もそうだろう。

　多少音楽とズレるところがあっても、こっちの動きを先読みするかのように合わせてくれる。

（──おにーちゃん）

（──日和）

　言葉に出さずとも目を見るだけで通じ合う。

　そして。

「がんばれ～、日和ちゃ～ん、おにいさ～ん♪」

「その調子です～♪」

「二人とも、いけますわ！」

「……が、がんばって……！……」

　周囲からは応おう援えんしてくれる唯香たちの声。

　いや唯香たちだけじゃない。

『ワルツのリズムを摑つかむコツはフィーリングなの～』

『ステップなんてものは仲なか睦むつまじいカップリング同士が絡からみ合あうように相手のことを想って足を動かせばいいのよ』

　今回はサポートに回って応おう援えんしてくれた音ね色いろさんや桃もも子この声も確たしかに聞こえてきて。

　何よりもパワーを与あたえてくれるそれらに後あと押おしされて……俺たちは二人の世界に入っていった。

「何か……あのペア、すごくないですこと？」

「ええ……二人が二人とも、互たがいの動きを引き立て合っているようで……」

「特にあちらの……確か、小こ春はる原ばらさん？　そのどこか和を感じさせる足さばきが秀しゆう逸いつで……」

「心の奥おくに直ちよく接せつ訴うつたえかけてくるといいますか……」

　周りのお嬢様たちからも溜ため息いきとともにそんな声が聞こえてくる。

　次々と上がる賞しよう賛さんの声。

　それらは間ま違ちがいなく日和ひよりに向けて送られているものであって……

「……」

　──そういえば、日和さんのセピア色機き能のうもずいぶんと薄うすれてきたもんだな。

　セピア色とＡ・Ｊアブソリユート・じみフィールドの申し子だった地味っこ。それが今ではこうして、姫ひめ乃の宮みやのお嬢様たちからも注目を注がれる的になっている。

　それは俺たち『ぴよの団』が、日和さん自身が望んだことであって、本来ならこの上なく喜ぶべきことではあるんだが……

「…………」

　……何だろうね。

　……それを少しだけ寂さびしいと思う自分がいることに気付いちまったんだよ。どこか日和さんが遠くに行ってしまった気分というか……

　いつかの中学での邂かい逅こうにも似にた気分。

　や、こんなことを考えても詮せん無ないことなのは分かってるんだけどさ。

　そんなことをそこはかとなく考えていて。

「……おにーちゃん」

「ん？」

「わたし……わたし……おにーちゃんといっしょに、こうして踊おどることができてよかったです……」

　目の前でステップを踏ふむ日和がふとこっちを見上げながらそう口にした。

「おにーちゃんがいなかったら、わたしはこんな風にがんばれなかったと思います。きっとこうやってこんなに素す敵てきな舞ぶ台たいで踊ることなんて……ぜったいにむりだったと思います。これはぜんぶ、ぜんぶ、おにーちゃんのおかげ……だから──」

「日和……」

　そこでタンポポが咲くような満面の笑みでにっこりと笑って。

「おにーちゃん……わたし……ゆーおにーちゃんのことが、だいすきです……♪」

　本当に嬉うれしそうにそう微笑ほほえむ日和ひより。

　ほんの十秒ほどの間だったが、その全身からはまばゆいばかりに輝かがやく黄金色のオーラがまるで白鳥が翼つばさを広げるかのように溢あふれていて……

「…………」

　……俺は何をくだらないことを考えていたのかね。

　どんなに周りから注目されるようになったって日和は日和だ。妹みたいで、気が付けば傍そばで笑ってくれている存そん在ざい。何があったってそのことは変わらないし、日和自身変えようとしないだろう。それに日和のこんな笑顔が見られたのなら、それだけで〝おにーちゃん〟としてはもう十分だって話である。

　だから。

「──ああ、俺も日和のことが大好きだ！」

「は、はいっ♪」

　互いに顔を見たままうなずき合って。

　俺たちのさらなるコンビネーションに、この日一番の歓かん声せいが周囲から上がった。

「すごい……素す敵てきですわ！」

「あそこまで息がぴったりに踊おどれるだなんて……！」

「一体どんなレッスンをしてきたのでしょう……！」

「だけど二人ともとても楽しげで……何だか少し、羨うらやましいです」

「ぜひアンコールをお願いいたしますわ！」

　こうしてホール内を揺ゆるがすほどの大歓声とアンコールの声とともに、俺たちの『プリンセス・ダンス・コンベンション』は終わりを告げたのだった。







　　　６




「……約束通り、勝負に負けた以上、言いい訳わけをする気はありません。好きにしなさい」

『舞まい姫ひめたちの夕べ』が終わり、人のいなくなったパーティールーム。

　がっくりとうなだれた雀すずめヶが原はらお嬢様がそうつぶやいた。

　周りにいるのは日和を初めとした菜さい園えん部ぶの面々と俺、床にヒザをついている雀ヶ原お嬢様とその取とり巻まきお嬢様たち、そして……それを黙だまって見下ろしている鷹たか匠じよう光ひか琉るの十一人だった。

　色々あった『プリンセス・ダンス・コンベンション』

　結果は──日和さんの勝利だった。

　居い並ならぶ審しん査さ員いんたちが下した評ひよう価か。

　それは技術面では雀すずめヶが原はらお嬢様の方が際きわだっていたが、感情表現の面で俺たちが勝っていたということ。そして何より。

『小こ春はる原ばらさんたちのペアの方が、お互たがいを思う気持ちが明らかに上でした。互いを思い合う強いハート……それは技術よりもテクニックよりも、時には重要なものとなる。……ならば、勝敗は明らかでしょう』

　その言葉は、審しん査さ員いんの中心でもあった鷹たか匠じよう光ひか琉るが言ったものだ。

　それを聞いて……雀ヶ原お嬢様は完全に自分の負けを認みとめたようだった。

　うつむいたまま言葉を発しない雀ヶ原お嬢様に取とり巻まきお嬢様たちは、

「あれだけ言っていて負けるなんて……」

「美み咲さきさんには本当にがっかりですわね」

「雀ヶ原派もここまでですかね……」

　口々にそんなことを言ってその場から立ち去って行ってしまった。

　いやいくら芳かんばしくない結果になったからってそれはないんじゃないか？　それとももともと大した信しん頼らい関係なんてなかったってことか？　まああんなこと（シューズに画が鋲びよう）を企たくらむようなお嬢様たちだし……

「…………」

　そんな光景を前にしても雀ヶ原お嬢様は黙だまったままだった。

　黙って顔を下に向けたまま小さく肩かたを震ふるわせて。

「……申もうし訳わけありません、光琉お嬢様。どうやら私が至いたらなかったようです……。約束通り、私は『姫ひめ薔ば薇ら会かい』から身を引かせていただきます……」

「……」

　その言葉に鷹匠光琉は答えない。

　ただ静かに雀ヶ原お嬢様の方を見ているだけである。

「……小春原さんたちにも、ご迷めい惑わくをかけたことを謝しや罪ざいします。申し訳ありませんでした。──それでは」

　そう言って立ち去ろうとして。




「あ、ま、待ってください……っ……」




「……？」

　それを引ひき留とめたのは日和ひよりだった。

　必死な顔をして雀ヶ原お嬢様の顔を見上げると、

「あ、あの……せ、生徒会をやめるなんて、そんなこと、しないでください……」

「……っ！」

　その言葉に雀すずめヶが原はらお嬢様の顔色が変わる。

「……同情など結けつ構こうです……！　私は貴女あなたに負けた。そして貴女に『菜さい園えん部ぶ』の進しん退たいというリスクを背せ負おわせた以上、私も同等のリスクを受けるのが道理です！」

　強い口調でそう言うものの、

「り、りすくとか、そんなのはどうでもいいです……。わ、わたしは、雀ヶ原さんに後こう悔かいしてもらいたくなくて……」

「だ、だからそれは安い同情だと……っ！」

「……」

「……」

　どちらも譲ゆずらずに向かい合う二人。

　……ハア。

　……ホントに甘々な上に、とんでもないお人好しなんだよな、この地味っこ。

　おそらくだけど、もしも日和ひよりが負けていたらこのお嬢様、菜園部設せつ立りつを白紙状じよう態たいに戻もどすのをためらわなかったと思うぞ。

　それにも関わらずこのお嬢様を助けたいだなんて……

「……」

　確たしかにどうしようもないくらい甘々だ。

　だけどな。

「……俺からもお願いします。鷹たか匠じようさん、今回の話はなかったことにしてくれないか？　雀ヶ原さんはそのまま生徒会に在ざい籍せきしたままにしておいてほしい」

「……っ、貴方あなたまで何を……っ！」

　雀ヶ原お嬢様がこっちを睨にらみつける。

　──その甘々さは、キライじゃないんだよ。

　それに雀ヶ原お嬢様本人はそう言うかもしれんけどさ、いくら勝負だからってこんな結末で終わるのは後味悪い。このお嬢様がそこまで悪い人間じゃないって分かった今だとなおさらだ。

「何をも何もそのまんまだ。悪いと思ったんならひと言謝あやまってくれればそれでいい。別に生徒会をやめるまでの話じゃない」

「そ、そうです……っ……。そんなの、お、おかしいです……」

「で、ですからこれは私が受けるべき罰ばつで……！」

　同じようなところで話がループしていて。




「──もういいでしょう、美咲」




「光ひか琉る……様……」

「これ以上意地を張はってどうなるというの？　貴女あなたはもうこの二人のことを認みとめてるのでしょう。主義主しゆ張ちようと単なる意地とは違ちがう。その二つをはき違えるのは愚おろか者もののすること……。それにあの時だって、貴女はこうやってだれかから手を差さし伸のべられることを望んでいたはず。貴女が全てを失っていた時に……」

「っ……」

「あの時……？」

　それってあのトイレ前で言ってたことと何か関係でもあるのかね？

　雀すずめヶが原はらお嬢様は少しの間口をつぐんでいたが。

　やがて静かに話し始めた。

「……今から五年ほど前に、私は一度全てを失ったんです」

「え？」

「全ては一いつ瞬しゆんだった。父が事業に失敗して、そのまま破は産さん状じよう態たいに……。私はその時に何もかも失いました。それまで友人だと思っていた者たちは皆みな離はなれていった。姫ひめ乃の宮みやでも一人きりになって……助けてくださったのは、声をかけてくださって手を差し伸べてくださったのは……光琉お嬢様ただ一人だった……。だから私は知っている……この姫乃宮で、地位も、名前も、依よるべき資し力りよくもないというのはどういうことか……」

「……」

　だからこのお嬢様、あそこまで鷹匠光琉にご執しゆう心しんだったのか。

　しかもこのお嬢様も日和ひよりと同じようなことを味わってきたんだな。

　最初から庶しよ民みんなのかお嬢様から一時的に庶民になったのかという違いはあれ、受けた体たい験けんは変わらない。

　……そういうことがあったからこそあそこまで日和さんに突つっかかってきてたのかもね。一種の同族嫌けん悪おに近いカタチが後あと押おしになって。

「だ、だったら、なおさらです……。生徒会、やめないでください……」

「そうだ。そんなことをしても意味がない。別に俺たちはお前のそんな姿すがたを見たいわけじゃ……」

「…………」

　それでもなお首を縦たてに振ふらない雀ヶ原お嬢様。

　やれやれ、お嬢様ってのはこういう頑がん固こ者ものが多いのかね。

　どうしたもんかと思案していると、

「雀ヶ原さん……」

「え……？」

　すっ──

　隣となりにいた日和が、動いていた。

　黙だまったままうつむいていた雀ヶ原お嬢様の手をきゅっと握にぎると、

「あ、なっ……」

「す、雀すずめヶが原はらさん……わ、わたし……雀ヶ原さんと、お友達になりたいです……」

「と、友達……？」

「は、はい……。だ、だめでしょうか……？」

　真っ直ぐに目を見て言う。

「お、お友達になって……雀ヶ原さんのことをもっと知りたい……。知って……もっと、な、仲良くなりたいです……何かあった時に、助け合える関係になりたい、です……。そうすれば、きっと……」
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「友達……」

　その言葉を嚙かみ締しめるかのように反はん芻すうして。

「……と、友達……うっ……ぐすっ……私……私は……」

「……」

　涙なみだをこぼす雀ヶ原お嬢様。

　結局このお嬢様も……信しん頼らいできる友達が欲しかっただけなのかもしれないな。

　そんな雀ヶ原お嬢様を優やさしい表情で抱だきしめる日和さんの、その小さな身体の周りが温かく柔やわらかな黄金色の光に包まれていたように見えたのは……俺の目の錯さつ覚かくかね。

「……」

　何はともあれこれでめでたしめでたしだ。

　日和ひよりさんは幸せそうだし『菜さい園えん部ぶ』も存そん続ぞくしていく。これまでのレッスンを通して唯ゆい香かや日ひ向なた、皐き月つきにましろたちともいっそう仲良くなれたし、雀すずめヶが原はらお嬢様とも和わ解かい（？）できた。全て万ばん々ばん歳ざいだ。

　もうとりあえずこれ以上のサプライズはあるまい、そう思ったんだが。

　そういうわけにもいかなかったんだよな。

「──小こ春はる原ばらさん。貴女あなたに一つ贈おくるものがあるわ」

「え……？」

　鷹たか匠じよう光ひか琉るがふとそう言ってきた。

「おくる、もの……？」

「ええ、そう。これはこの『プリンセス・ダンス・コンベンション』に優勝した者に贈られる称しよう号ごう……」

　目をぱちぱちとさせる日和に。

　鷹匠光琉は少しだけ笑みを浮うかべて、こう言ったのだった。

「小春原日和さん……貴女あなたには、『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』の名を進しん呈ていします」







　それはこの地味っこが今後この姫ひめ乃の宮みやで得ていくことになるいくつもの二つ名の、最初の一つであって。

　こうして色々とハプニングもあったが、『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』という二つ名を得て、『プリンセス・ダンス・コンベンション』は終わったのだった。
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　様々なサプライズがあった『舞まい姫ひめたちの夕べ』及および『プリンセス・ダンス・コンベンション』から一週間ほどが経たった。

　五月も中ちゆう旬じゆんに入り少しずつ辺りの景色に新緑が増ふえ始はじめ、それに比例するかのように毎日の気温も次し第だいに高くなり始めてきたある日の放課後。

　今日も今日とて……俺は特別顧こ問もんとしての役目を果たすために『菜さい園えん部ぶ』のある姫ひめ乃の宮みや敷しき地ち内の菜園地帯へと向かっていた。

「……」

　いつも通り、あまりお嬢様たちの通らない道を選んでの歩み。

　菜園部設せつ立りつ時じにおばちゃんからもらった特別通行証とやらのおかげで校門のところは素す通どおりである。

　というか今では警けい備び員いんさんともすっかり顔なじみになって時折差し入れ（イナゴの佃つくだ煮にとか）を持っていったりもしつつ談だん笑しようしたりして。

　姫乃宮の内部事情についても僅わずかずつだが詳くわしくなってきている。

　色々と複雑なお嬢様学校の内情。

　とはいえそれは本当に大海のごとき姫乃宮事情からすれば水たまりレベルの一部であり……この姫乃宮ってやつの底がまだまだ知れないのも確たしかではあるんだが。

　そんなことをそこはかとなく考えながら部室への道を進んでいく。

「今日は種まきだったっけな……」

　先日ようやく整地作業が終わり、とうとう念願の種まき作業に移い行こうすることになったのだった。

　初めて育てる作物も、協議の末にハクサイに決まった。

　何でも花言葉が『固い約束』ということが決め手になったらしい。

　いや野菜に花言葉なんてもんがあったことには驚おどろきなんだが、ともあれこの色々と困こん難なんな経けい緯いを経へて設立された『菜園部』にはピッタリのフレーズだね。

　俺もそのコンセプトに応こたえられるように特別顧問としてがんばらんと。あの社交ダンスレッスンなんかを通じて少しはお嬢様たちとの距きよ離りも縮ちぢまったような気もするし。

「……よし、やるか」

　そんな風に気合いを入れ直して。

　みなぎる士気とともにようやく辿たどり着ついた部室のドアを開く。そしてそのまま中に入ろうとして──

「…………」

　──そこで、フリーズした。

　木製の若じやつ干かんボロい扉とびらの向こう。

　そこでは……日和ひよりさんを含ふくめた部員のお嬢様たちが、まさに着替えをしている真っ最中だった。

「……」

「……」

「……」

「……」

「……」

　いやーな感じに、時が止まる。
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「──あ、ス、スマンっ!!」

　そう叫さけんで慌あわてて扉とびらを閉めるものの。

　網もう膜まくの表面にはその映えい像ぞうが小学生の頃ころにやった日光写真のごとく焼き付いていて……

「……」

　む、むう、顔面が蒙もう古こタンメンを食べた翌よく日じつのファイヤーポイントみたいに熱い……

　さすがにお嬢様×五プラス地味っこ×一の着替えインパクトは自じ律りつ神しん経けいにクるものがあるというか……

　……ゴ、ゴホン、まあそれはそれである意味余よ談だんであるとして。

　一つだけ──気になることがあった。

　それは。

「…………」

　何だって皆みな……ナース服に着替えようとしてたんですかね？







「それはね、おにいさんにお礼するためなんだよ？」

　着替えが終わって。

　ナース姿すがたになった唯ゆい香かが、楽しそうにそんなことを言ってきた。

「今回の一件で『菜さい園えん部ぶ』が存そん続ぞくしたのは、やっぱり何だかんだ言ってもおにいさんのおかげによるところも大きいんだもん。だから今日はみんなでおにいさんをおもてなししようってことになったの。日ひ向なたちゃんが教えてくれたんだ～。男の人はこういうのが床をのたうち回って悶もん絶ぜつするほど大好きなんだって～♪」

「はい～♪　うちの執しつ事じがそう言っていました～♪　他にも〝おんなきょうし〟〝とか〟きゃびんあてんだんと〟とか〝あいどるますた～〟とか～。ちゃんとそちらの衣い装しようもご用意してきたのですよ～♪」

「……まあ、不本意ですがそういうことなら仕方ないですわ」

「……が、がまんします……」

「ゆ、ゆーおにーちゃん、もしかして、おうちでもこういう格かつ好こうをした方がうれしいですか……？　だ、だったら……っ……（一いつ生しよう懸けん命めいな表情で）」

　口を揃そろえてそんなことを言ってくるが。

「だからそれは誤ご解かいだよ！」

　もうあの変へん態たい執しつ事じはホントに何とかしようよ！

　ホ●にロ●コンときてさらにイ●ージプレイ好きとは……救すくえないこと風のごとくすぎる！

　いやまあそれを信じるお嬢様たちもお嬢様たちなんだが。

　ったく、ホントにどこを見回しても残念なキャラばっかりだ……

「どうどう？　おにいさん、こうゆうの好きなのかな？　治ち療りようしてあげちゃうよ～♪」

「はい～、お尻しりに硬かたくてぶっとい注ちゆう射しやをしてさしあげますね～♪」

「仕方ない、ここは私の〝ロンギヌスの槍やり〟の出番ですわね（ポケットからドライバーを取り出しつつ）」

「……ざ、ざやく、ですか……？」

「お、おにーちゃんのためなら……わ、わたし、が、がんばりますから……っ……！（この上なく真っ直ぐな表情で）」

「……」

　──まあ一部異い論ろんを挟はさみたいところは多々あるが、こんな感じに『菜園部』はこれまで通りに楽しくやっている。

　昼休みに放課後にと集まって、農作業をやったり皆みなで楽しくお茶を飲んだり話をしたり、時にはこうやって人のことをからかったり。

　まったりとかなりゆるーい感じの活動内容。

　全体として割とグダグダな時もあったが、日和ひよりさんも他の皆もこの上なく楽しそうなのは確たしかなんだよ。

　基き本ほん的てきに残念キャラがその九割を占しめる部活だしな。

　──そして唯ゆい一いつ大きく変わったことと言えば。

「……まったく、貴方あなたがこんなに変へん態たいだとは思わなかったわ」

「……いや、だからこれはだな」

　ナース姿すがたの雀すずめヶが原はらお嬢様が冷たくそう言い放つ。

　ほとんど路上の生ゴミを見る目だ。

「まあ、別に貴方が変態でも人間のクズでも私にはどうでもいいこと……。私は小こ春はら原ばらさんのために、ここに来たのですから」

「……」

　──そう、大きく変わったのはこれ。

　件くだんの雀ヶ原お嬢様が……『菜さい園えん部ぶ』六人目の部員として加入したことだった。

『プリンセス・ダンス・コンベンション』での対決を経へて日和さんと友達になったこのお嬢様は、何とその次の日に部室にやって来てこう言ったのだった。

『私もこの菜園部とやらに入部してさしあげます。生徒会と兼けん任にんでも構かまわないでしょう？　というかむしろありがたく思ってもらわなければ』

　かなりの上から目線。

　最初はその態たい度どに色々どうかと思ったもんだが……その後に付け加えられたひと言で帳ちよう消けしだった。『だって……と、友達、なのでしょう……？』

　本当に素す直なおじゃないね、このお嬢様は。

　とまあそういう次し第だいで『菜園部』は新たに部員を一人増ふやし。

　その新入部員は今こうして俺のことをロシアの永久凍とう土どみたいな目で見下ろしているってわけである。

　まあ何であれ、人数が増えて賑にぎやかになるのはいいことだとは思うんだがさ。

「そ、それじゃあこっちの端はしから種を蒔まいていきます……み、みなさん、準じゆん備びはいいですか……？」

「は～い、日和部長～♪」

「ブラジャーです～♪（了りよう解かいと言いたかったんだろうな……）」

「ふっ、私の〝サンダルフォン〟（スコップのことらしい）が光る時ですわね」

「……が、がんばります……」

　こういう和なごやかな光景がこれからも続いていってくれればいいんだけどね。

　楽しそうにハクサイの種まきをする日和ひよりさんたち（ナース姿すがた）を眺ながめながら何となくそんなことを考えていると。

「……それは、甘いかもしれないわね」

「え？」

　俺の心を読んだのか、雀すずめヶが原はらお嬢様（こっちもやっぱりナース姿）がそんなことを言ってきた。

「これから先……少しだけ、面めん倒どうなことになるかもしれないわよ」

「面倒なこと……？」

　ってお前が鷹たか匠じよう光ひか琉るに対するストーキングによる迷めい惑わく防止条例違い反はんとかでとうとう逮たい捕ほされるとかじゃなくてか？

「ええ。小こ春はる原ばらさんは『プリンセス・ダンス・コンベンション』で最優秀賞を獲かく得とくして、『佳良の紫金蒲公英姫リトル・ゴールド』の称しよう号こうを得た。一年生にはまだ四人しかいない二つ名の持ち主……。それだけじゃない。この私を加えることによって、小春原さんの派は一気に一年生の中でも第三位にまでなったわ。しかもその中には『光こう彩さいの白しろ金がね紫し苑おん姫ひめ』の二つ名持ちの鹿ろく王おう院いん唯ゆい香かも含ふくまれている……この状じよう況きように、第一位と第二位の派は閥ばつが──そのトップであるあの二人が、黙だまっているとは思えないもの。きっと何らかの奸かん計けいを用いてくるでしょうね」

「……」

　ホントにまたなんか面めん倒どうなことになりそうですね。

　奸計って、三さん国ごく志しとかじゃないんだから……

　しかも派閥とか何とか、日和さんにはこれっぽっちも興きよう味みがないことだろうに……

「本人が望む望まないは関係ないわ。どこの世界でも同じように、出る杭くいは打たれるもの。それにどう対たい処しよできるかでその当人の器量が問われるのよ。……でも心配しなくてもいいです。私が『ぴよの団』に加わった以上、あの二人の好きなようになどさせませんから」

「……」

　そう言って不ふ敵てきに笑うと、雀ヶ原お嬢様も種まきに加わるべく日和たちの方へと行ってしまった。

　まあ……敵てきに回すと面倒なお嬢様だったが、味方に付ければ頼たのもしいってわけか。

　とはいえまだまだハプニングの種はたくさんあるようで。

　やれやれ……また色々と大変な日々が続きそうだね。







「あ、お、おにーちゃん、おつかれさまです」

「ああ、お疲つかれさん」

　部活が終わった後の帰り道。

　校門を出たところで、とてとてとこっち向かって走ってきた制服姿すがたの日和ひよりと合流した。

「今日の種まきはどうだった？　楽しかったか？」

「あ、はいです。みんなでこういうことをするのは初めての経けい験けんで、ちょっと緊きん張ちようしちゃいましたけど……♪」

「そっか」

　笑顔の日和さんにうなずき返す。

　ちなみに唯ゆい香かたちはこれから習い事やら会食やらパーティーやらがあるとかで先に帰ってしまった。キャラが残念とはいえ、さすがに生きつ粋すいのお嬢様たちは大変だね。

「でもちゃんとハクサイが植えられてよかった。立りつ派ぱに育ったら桜さくら乃の日ひ和より荘そうに持って帰って鍋なべにしような」

「はいっ、収しゆう穫かくがすごく楽しみです……♪」

　本当に楽しそうな日和さんの顔。

　そのほんわかぽわぽわな表情を見ているとそれだけでこっちも幸せな気持ちになってくる。知らずに頰ほおが緩ゆるんでくる感じというか……これももしかしたら日和さんの希け有うな才さい能のうの一つかもね。地味だけど。

「──にしてももうあの『プリンセス・ダンス・コンベンション』から一週間か。早いもんだな……」

　日が傾かたむいて少しオレンジ色になった道を歩きながらふとそんなことを思う。

　あのイベントからこっち雀すずめヶが原はらお嬢様が『菜さい園えん部ぶ』に入部したりやら何やらで色々と慌あわただしかったから、なんかあんまり実感が湧わかない感じだな。

「はい。こういんやのごとし、ですよね……」

　日和もそう言ってうなずいてくる。

「でもこの一週間で、もうステップとかもかなり忘わすれてきた気がする。日和はどうだ？」

「あ、わたしですか……？　えと……まだだいじょうぶです。ひと通りはおぼえていて……」

「へー、そっか。すごいな」

　意外というと若じやつ干かん失礼だが、日和さんはこういったところが器用（？）なんだよな。

　入学試験の時に覚えたマナーやテルミンの演えん奏そうも、いまだにバッチリ覚えてるみたいだし。

　と、その何気なく言った言葉に。

「……そ、そう簡かん単たんには忘れないです。だ、だって、お、おにーちゃんといっしょに……あんなに素す敵てきな場所で踊おどったダンスなんですから……」

「え……？」

　日和がぽつりとそう言った。

「……ゆ、ゆーおにーちゃんと、いっしょにがんばったことです……。それは一生の思い出で……ずっとずっと、忘わすれないと思います……」

　そのまま恥はずかしそうに頰ほおを赤くしてうつむいてしまう。

　ぬ、ぬう、そうくるとは思わなかった。

　斜ななめ六十度方向からのサプライズアタックというか。

　俺は気恥ずかしさを隠かくすために微び妙みように日和ひよりさんの方から顔を背そむけて。

「あ、あー、でもあの時の日和はすごかったよな。堂どう々どうとしていて、キラキラと輝かがやいていて……」

「え……？」

「立りつ派ぱだった。本物のお嬢様みたいで、お姫様みたいに見えた」

　それは本音でもあった。

　あの時の光り輝く日和さん。

　どこまでもまぶしくて目がくらむばかりの光を放っていて、その身体からは満みち溢あふれんばかりに黄金色のオーラが立ち上っていた。

　あれは瞬しゆん間かん的てきなことではあったが、鷹たか匠じようお嬢様が恒こう常じよう的てきに発しているものにも似にていて……

「……そ、それも、おにーちゃんの、おかげだと思います……」

「え？」

「おにーちゃんのぬくもりがあったから……前の日の夜に……おにーちゃんに、おにーちゃんぱわーをじゅうでんさせてもらったから……あんなにがんばれたんだと、思います」

　こっちをじ～っと見上げながらのそんな台詞せりふ。

　そこで一度言葉を切ってきゅっと唇くちびるを小さく結ぶと、

「で、でも、この一週間で……だいぶ、きれちゃいました……。だ、だから、お、おにーちゃんぱわーを……また、じゅうでんさせてください……」

「え？」

「お、お願いします……」




　ぴとっ……




　そう小さくつぶやいて。

　そのまま遠えん慮りよがちに、でも甘える仔こ犬いぬ（生後一ヶ月）みたいに寄より添そうようにして身体をくっ付けてきた。

「ひ、日和さん？」

「え、えへへ……お、おにーちゃんの……ゆーおにーちゃんの、たいおんです……♪」

「……」

　幸せそうな声。

　まあその台詞はまた一歩間ま違ちがえれば逮たい捕ほ起き訴そされそうなものだったが……今は黙だまってそんな日和ひよりさんの頭を撫なで返かえすことにしておこう。

　何度も言ってるが、何といっても俺は日和の……〝ゆーおにーちゃん〟だからな。





ＥＮＤ　












　あとがき




　こんにちは、五十嵐雄策です。

　小こ春はる原ばら日和ひよりの育成日記２巻をお届とどけいたします。




　本巻はLESSON1が電撃文庫MAGAGINE Vol.13掲載時から加筆修正したもの、LESSON2とLESSON3が書き下ろしとなっております。







　気付けば前巻からすっかり一年近くが経たってしまいました……

　今巻は、紆う余よ曲きよく折せつを経て無事にお嬢様学校に入学することができた地味な女の子が、周りを見回せばお嬢様だらけのお嬢様の中のお嬢様学校の中で、お嬢様という〝おとなのじょせい〟を目指すためにお嬢様たちと関わり合いながら色々と奮ふん闘とうしていくお話となっております。

　前巻よりも少しだけ賑にぎやかな感じで進行していきますので、少しでも楽しんでいただければと思います。

　次巻はさすがにもう少し短い間かん隔かくでお届けできればと思っておりますので、よろしくお願いいできればと……







　以下はお世話になった方々に感かん謝しやの言葉を。

　編集の和田さま三木さま。今巻でも様々な面で色々とお世話になりました。そろそろ某ぼう高校生コンテストが載のっているというマンガは読んでおこうと思います。

　イラストの西又葵さま。今回はまだイラストは拝はい見けんしていないのですが（す、すみません、原稿が遅おくれたせいで……）、きっと新しく出て来るあのキャラもあのキャラも素す敵てきに描かれていることだと確かく信しんしております。これからもよろしくお願いいたします。

　また今回もとある偏かたよった知ち識しきを中心に協力してくださった皆みな様も、ありがとうございました～！




　そして最後になりますが、この本を手に取ってくださった全ての方々に感謝の言葉を。




　それではまたお会いできることを願って──





二〇一〇年七月末日　五十嵐雄策　









[image: ]







五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の育成日記②。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、『乃木坂春香の秘密』で文庫デビュー。その後、サイン会のため初めて台湾に赴き……苦手なので滅多に乗らない飛行機にビビリまくり余裕がなくなりつつも今作に至る！
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イラスト／西にし又また 葵あおい

西又葵の育成日記②。東京都出身Ａ型。『マリッジロワイヤル』『SHUFFLE!』（Navel）など、多数のキャラデザを担当する人気イラストレーターながらも、今シリーズで文庫の挿絵をデビューしました！









[image: ]電撃文庫





小こ春はる原ばら日ひ和よりの育いく成せい日につ記き②








五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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